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俺様紳士の恋愛レッスン










運命のスレチガイ




「んもーぅ、私は便利屋じゃないっての！　資料くらい自分で取りに行ってよね！」

　腕の中でカサリと音を立てる紙束を、睨にらみつける。イラ立ちの対象はもちろんソレではないのだけれど、こうして間接的にでも念を送っておかなければ気が済まない。

「ま、断れない私が悪いんだけどサ」

　そう。すべては私の、この矛盾だらけの性格のせい。我も気も強いくせに、情にはてんで弱い。いわゆる、断れない人間。

「ま、ちょーど気分転換したいところだったし、いいけどね！」

　そして行動の末端には、必ず言い訳を添える。しかし、こうして自分の行動を肯定してあげないと身がもたない。

　これは二十五年の人生で培ってきた、自己防衛術だ。

　私は篠しの宮みや円まど華か、アダ名はエン。ごくごく普通のオフィスレディ。

　都内を中心にブックカフェやアートカフェを経営する会社に勤めて、早四年目。もともと学生時代にこの会社が経営しているアートカフェでアルバイトをしていた私は、エスカレーターを上るように新卒で正社員となり、今に至る。

　会社はいわゆる小規模ベンチャー企業だ。部署名こそそれらしく付けられているが、人事部、総務部、経理部の各部署には、社員がそれぞれ一名ずつしか在籍していない。

　多忙ながらも、バックオフィスの仲間たちと共に和気あいあいと仕事をこなす日々で、それなりに充実した日常を送っている。

　エレベーターから一歩足を踏み出すと、慣れ親しんだオフィスの風景が私を出迎える。

　ため息をひとつ落として通路を見据えると、その先に浮かぶ非日常のシルエットに目を奪われた。

　タイトなチャコールグレーのスーツを纏まとった、スラリと細い身体のライン。こちらに向かってくるその人が〝身内〟でないことなど、一瞬のうちに判断できた。

「こんにちは」

　緩やかな笑みと共に落とされた、凛りんとした声色。

　返事をしようと半開きにした口からは、なにも音が出ない。

　辛うじてコクリと頭を下げただけの、失礼な挨拶を返した私の横を、その人は颯さっ爽そうと通り過ぎる。軌跡を描くように、清涼な香水の香りがふわりと舞った。

　エレベーターに乗り込んだその人は、見開いた私の目と視線を通わせると、再び緩やかな笑みを浮かべて一礼した。

　無機質な微音と共に、銀色の扉が閉ざされる。

「……誰？　誰、誰!?」

　次第に焦燥感が襲ってくる。

「ねぇ！」

　慣れ親しんだ通路の先に続く、慣れ親しんだオフィスの扉を押し破るように駆け込んだ。

「ビックリしたー。どうしたの、エン」

　キレイな半月型を描く睫まつ毛げが、ぱちくりと上下する。

　彼女は私の同期であり、総務部に所属している笹ささ川がわ萌もえ乃のだ。ふわふわに巻かれた栗くり色いろのロングヘアー、いつ何なん時どきでも完璧なばっちりメイク。年上銀行マンの彼氏を持つ、憧れ要素満載のモテ女だ。

「今、超絶イケメンとすれ違ったんだけど！」

「あぁ、あの人新しい担当さんだって。さっきもらった名刺がここに……」

「貸して！」

「あっ！　ちょっとエン！」

　抱えた紙束をデスクに放り投げ、同期の手から名刺を奪い取ると、食い入るように顔を寄せる。

「『株式会社ＲＡＰＡＣラパック』……人事コンサルタント。ＫＡ、ＴＡ……かたやなぎ、とおや」

　左から、右へ、一文字も取りこぼすことのないように呟つぶやく。記憶を呼び起こしながら、名前と顔をリンクさせていく。

　すれ違った瞬間のあの姿……幻かと思った。

「確かにイケメンだけどさ、エンがそこまで騒ぐの珍しいよねぇ？」

　グロスが光る唇がニヤリと弧を描く。

「だってドンピシャすぎて！　てか今、帰っちゃったってこと!?」

「うん。でも――」

「追ってくる！」

「はっ!?」

　夢中でオフィスを飛び出した。私を引き止める声なんて、これっぽっちも届いていなかった。

　通路の先に見えたエレベーターの表示が一であることを確認して、迷わず階段を選ぶ。ここは四階。走ったほうが早いと判断したのは、もはや本能と言っていい。

　この機会を逃したら、もう二度と会えないかもしれない。そう思ったら、身体が勝手に動き出していた。




「いた！」

　オフィスを出てすぐの並木道に、お目当てのシルエットを見つけた。

「かた、やなぎ、さんっ！」

　その苗字の呼びづらさに、少しだけ噛かみそうになる。

「はい」

　チャコールグレーの背中が反転すると、まっすぐに向けられた瞳に心臓がキュッと縮こまるのを感じた。

「あっ、あの……！」

　全速力で走ったせいで、息が上がって苦しい。しかしその場から動けない理由は、それだけではなかった。

「どうかされましたか？」

　スラッと長い脚はあっという間に私の目の前までやってきて、「あぁ、さっきすれ違った方ですね」と緩やかな笑みを落とす。

「じっ、人事部の篠宮と申します！　先ほどは席を外していて、ご挨拶できなかったので……」

「そうでしたか。ご挨拶に伺うタイミングが悪く、申し訳ありませんでした。ではせっかくですので、ご挨拶させていただきます」

　片かた柳やなぎさんは滑るような所作で名刺入れを取り出す。そして細い上体を私の身長に合わせるように少し折ると、気持ち低めに名刺を差し出した。

「株式会社ＲＡＰＡＣ、人事コンサルタント、片柳十とお夜やと申します。この度、御社の人事コンサルティングを担当させていただくことになりました。よろしくお願いいたします」

　ふたりの間にある距離は、一メートルと少し。パーソナルスペースにおける社会空間ギリギリの距離だ。

　口調から目線に至るまで、すべての所作が完璧に仕立てられている。そのあまりのスマートさに、私は完全に見み惚とれていた。またしても半開きの口からは音が出ない。

「……と、既にお持ちだったのですね」

「へっ？」

　落とされた視線を辿たどると、握りしめた拳の中で、無残にも丸まった名刺がコロンと寝返りを打った。

「わっ、すみません！　同期から奪って、夢中で走ってきたらつい……！」

「奪って？」

「だって、私はまだいただいてなかったので……！」

　動揺や焦燥、羞恥、その他のよろしくない感情が混ざり合って、自分でもなにを言っているのか分からなくなった私は、アスファルトの一点を見つめた。

　……穴があったら突入したい。

　そんなことを考えていた頭の上で、フッと笑う音がする。

「名刺なんて、いくらでも差し上げますよ」

　その瞬間、清涼な香りがふわりと舞った。

　半歩でも歩み寄られたら、保たれた社会空間は破られ、そこから先は個人空間だ。親しい人間にのみ立ち入ることが許される領域に、彼の手は迷いなく伸びてくる。

「同期の方の分と合わせて、二枚でよろしいですか？」

　大きくも華きゃ奢しゃな手のひらが私の左手を包み込み、そこから丸まった紙を取り除くと、代わりに折り目ひとつない名刺を二枚乗せた。

　思わず顔を上げた先には、緩やかな笑みを浮かべる端正な顔がある。

「――ッ！」

〝きゅん〟どころの話ではない。心臓も呼吸も、血流までもが確実に一時停止した。……死ぬかと思った。

「あっ、あ、あ、ありがとうございます！」

「いえ」

　片柳さんは私の左手に添えていた手を離すと、半歩後退する。

　再び保たれた社会空間に、はっと我に返った。

「すみません、こちらもご挨拶を……！」

　慌ててジャケットの内ポケットから名刺入れを取り出し、片柳さんの所作と同じく差し出す。

「申し遅れました。『株式会社ｃｏｏｃａｆｅクーカフェ』、人事部マネージャー、篠宮円華と申します」

「頂戴いたします」

　スッと伸びてきた細長い指が、私の手から優しく名刺を引き抜いた。

「円華さん、素敵なお名前ですね」

「えっ!?　あ、ありがとうございます……！」

　向けられた言葉も笑顔も社交辞令だということは分かりきっている。それでも心臓が跳ね上がってしまうのは、恐ろしいほどに整った彼の容姿のせいだ。

　艶やかな黒髪は短くカットされ、柔らかなウェーブがかかっている。アシンメトリーにまとめられたヘアスタイルが、均衡のとれた顔の造りをより引き立てている。

「また、来週の水曜にお伺いいたします。それでは、失礼します」

　一礼した黒髪がサラリと揺れる。彼は緩やかな笑みを残し、くるりと反転した。

「……あのっ！」

　去っていく香りに名残惜しさを感じて、思わず呼び止めてしまった。しかし続く言葉が見つからず、「えっと、えっと」と左右に視線を泳がせ、ようやく浮かんできた言葉は……。

「香水、なに使ってますか？」

　見上げた彼の目が、微かに開かれるのを感じた。

　……やってしまった。『なに言ってんだ、この女』と思われたに違いない。アホすぎる。突入する穴がないのなら、いっそのこと掘ってしまいたい。

　羞恥と後悔に苛さいなまれて、いたたまれず俯うつむき、爪先にグッと力を込めた。

「ジョルジオ・アルマーニ」

　三メートル先から、低い声が凛と響く。

「アクア ディ ジオ プール オム」

　呪文のような音に誘われて、おもむろに顔を上げた。

「昔からずっと、この香水です」

　彼が微笑んだ、その瞬間。私の脳は、完全に堕おちた。

「……ありがとうございます。呼び止めてすみませんでした」

「いえ。では、失礼します」

　再び緩やかな笑みを残して、チャコールグレーのシルエットは去っていく。その背中が点となって消えるまで、私はその場から動けなかった。

　こんな気持ちは、いつぶりだろうか。

「……まずいって、コレ。どうしてくれんの！　イケメン！」

　治まるどころかどんどん切迫する脈に、たまらずその場で叫ぶ。並木道を行き交う人々の視線など、ご乱心の私にはまったく気にも留まらなかった。




　その後、冷静さを取り戻した私は、オフィスへと戻ってきた。

「エン！　やーっと帰ってきたか」

　私の姿を見つけた萌は、呆あきれた様子で腕を組む。

「もーえー。私、もうダメだぁ。絶対に頭おかしい女だと思われたぁ」

「はい？　なにがあったのよ」

「それがさぁ――」

　先ほどデスクに放り投げた紙束を整えながら盛大なため息を落とし、今し方の一部始終を語った。

「あははっ！　エンって時々とんでもないことやらかすよね！」

「ちょっと萌、私けっこーヘコんでるんだからね！」

「だってさ、走って追いかけるのも名刺を握り潰すのも、どう考えても相手はドン引きでしょ。バカだなぁ」

　気心の知れた萌だからいいが、なかなかにひどい笑われようだ。

「だってあんなイケメン、滅多にお目にかかれないじゃん！　今日を逃したらもう二度と会えないかもって思ったら……」

「エン、私の話を聞いてた？　『新しい担当さん』って言ったでしょ」

「あぁ！　そっか、そうだよね。……なにしてんだろ、私」

「バッカだねー、エンは」

　萌はさも楽しそうに笑いながら、オフィスチェアの背もたれをギシギシ揺らす。

　前後するその姿を見下ろしながら、私はもう一度大きくため息をついた。

「ま、でも別にどうこうなりたいわけでもないし、どう思われてもいいんだけどさ」

　これは、ごく自然と出てきた言葉。つまり本音の本音だ。

　いくらイケメンだったからといって、その先のなにかを期待しているわけではない。あまりに顔が好みだったので、本能がうっかり暴走してしまったのだ。例えるならば、大好きなアイドルと街でばったり出くわしてしまった時の行動、それと等しい。

「ねぇ、エン」

　ワントーン落ちた萌の声色にドキリとして、反射的に肩が強ばる。

「前々から言ってるけど、私はエンにちゃんと〝恋愛〟をしてほしいと思ってる。彼、ドンピシャなんでしょ？　なら、いいきっかけになるかもしれないよ？」

　矢のようにまっすぐ飛んでくる萌の言葉から、私の脳は逃げ道ばかりを探す。

「いや、冷静に考えたら、ただのミーハーだったのかも……」

「エン、そろそろ本気で向き合わないと」

「でも――」

「こらっ！　篠宮！」

　萌との会話に、突如ドスの利いた横よこ槍やりが入れられた。

「わっ、山やま内うち室長！　お帰りなさい！」

「『お帰りなさい』じゃないだろ。資料はどうした？」

「すみません、今持っていきます！」

　慌てて束ね直した紙束を抱えた、その時……。

「エン」

　袖を掴つかまれ、引き止められる。驚いて振り返った先には、睨みつけるように私を見上げる萌の険しい表情があった。

「ちゃんと自分の幸せ、考えなよ」

　そうひと言呟いて、萌は私を解放した。

　比較的温和な萌が今のように目を細めるのは、彼氏の愚痴をこぼす時と、誰かを叱りつける時だけ。つまり今、萌は私に怒っているのだ。

「篠宮！　し、りょ、う！」

「あっ、はい、すみません！」

　私は萌に「ゴメン」と小さく呟いて、逃げるようにデスクを後にした。

　こうして萌に叱られることは、今日が初めてではない。私は何度、親切な萌を失望させてきただろうか。

　萌が怒っている理由はただひとつ。私がいつまで経っても生ぬるいぬかるみから抜け出せずにいるからだ。




　駅から家まで徒歩七分。限られた距離と時間を使って、私は昼間の余韻に浸っていた。目を瞑つむれば、片柳さんの緩やかな笑みと清涼な香りが蘇よみがえる。

「かっこよかったなぁ……。次会えるのは来週の水曜かぁ」

　ため息と一緒に呟いて、今度は大きく息を吸い込み、顔を上げた。

「……うしっ。帰ろ！」

　慣れ親しんだ日常の風景である、木造二階建てのアパートへとやってきた。築十八年目を迎えたらしい壁は、レンガ調の茶色に謎の黒ずみが浮き始めている。

　部屋の前に着くと、再び大きく息を吸って吐き出した。最後に頬をペチッと叩たたいて、気合いを入れる。

　今日、突然舞い降りた非日常もここで終わり。今から私は、日常へと帰る。

「ただいまー！」

「エンちゃん、お帰り！　今日も遅かったね。また残業？」

　奥の部屋から現れた、だぼっとゆるいスウェット姿の男の人。長い前髪をヘアゴムで縛り、垂れ目がちな一重の目を細めて、愛あい嬌きょうのある笑顔を私に向ける。

「うん。室長にこき使われちゃってさ！」

「そっかぁ。今日もお疲れさま」

「ありがと、タカちゃん」

　この人が、私の彼氏。私の生ぬるい日常の代名詞とも言える人だ。

「エンちゃん、今日は餃ぎょう子ざだよ」

「餃子!?　やったー！　お腹すいたー！」

「うん、すぐに温めるね」

　タカちゃんはふにゃりと柔らかい笑みを私に向けて、キッチンへと立つ。

　私は寝室に入ると早々にスーツを脱ぎ捨て、プラスチックの衣装ケースへ手を伸ばした。そして脱いだブラウスを右手に、ワンピースタイプの部屋着を左手に持って、洗面所へと向かう。

「いい匂いしてきたー！」

　キッチンを横切る私に、タカちゃんはにっこりと笑顔を向ける。

「もうできるよ。手を洗って待っててねー」

「はぁーい！」

　今、私が纏っているのは、心許ない下着のみだ。誘っているとしか思えないその格好も、タカちゃんにとっては日常の風景でしかない。それはもちろん、私も同じだ。タカちゃんの前でなら、むしろ裸体であっても恥じらいなど生まれない。

　穏やかで危なげなく、流れるように過ごしてきた日々。均衡を保った波のない生活が始まって、もう六年が経とうとしている。




　部屋着に着替えてリビングへ向かうと、こたつ机の上で踊る湯気が私の空腹を煽あおり立てる。

「うわぁ、おいしそー！　いただきまーす！　……んー、やっぱ餃子はうまいっ！　ビールとの相性も最高！」

「あはは。いっぱい飲んでいっぱい食べて、明日もがんばってね」

　傍から見たら、私たちの関係は妙に映るだろう。見ての通り、私たちは世間一般で言う男女の役割が見事なまでに逆転している

　その理由は実にシンプル。私の彼氏である住すみ本もと貴たか幸ゆき、通称タカちゃんは、画家志望の夢見るフリーターだからだ。

「エンちゃん、実はね。来月終わりに先輩が主催する展覧会があるんだけど、そこに僕の絵を何枚か出展させてもらえることになったんだ！」

　高揚で淡く染まるタカちゃんの頬を見て、私は口に付けていたビールの缶をゆっくりと離した。

「そっか、よかったね！」

「うん！　今回こそ目を付けてもらえるようにがんばらなきゃ」

「そうだね。じゃあ、またしばらくはアトリエにこもるんだよね？」

「うん。でもいつも通り、週に何回かは帰るよ！　エンちゃん、ほっとくとすぐ洗濯物溜ためちゃうから」

「今回こそは大丈夫！　私のことは気にせず、絵に集中して？」

「……うん、分かった。ごめんね、エンちゃん」

　もう何度目だろうか。このやりとりも、申し訳なさを含ませたタカちゃんの笑顔を見ることも。

　私はタカちゃんの、キラキラとした目がとても好きだった。私にはない、夢を見据えた希望の目は、澄み切った山水のように私の心を潤してくれた。しかしそれも、いつからか水道水となんら変わりない日常の産物へと変わってしまっていた。

　決して冷めているわけではない。タカちゃんのことは応援しているし、夢が叶かなうことを心から願っている。

　タカちゃんへの不満だってない。不器用な私の代わりに家事をこなしてくれるし、飲食店でアルバイトをして、家賃の半額を負担してくれている。温厚な性格だから、喧けん嘩かをした記憶もない。そしてなにより、私のことをとても大切にしてくれている。

　私の日常に不足はない。しかし、だからこそ時折、欲が出てしまう。

　たまには夜景のキレイなホテルでディナーを楽しんでみたいな、とか。休日はＤＶＤ鑑賞ではなくて、アクティブな遊びがしたいな、とか。ドキドキしてみたいな、とか。

　しかしどれも今の現実では成し得ない憧れであって、ただのない物ねだりであるということは分かっている。それに、生ぬるい幸せに浸ることが間違いだとは思っていない。タカちゃんのことは、人として好きか嫌いかと問われたら、迷わず好きだと答える。

「ごちそーさま！　お風呂入ってくるね！」

「行ってらっしゃい」

　ちなみにタカちゃんは今年で二十九歳、立派なアラサーだ。互いの年齢や交際期間もあり、周りの人たちには『いつ結婚するの？』と、耳にタコができるほど言われてきた。

　その度に私は、決まり文句のようにこう返す。『今は無理だよ』と。

　そう、無理なのだ。結婚など夢のまた夢の話で、花嫁に憧れていたいつかの私は、すっかり赤の他人となってしまった。

　そしてこの日常は、これからも変わることなく続いていくのだろう。




「はぁ」

　風呂場の鏡に映る自分に、ため息を送る。

「今日、マスカラしてなかったんだ……」

　こんな顔で片柳さんと会ってしまったのかと思うと、後悔の念が倍増する。

「萌、ゴメン。やっぱ無理だよ」

　私は恋することを忘れてしまった。青春の時間はすべてタカちゃんに捧ささげてきてしまったから、私の中にある〝男の人〟は、タカちゃんだけ。

「もしも片柳さんと付き合ったら……」

　想像してみる。

「いっ、いや！　無理！　あんなイケメンを間近で見続けたら死ぬ！」

　膨らむ邪念を振り払うように、シャワーのハンドルを思いきり捻ひねった。しかし降ってきた水は想像以上に冷たく、思わず後ろに飛び跳ねる。

「っふぁー、ビックリした！」

　バクバクと跳ね上がる心臓に手を添えると、その振動に触れて、昼の出来事が蘇る。

「……また、会えるんだ」

　目を瞑れば、凛と響く低い声と清涼な香水の香りがリフレインする。

　萌の言う通り、これはある意味チャンスなのかもしれない。もう恋をすることは叶わなくても、ときめきという名のスパイスがあれば、私は女を取り戻すことができるかもしれない。それでなにかが変わるわけでもないけれど、とにかく、今のままではダメな気がするから。

「火曜、エステ予約しとこ」

　会うことが楽しみだと思える人がいる。こんな思いはいつぶりだろうか。

「ごめんね、タカちゃん」

　だけどこれは、浮気ではない。私は片柳さんとどうにかなりたいわけではない。ただ少し、日常に波を起こしてもらうだけ。

「っしゃー！　ワクワクしてきたっ！」

　日常にほんの少し、非日常を混ぜるだけ。

　そう、思っていた。










プライベートは誰のもの？




　物静かな春の朝日が、女子トイレの壁の白さに跳ね返る。レフ板のように肌を明るく照らすから、鏡に向かって斜め四十五度から微笑んでみたりと、柄にもないことをしてしまう。

　久方ぶりに会う完璧に仕立てられた自分の顔に、買ったばかりのジョルジオ・アルマーニの春色リップを引いた。そして、意気揚々とオフィスへ向かう。

「おっはよーん、萌ッ！」

「おはよ、エン。朝からテンション高……」

　萌は少々疎ましそうに、こめかみ辺りを手で押さえた。

「そりゃそーでしょ！　だって今日は水曜日だよ。す・い・よ・う・び！」

「はいはい。にしても髪、やっぱ切って正解だね。かわいい」

「もーえー！　さっすが親友、愛してる！」

　あり余るテンションをぶつけるように萌にガバッと抱きつくと、「ハイハイ」と呆れ顔であしらわれた。

　一昨日は仕事帰りに美容院へ行き、昨夜はエステにも行った。

　ほったらかしにしていた髪はバッサリと切り落とし、顎ラインに揃そろえたショートボブに。数年ぶりに行ったエステでは、ちょっぴり奮発してデコルテまでのコースにしてもらった。

　私のイメチェンに、タカちゃんは『かわいくなったね』と言ってくれたけれど、私の心にきゅんとは響かず、むしろモヤッとした気分に苛まれた。なぜならこれは、タカちゃんのための変化ではなかったからだ。

「誰かのためにオシャレするとか、いつぶりだろー！」

「エン、別れる決心ついたの？」

「あはは、そんなんじゃないよー。私は片柳さんから刺激をもらいたいだけ！」

　るんるんと鼻歌交じりにデスクに着くと、斜め前から「はあぁ」と嫌味たっぷりのため息が落とされた。

「エン、それ本気で言ってんの？」

　萌の声がワントーン落ちる。

「えっ？　も、もちろん……」

「アンタ、バカァ？」

　なに、そのどこかで聞いたことのある美しい罵声は。

　そんなくだらないツッコミが浮かんだのも束の間……。

「ホントは分かってるくせに」

　萌の眉間に深いシワが刻まれる。低血圧だから機嫌が悪いのか、それとも単純に、私に相当イラ立っているのか。もちろんその答えは、後者で……。

「……ゴメン」

「謝るってことは、自覚あるんでしょ？」

　言葉は胸に刺さり、ドクンと嫌な音を立てる。

「……ま、いいわ。とりあえず今日は楽しむといいよ」

「ゴメ――」

「でも！」

　遮られた謝罪の言葉が翻り、喉がグッと音を立てた。

「私はしつこく言い続けるよ。エンには幸せになってほしいから」

　そう残して外された萌の視線には、イラ立ちよりも侘わびしさが映っていた。

「……ありがとう、萌」

　萌は本当にいいヤツで、やること成すこと矛盾だらけの私を見放さないでいてくれるどころか、いつも正論で叱ってくれる。そう、萌はいつでも正しい。

「おはよう、篠宮、笹川」

　背中から現れた力強い声に、私と萌は揃って「おはようございます、室長」と挨拶を返す。

「ん？　篠宮、今日はデートか？　やけに気合いが入ってるな」

「いえっ、そういう訳では……！」

「ははは。篠宮もそうやってきちんとしてれば、ちゃんと美人に見えるのになぁ」

　そう豪快に笑う山内室長は、いわゆる〝デキる男〟だ。時に三十代前半とは思えないほどの威厳を発揮するけれど、普段は優しく頼れる存在で、私を含めた部下からの信頼も厚い。

「そういえば篠宮、今日のミーティングのことは分かってるよな？」

「もちろんです!!」

　思いのほか大きくなってしまった声に、室長の切れ長の目が見開かれた。

「そ、そうか。十時からだからな。準備頼んだぞ」

「任せてください！」

　言われるまでもなく、昨日の時点でミーティングルーム全体をピカピカに磨いておいた。家の掃除はタカちゃんに任せっきりのくせに、こういう時だけはがんばれるのだから、不思議なものだ。




　始業してからも、ふわふわと浮き立つ感情が邪魔をして、正直仕事どころではない。内心いけないとは思いつつも、パソコンに表示された時計を食い入るように見つめ、その時を待っていると……。

「失礼します」

　九時五十五分に切り替わった瞬間、完璧なタイミングで現れた声に、構えていたはずの身体がビクンと跳ねた。

　オフィスの入り口に目をやると、ふたつのシルエットが並んでいる。

「おはようございます、山内室長！」

　朗らかでよく通る声は、以前から顔なじみの経営コンサルタント・木き崎ざきさんだ。

「おはようございます、木崎さん。今日は篠宮もミーティングに参加させますので、どうぞよろしくお願いします」

　室長の紹介を受けて、私は慌てて席を立つ。

「よろしくお願いします！」

「こちらこそ。篠宮さん、よろしくお願いしますね」

　木崎さんがどんな人かと問われたら、爽やかな好青年と答えるほかないだろう。常に微笑みをたたえ、背筋は伸び、身体のラインにぴったりと合ったスーツには、シワの気配すら見当たらない。どこか室長と似た雰囲気を持つ木崎さんは、やはり〝デキる男〟に違いない。

「片柳は篠宮さんに挨拶したんだよな？」

　木崎さんは隣に立つ彼に話題を振る。

「はい。篠宮さん、今日からよろしくお願いします」

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします……！」

　一週間ぶりに交わる視線に、心臓は早くも大騒ぎだ。

　彼は今日もチャコールグレーのスーツを纏い、緩やかな笑みを浮かべている。

「片柳くん、篠宮に会っていたのか。挨拶は当日でいいと言ったのに」

　室長の問いに対し、片柳さんは「いえ」と微笑みを返す。

「帰り際に偶然すれ違いまして、篠宮さんのほうからわざわざ声をかけてくださったんです」

　ですよね？　と向けられたアイコンタクト。その口元がゆるりと弧を描くのを見て、羞恥の記憶がぶり返す。

「あ、あのっ、先週はとんだご無礼を……！」

「なんだ篠宮、早速なにかやらかしたのか？」

　室長から、じとっとした視線を向けられる。

「いえっ、あの……！」

　慌てる私を庇かばうかのように、片柳さんは「大したことではありません」と室長に返す。

　その言動にきゅんとすると同時に、あろうことか取引先の人間にフォローされてしまった自分が情けなく、恥ずかしい。

「では立ち話もなんですので、早速ミーティングルームへ移動しましょう。篠宮、準備しろ」

「はい！」

　ピリッとした室長の声に促されて、小走りでデスクへ戻った。そして筆記用具、ノート、スケジュール帳など、必要になりそうな物を片っ端から集めていると……。

「エン」

　斜め前から飛ばされた声に顔を上げると、萌がニヤリと不敵な笑みを浮かべていた。さらにチラリと一瞬、片柳さんの方へ視線を送ると、『ガ、ン、バ、レ』と無音の口パクエールを私に送る。

「萌ー！」と抱きつきたくなる衝動をグッと堪えて、私はコクリと小さく頷うなずく。そしてまとめた荷物を腕に抱え、気合い十分にデスクを後にした。




　ミーティングルームに着くと、長机を挟んで右隣に室長、斜め向かいに木崎さん、そして目の前には片柳さんが着席した。

「それではプロジェクトの概要をご説明いたします。期間は三ヶ月、しかし経過状況と社長のご判断によっては、その後も継続されるかもしれません」

　木崎さんの真剣な声色に、ペンを握る手に力が入った……のも、一瞬で。

「というか継続されます、確実に」

「はは、間違いないですね」

　そう言って、木崎さんと室長がなにやら笑い合っている。

　早速話についていけない私は、恐る恐る室長の顔を覗のぞき込んだ。

「室長、あの……？」

「あぁ、篠宮には言ってなかったか。ウチの社長と木崎さんは、大学時代に同じサークルに所属していた仲なんだよ」

「そうなんですか!?」

　見開いた目で木崎さんを見つめると、ニコッと肯定の笑顔を返してくれた。

「ウチの社長はちょーっと横暴なところがあるからな。忙しい木崎さんに無理を言って、いつも経営を見てもらってるんだよ」

「はは。しかしそれ相応の報酬はいただいていますし、こちらにとってはおいしいビジネスであることには間違いありません」

　木崎さんの軽口に、室長も笑顔を浮かべながら話を続ける。

「で、気分屋な社長が今度は人事制度改革に乗り出したってわけだよ」

「なるほど！」

「ですので今回は我が社のホープ、片柳を担当にさせていただいた次第です」

　木崎さんの視線に誘われて、私の視線も左に流れる。

「期待にお応えできるよう、努めさせていただきます」

　緩やかな笑みは先週と同じ、完璧な仕立てだ。褒められてもなお変わらない冷静な態度には、余裕さえ感じる。ホープなどともっともなワードを添えなくても、容易に見て取れる。彼は間違いなく〝デキる男〟だ。

　その後、プロジェクトの方針に関するヒアリングを受け、この日のミーティングは終了した。今後は毎週水曜日にミーティングを行い、その他必要に応じてメールや電話などで話し合いを進めていくとのことだ。




　定時を過ぎて皆が続々と帰宅する中、私はひとり会社に残っていた。

「コンサルタントとは……顧客が抱える課題を、解決する方策を提供し……？」

　読み上げながらメモを取る。フロアの半分が消灯されているせいか、単純に疲れのせいか、パソコン画面が妙にちらつく。

　二時間のミーティングを通じて、分かったことがふたつある。

　ひとつは、自分の無知だ。コンサルタントという職業についてはもちろん、社会や企業、経営に関する知識のすべてが足りていなかった。今後は置いてけぼりをくらわないためにも、しっかりと勉強し直さなければならない。

　そしてもうひとつは、片柳さんはリアルな男の人でありながら、やはり二次元的な憧れであるということだ。

　彼はミーティング中、明らかに話についていけていない私に『大丈夫ですか？』と何度か声をかけてくれた。それも私に恥をかかせないようにと配慮し、木崎さんと室長が話し込んでいる間にこっそりと。

　さらに驚いたのは、片柳さんは私と同じ社会人四年目だという事実だ。その落ち着いた物腰は、相当な場数を踏まなければ得られるものではないと思っていたのに。

　クールなデキる男でありながら、優しさも持ち合わせていて気遣いもできる。すべてにおいて完璧としか言いようのない人間に、私の想いなど到底届くはずもない。

　それを再確認して、ホッとしている自分がいた。しかし萌にそのことを伝えたら間違いなく怒られるので、『とにかくイケメンすぎて死ぬかと思った』とだけ報告しておいた。




　帰宅中、電車の窓から景色をぼんやり眺めていると、今日からしばらくタカちゃんがいないということを思い出す。

　こうして年に何回か、タカちゃんはアトリエにこもる。だからといって、寂しいという気持ちはとっくのとうになくしてしまった。

　時折、私は薄情な人間なのではと疑ってしまうけれど、既婚者の友人曰いわく『何年も一緒にいれば自然とそうなる』らしいので、そんなものかと変に納得してしまっている。

　最寄り駅に着き、家に向かって歩いていると、道の脇に佇たたずむメルヘンな看板が不意に目に留まった。近寄ってみると、そこは手作りケーキがおいしいと評判の洋菓子店だった。

「……うん、残業をがんばった自分へのご褒美にしよう！」

　盛大な独り言を呟き、意気揚々と扉の前にやってくると、【ＣＬＯＳＥＤクローズド】と書かれたプレートがかけられている。そこで、既に二十一時を回っていたことを思い出した。

　そりゃ閉まってるよね、と苦笑いを浮かべながら、まだ明かりのある店内を覗き込むと……。

「へっ？」

　疲れのあまり、幻でも見ているのだろうか。

　目をギュッと瞑り、ゆっくりと開く。

「……なんで？」

　幻でもなければ夢でもない。二時間もの間、目の前で見続けたチャコールグレーを見間違えるはずがない。

「でも……」

　今朝とはまるで別人だ。私が知っている彼は、完璧に仕立てられたビジネスマンだった。しかし今そこにいる彼は、眉間にシワを寄せ、なんとも人間らしい怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

　そしてその隣には、小柄な女性がひとり。つぶらで可か憐れんな瞳は、まっすぐ彼を見上げていた。

「……誰？」

　ジリッとした黒いなにかが胸に落ちた。覗き見なんてよくないと、理性の上辺では分かっていても目を離せない。

　女性を見下ろす彼の表情は、やがて含みを持った優しい微笑みへと変わる。応えるように、女性もふわりと微笑んだ。

「……ッ！」

　またしても本能が暴走した瞬間だった。考えるよりも先に、私は木目調の重い扉に手をかける。

「すみません!!」

　思いのほか大きくなってしまった声。後を追うようにカランと鳴ったドアベルの音。虚むなしい余韻を経て、室内はしんと静まり返る。

「こっ、こんばんはぁ？」

　今さら冷静さが降りてきても、時既に遅し。テヘッと首を傾かしげてみるものの、ふたりの見開かれた目が……痛い。

「……こんばんは」

　張りつめた空気を割ってくれたのは、か細く呟かれた女性の声だった。

「すみません、もう閉店で……」

　そう言って、女性がカウンターを出ようとした時……。

「こんばんは」

　低い声が発せられると同時に、その手が女性の手首を掴み、カウンターの中へと引き戻した。驚く女性を隠すように、チャコールグレーのスーツはナイトの如ごとく立ち塞がる。

「篠宮さん、どうかされましたか？」

　向けられた笑みは、今朝見たモノと同じはずだ。しかしピリッと伝わる冷たい空気が、私の背筋を凍らせる。

「十夜くん、お知り合いの方？」

　背中に隠れたか細い声は、確かに彼の名前を呼んだ。心臓がドクンと大きな音を立てた拍子に、負けん気のスイッチが入る。

「あのっ！」

「はっ、はい！」

　啖たん呵かを切るような私の声に、女性は肩をすくませた。

　後に引けなくなった私は、もうどうにでもなれと、半ばやけくそで声を張る。

「彼女さんですか!?」

「えっ!?」

　背中から顔を覗かせた女性の目が大きく開かれた。あっという間に染まっていく頬を見て、やっぱりそうか、と思いかけた時……。

「いえ、私はっ――」

「いいから。お前は続きやってろ」

　重ねられた声には、強い威圧感が含まれている。まるで別人のような声色に、耳を疑わずにはいられなかった。

　しかしそれに慣れているらしい女性は動じることなく、なにかを言いたそうに口を半開きにさせている。

「篠宮さん、少しよろしいですか？」

　片柳さんは声のトーンを上げて、今朝と寸分も変わらない緩やかな笑みを作り、私を店の外へと誘う。

　おろおろとうろたえる女性に軽く会釈をし、その背中を追うと、街灯もなく人影もない、ブロック塀に挟まれた細い路地へと導かれた。

「で、篠宮さんはなぜこちらに？」

　向き合ったふたりの間に保たれた距離は、一メートルと少し。名刺を渡された時と同じ、パーソナルスペースにおける社会空間ギリギリの距離だ。

「えっと、帰り道にお店を見つけて入ろうと思ったら閉まってて……。なんとなく覗いてみたら、片柳さんがいて、それで……」

「それで？」

　その上げられた語尾が示す感情は……。

「……怒ってます？」

「いいえ」

　ウソだ。作られた笑みは緩やかなのに、細められた目が違う。

「すみません、突然押しかけて」

「えぇまぁ、少し驚きました」

「でも家が近くなのは本当で、たまたま片柳さんを見かけたのも本当です！」

「そうですか。しかし今はプライベートです」

　人を制するような低い声は、私の喉を萎縮させる。拳を握りしめ、怯ひるみそうになる気持ちを必死に保った。

「でも、なんだか今朝の片柳さんと雰囲気が違うように見えたので」

「プライベートですから当然です」

　……プライベート、プライベートって。

「ちなみに私も今、プライベートなんですが」

「はい。ですから篠宮さんも私などに構う必要はありません」

　キレイな顔から発せられるキレイな言葉。しかしオブラートを剥がしてみれば、それは『プライベートに入ってくるな』という警告だ。

　当たり前のことなのだけれど、はっきりと蚊か帳やの外扱いをされたのが、なぜかものすごく嫌だった。

「ですが、私のプライベートは私のモノです。だから、誰を構おうと私の自由ですよね？」

「……おもしろいことをおっしゃいますね」

　暗がりの中に浮かぶ妖艶な笑みに、ぞくりと背筋が震えるのを感じた。

「確かに、あなたのプライベートはあなたのものだ」

　そう言って彼は長い脚を半歩伸ばす。ふたりの間の社会空間が、ゆっくりと破られていく。

「あ……」

　まずい、完全に怒らせてしまった。

　私は彼の歩調に合わせるように、じりじりと後退する。

「私への用件はなんですか？」

　それでもなお片柳さんは距離を詰めようと歩み寄り、私は反発する磁石のように後ずさる……と、五歩目の半ばでかかとにコツンとなにかが当たった。振り返ると、そこには無機質なコンクリートの壁が広がっている。

　社会空間から個人空間を飛び越えて、構える間もなくやってきたのは、親密空間。片柳さんは獲物を捕らえるかの如く、壁に手をつき私の逃げ場を奪った。

「なにが望み？　俺になにしてほしいの？」

　キレイな顔から笑みが消えた。

　ほぼ真上から落とされる冷淡な視線との距離は、わずか十センチ足らず。清涼な香りが私の思考を狂わせて、心臓が、呼吸が、今にも止まりそうだ。視界が涙でぼやけていく。

　怖い、泣きたい、逃げたい。いや、そんなことよりも先に……。

「死ぬ」

「……は？」

「死んじゃう！　そんなに顔を近づけないで！　ドキドキしすぎてマジで死ぬ!!」

　悲痛な叫びに面食らったのか、片柳さんは私を解放すると半歩後ろに退いた。

「片柳さん、安易に近づかないでください！　呼吸困難で死んじゃいます！」

「……悪い」

　胸を押さえて縮こまる私に、片柳さんは目を丸くしたまま呟いた。

「あぁもう、本気で死ぬかと思った……！」

　こんな状況だというのに、ドキドキの本能が勝ってしまった。イケメン至近距離の破壊力、恐るべし。

「……つーか」

　低く唸うなるような声にはっとして、顔を上げる。

「なんで俺が謝ってんだよ……」

　眉間にシワを寄せた片柳さんは、再びゆらりと私に詰め寄った。

「片、柳さん……？」

　暗闇の中のはずなのに、見えるはずもないのに、彼の背後でうごめくドス黒いオーラに、背中がピリッと震えた。

「クライアントだから丁重に扱わねーといけねーのに」

　後ずさった背中は、すぐに壁に捕まってしまう。間髪をいれず片柳さんの腕が伸びて、再び私を覆うように拘束すると、微かな光も遮断されて、闇の色は濃さを増す。

　あぁ、これがいわゆる〝壁ドン〟か。なんてお気楽な考えも束の間、華麗な謗ぼう言げんが投下された。

「お前、バカだろ」

「……へっ？」

　眉目秀麗な姿には似つかわしくないお言葉に、耳を疑った。

「素直ってレベルじゃないだろ、もう」

「あ、あの……？」

　現実に頭が追いつかない。今私の目に映っているのは、本当に今朝と同じ片柳さんですか？

「俺は今、貴重なプライベートの時間を削られて、非常に気分がワルイ」

　彼の指が、私の顎先に添えられた。角度をつけて覗き込むように、妖しい微笑が落とされる。

「なぁ、どーしてくれんの？」

　背筋を伝った微かな震えは、紛れもない警鐘だった。

「……それが素なの？」

　恐怖に負けじと、そして意識だけは捕らわれまいと、低い声で彼に立ち向かう。

「スマートで優しくて、デキる男感満載のあなたは……ニセモノなの？」

　私の言葉に、見上げた片目が微かに細められるのを感じた。その表情からは、彼の思考はおろか、感情の欠かけ片らすら拾えない。

「ニセモノ……あぁ、そうかもな。残念ながら、俺は篠宮サンの理想とはかけ離れた人間だったってこと。分かった？」

　顎から指が離されると、閉ざされた空間から解放される。

「つーわけで、ビジネス用の俺とだけ仲よくして」

　不敵な笑みを残して、チャコールグレーは私に背を向けた。一歩、一歩と遠ざかるシルエットを見つめて、私の意識がゆっくりと回復していく。

　なるほど。私が堕ちた片柳さんは、どうやら本当に二次元の人だったらしい。そりゃそうか。冷静に考えたら、あんなにも完璧な人間がこの世に存在するはずがない。

　そう言い聞かせるのに、消えていく香りにまたも名残惜しさを感じている自分がいる。そして気がつけば、私の本能は彼の背中を追っていた。

「待って……！」

　背広の端を掴むと、歩みがピタリと止まる。

「まだなにか？」

　振り向きざまにあからさまな不機嫌オーラを飛ばされて、逃げ腰になりそうな気持ちをグッと留まらせた。

「よ、用ならあるよ。えっと……そうだ、お詫わび！　怒らせちゃったお詫びに一杯奢おごらせて！」

「は？」

『なに言ってんだ、この女』。そう思われるのは、これで二度目か。

　しかし引き止めてしまったものは仕方がないと、今度は彼の手首を掴み、ギュッと強く引き寄せた。

「だって、『どーしてくれんの』って言われたから！　お詫びさせて！」

「いい。断る」

「やだ！　それじゃ私の気が済まない！」

「いいっつってんだろ、離せよ」

　片柳さんは手を振りほどこうとするけれど、私も負けじと食らいつく。

「もしかして、この後さっきの彼女と約束でもあるの!?」

「彼女じゃねーよ！　つーか、いい加減離せ」

「あ、じゃあ彼女も一緒に飲みに行こう！　それならいいでしょ!?」

　そこで、片柳さんの動きがピタリと停止した。

「それだけはヤメロ」

　低い声に私が一瞬怯んだ隙をついて拘束から逃れた彼は、私の正面に立って睨みを落とす。

「アイツは超が付くほどお人好しなんだよ。誘ったら百パー来ちまう」

「そうなんだ。来たらなにか問題でもあるの？」

　私の問いに、片柳さんはなぜかばつが悪そうに目を逸そらす。

「アイツに酒を飲ませたら俺が殺される」

「へっ？」

「酔ったアイツはマジでヤバいんだよ。とにかくアイツに酒を飲ませるわけにはいかねぇ」

　どうヤバいのかよく分からないけれど、つまり片柳さんは、彼女にお酒を飲ませることは絶対に阻止したいということらしい。それならば……。

「へー？　どんなふうになるんだろ。一緒に飲んでみたいなー？」

「おい、テメ……」

「じゃ、ふたりで行きましょ？」

　ニタリと笑う私に、片柳さんは眉間のシワをこれでもかと深くする。

　今の私は相手の弱みにつけ込む、ものすごーく嫌なヤツだ。しかしここまで来たら絶対に引き下がるものかと、謎の意地に侵された私には、もはや怖いモノなどなにもない。

「だーもー、しゃーねぇな。一時間で帰るからな」

「やったー！　全然おっけー！」

　私の満面の笑みを見て、片柳さんは呆れのため息をつく。そして私に店の前で待つように言うと店内へ入っていき、程なくして戻ってきた。

「で、どこに連れてってくれるんデスカ」

「えーと、駅前においしいワインバーがあるから、そこに……」

　暗がりの道を指差すと、片柳さんはその方向へスタスタと歩いていってしまう。私はその背中を慌てて追った。

　男性の半歩後ろを歩く感覚が久々すぎて、いまいち距離感が掴めず、ぎこちない歩調になってしまう。

　タカちゃんはいわゆる草食系だから、こんなふうに自らが先導するような行動は取らないし、ふたりでなにかを決める時には決まって初めに『エンちゃんはどうしたい？』と尋ねられる。

　片柳さんの横顔を盗み見ると、すっきりと整った顔立ちは横から見ても完璧で、恐ろしいほどにキレイだ。そんな彼を見て、タカちゃんってちょっぴり丸顔だよな、なんて思う。

「なに、そんなに俺のコトが好きなの？」

「うん、すごく好き」

　端正な顔をマジマジと眺めながら答えた。しかし訪れた沈黙に、私ははっと我に返る。

「って、違う違うッ！　私は片柳さんの顔が好きなだけでッ！　別に好きとかそんなんじゃなくて……ッ！」

　真っ赤になっているであろう顔面をごまかすように、ブンブンと手を振った。しかし否定すればするほど肯定しているような気がして、パニックになった私が頭を抱えると……。

「はっ」

　聞こえてきたのは、鼻で笑う音。

「こんなバカなヤツ、初めて見た」

「へ？」

「おもしれー」

　彼は目を細めて笑う。目尻に涙を溜めて口を歪ゆがませる私を、小バカにするように。

「ッ……！　片柳さんて実は超嫌なヤツでしょ！」

「引っかかるほうが悪い」

「うわっ！　てか全然好きじゃないし！」

「でも顔は好き、なんだろ？」

「ぬぅッ……！」

　それは否めないから、言い返せない。

「はっ、本当にバカみてーに素直だな」

「バカって言ったほうがバカなんですぅ！」

「ガキかよ」

　ククッと声を漏らして意地悪に笑うその姿、歯に衣着せぬ乱暴な物言い、時折見せる冷淡さと威圧感。それらはすべて、今朝までの彼のイメージを百八十度覆すものだった。

「てゆーかキャラ変わりすぎ！　もしかして二重人格？」

「あれはビジネス用に仕立てた〝俺〟だ」

　片柳さんは真顔でサラリと言う。

「いや別人でしょ！　今朝までの片柳さんは笑顔が優しくて爽やかで、文句の付けどころがないって感じだったのに！」

「つまり今の俺はその真逆ってことだな？」

「え？　あっ、ごめん、つい……」

「いいえ、むしろ光栄です」

　急に緩やかな笑顔にシフトチェンジされるから、まんまと釣られてきゅんとしてしまう。

「ちょっ、やめてよ不意打ち！」

「はっ、顔赤っ」

「もーホントに性格悪い！」

　にわかには信じがたいけれど、やはり今朝の彼と今の彼は同一人物のようだ。ニセモノにまんまと騙だまされ、ときめいていた自分が心底バカバカしい。

「そんな技術、いったいどこで身につけたの？」

「木崎さんに仕込まれた。あの人は天才だ」

「え、じゃあ木崎さんの本性も……!?」

「いや、あの人は素もあんな感じだな」

　よかった。木崎さんまでもニセモノだったら、私は人間不信になりかねない。

「別人を作る、かぁ。私には絶対真ま似ねできないなー」

「だろうな」

　彼は視線を落として、フッと笑う。

「むむっ。なんかコツでもあるの？」

　この問いかけに、深い意味はなかったのだけれど……。

「簡単だ」

　向けられた視線に息を呑のみ、空気が変わる瞬間を感じた。それまでの意地悪な笑みは消えて、代わりにあの妖艶な笑みが暗闇に浮かぶ。

「感情を殺す。それだけだ」

　あまりに迷いのない答えに、心臓がドクンと震えた。

「殺すって、そんな大げさな……。隠すとか、抑えるとかじゃなくて？」

「隠そうとしても抑えようとしても、止められないのが感情だろ。なら殺すしかない」

　そんなの極論だ。いくら完璧な別人を作るためとはいえ、感情を殺してしまったら、心を持たないロボットと同じではないか。

「そんなの――」

「篠宮サン。店、まだ着かねーの？」

　気持ち強めに、声が被せられる。

「あ」

　そうだった、と慌てて辺りを見渡すと、既に店のすぐ側まで来ていた。

「あのお店！」と指差すと、片柳さんはふいと方向転換し、店の入り口に向かって歩いていく。

　今ここに着いたのは、ただの偶然だろう。しかし強制的に会話をシャットアウトされた気がしてならないのは、私の思い過ごしだろうか。

　店内に入ると、重なり響く賑にぎやかな笑い声と、ほのかなアルコールの香りに包まれる。

　打ちっ放しのコンクリートの壁に、ナチュラルトーンの木製家具がいい意味でミスマッチなこの店は、駅近な上、オシャレで料理もおいしいと上々の評判だ。

　程なくして、こじゃれた男性店員がやってくる。ベージュのシャツに黒いハーフエプロンの制服が店の雰囲気によく似合っている。

「いらっしゃいませ。おふたり様ですか？」

「はい」

　片柳さんの声は喧騒の中でもよく響く。

「ただ今混み合っておりまして、少し狭いあちらのカウンター席でしたらご案内できますが、いかがですか？」

「お願いします」

「かしこまりました。では、こちらへどうぞ」

　さっさと会話を済ませた片柳さんは、「行くぞ」と私に目配せして、店員の後を追った。

　彼のスマートな運びには、正直戸惑う。普段、タカちゃんとならば、『エンちゃん、あの席だって。大丈夫？』と、ワンクッション置かれるはずのところだ。

　案内された席は、店員の言う通り造りが狭い。ハイチェアに腰かけた私たちの肩は、触れそうで触れない歯がゆい距離だ。

「えっと、なに飲もっかー！」

　今さら緊張し始めて、上擦る声をごまかそうと、メニューを無駄にペラペラとめくる。そんな私に反して、片柳さんは至極冷静な面持ちだ。

「オススメとかねーの？」

「あるよ、レモンたっぷりのサングリア！　私これにする！」

「男にそんなかわいらしいもん飲ませる気？」

　細められた目を見て、はっとする。ついタカちゃんに勧めるノリで言ってしまった。

「そうだよね、ごめん！　じゃあモヒートは？」

「じゃ、それで」

　片柳さんは意外にも即答すると、通りがかった店員を引き止める。

「サングリアと、グラスでファランギーナを」

「へっ？」

「かしこまりました」

　店員は私のポカンとした顔を爽やかな笑顔でかわすと、足早にキッチンへ戻っていった。

「待って、なにその呪文みたいな名前のお酒！　ていうかモヒートは!?」

「食前はやっぱ白ワインだろ」

『当然だろ』と言わんばかりの物言いだ。

「えっ、じゃあなんでオススメ聞いたの？」

「そのマヌケ顔が見られると思ったから」

　この距離で、その顔で、してやったりな笑みなど反則だ。悔しいだとかムカつくだとか、そんなくだらない感情は、トキメキには到底敵わない。

　ぐるんと勢いよく視線を外し、これ以上真っ赤な顔を見られまいと、開いたメニューに顔を埋めた。

「もうっ、本当にやなヤツ！　片柳さんがこんな人だったなんて……」

「十夜でいい」

「え？」

　急に落とされた声のトーンに、恐る恐るメニューから顔を出す。

「今はプライベートだからな。十夜でいい」

　向けられた微笑からは、意地悪の色が消えていた。

「……いいの？」

「あー。片柳って呼びづらいだろ。実際、この前噛みかけてたしな」

「なんのこと……」と記憶を巡らせるまでもなく、すぐにはっと思い出す。それは先週の水曜日、私が並木道で片柳さんを呼び止めた時のことだ。

「あっ、あれは！」

「まさか追いかけてくるとはな。しかも俺の名刺を握り潰しながら。まったく、あんな屈辱を味わったのは初めてだ」

　再び現れた意地悪の色に、ドクンと大きく心臓が跳ねた。

「違うの！　あれには理由が！」

「帰ろうとしても呼び止められるしな」

「だっ、だから……！」

「しかも仕事にはいっさい関係ねーこと聞かれるし」

「だからっ、違くて……！」

　まくし立てるような言葉に、ついには涙がじわりと浮かぶ。

　しかし彼は笑みを崩すどころか、いかにも愉しそうに目を細めている。

　さすがにムカッときた私は、負けじとキツく睨みつけた。

「あの時は！　とにかく、かたっ、片柳さんを」

「ほら噛んだ」

「ぬぁ……ッ！」

「バーカ」

　本当に、ただのバカだ。恥ずかしすぎて泣けてくる。

「お待たせいたしました」

　そこに店員がやってきて、注文したドリンクと、お通しの野菜スティックを置いて去っていった。

「……じゃあ、十夜って呼ぶね」

「おー」

　身体が火ほ照てっているせいだろうか、両手で包み込んだグラスが妙に冷たく感じる。

「じゃ、乾杯！」

「お疲れ」

　キンと音を立てたグラスは各々の唇へと寄せられた。緊張やら恥ずかしさやらで喉がカラカラだった私は、くいっとひと口、真っ赤なアルコールを流し込む。

「あー！　んーまッ！」

「色気ねーな」

「だっておいしいんだもん。残業の後の一杯は最高だわー！」

　続けて、お通しのパプリカをひとつ摘つまむ。こんな時でもかわいこぶることを忘れてしまう私は、やはり女子力に欠けているのだろう。

「そーだ。私だけ十夜って呼ぶのもなんだよね」

　私は「うーん」と腕を組み、白く塗られたむき出しの天井を見つめた。

「私のことは、そうだなぁ……」

『篠宮』でもいいし、もちろん『まどか』と呼んでくれたら嬉うれしいけれど、ここはやっぱり……。

「エン」

　凛と響いた声は、今まさに私の頭の中で思い描いていた音そのものだ。

　空間の雑音すべてが無になるほどの衝撃が伝う。

「……なんで」

　彼がその呼び名を知っているのか。私は彼の前で、誰かにそう呼ばれただろうか。

「常に広い視野を持ち、現状を正確に把握し、どんな小さな声にも耳を傾け、最善の答えを導き出す。それが俺の仕事だ」

　彼の唇がキレイな弧を描く。まるで決めゼリフのような言葉に、心臓がぶるっと震える。慌ててサングリアを流し込むけれど、心拍数は上がるばかりだ。

「いつ知ったの？　エンって」

「考えれば分かるだろ」

「私バカだから分かんない！　教えて！」

「ンだよ、今度は素直に認めるんだな」

　だって、本当に分からないのだ。確か今朝は、私が室長と話している時に木崎さんと十夜がやってきて、そこで少し立ち話をして……。その後、ミーティングルームに移動して……。

「あっ！　もしかして、萌!?」

「セーカイ」

　そんな、信じられない。

「だって、超小声だったはず……！」

「言ったろ。『どんな小さな声にも耳を傾け』って」

　まさか、あの一瞬のやりとりさえも見られていただなんて。あんぐりと口を開ける私をよそに、彼は平然とトパーズ色のワインを流し込む。

　視野の広さと勘のよさは、鍛えられたモノなのか、それとも天性のモノなのか。どちらにせよ、デキる男の木崎さんが自信を持って太鼓判を押す理由がよーく分かった。

「あの、恥を忍んでお聞きしたいことがあるのですが」

　端正な横顔をじっと見つめる。

　私のテンションが変わったことを察したらしい十夜は、微かに目を細めた。

「私、本当に無知で。コンサルタントって職業がどんなものなのか全然知らなくて。だけど置いてけぼりなんて嫌だから、その……」

「教えてやるよ、なんでも」

「え？」

　すぐさま返された返事は予想に反するもので、思わず聞き返してしまった。

　しかし、まっすぐに返される彼の視線には、からかいの色など微み塵じんもない。

「エン、なにが知りたい？」

　彼が体内に取り込んだアルコールの仕業だろうか。微かに揺れている瞳はほんのりと熱を帯び、その色気にピクリと肩が震える。

「えっと、コンサルタントってどんな仕事なの？」

「簡単に言えば、企業が抱える課題や問題を見つけ出し、それを解決するための方法を考え、アドバイスし、よりよい企業へと成長させる手伝いをする仕事だ」

「んと、つまりは『悩みを聞いて、アドバイスをしてあげるお仕事』ってこと？」

「教える相手が小学生なら、そう説明するかもしれないな」

「あ！　バカにしたー！」

「してねーよ」

　十夜はやはり意地悪く笑う。しかし次第に柔らかくなっていく表情に、私は密かに嬉しさも感じていた。

「本来は受注した案件ごとに数人から数十人のチームが編成されて、三ヶ月から半年を目安にコンサルティングが行われる。だから今回の案件は異例中の異例だ」

　賑やかな空気には似つかわしくない真剣な声色で、十夜は自らの仕事について淡々と語る。

「ひとつの会社のコンサルをひとりの人間が担当するだなんて、そもそも物理的にも無理な話だからな。だけどそれが行われているということは、だ。これはエンのとこの社長、山内室長、それから木崎さん、皆が俺を育てるために用意してくれた試練っつーことだ」

「つまり、修業の場ってこと？」

「あぁ。相手がよく知る社長だったら融通が利くし、万が一俺がヘマをしても大事にはなりにくいからな。こんなチャンス、そうそうもらえるモノじゃない。なら期待以上の成果で恩を返すしかない。俺は結果のためなら手段も選ばないし、容赦もしない。コンサルタントに情なんて必要ない。覚悟しとけよ、エン」

　一瞬たりとも、彼から目を離せなかった。

　夢ではなく現実を語るその横顔は、キレイで強く、とても頼もしく思えた。私の中で築き上げられてきた男の人の定義が、ゆっくりと塗り替えられていく。

「……十夜。もうひとつ聞きたいことがあるんだけど」

「なに」

　聞きたい、知りたい、彼のことを。

　そう思うことはいけないことだと、正義を振りかざした表側の私が言っている。それでも感情を制御できないのは、きっと私を惑わす真っ赤なアルコールのせいだ。

「彼女、いますか？」

　私の問いに、向き合う目が微かに拡張した。しかしそれも一瞬で、十夜はすぐに「いねーよ」とぞんざいに吐き捨てる。

「ホント？」

「あー」

　頬が紅潮していく様子が、自分でもよく分かった。

「じゃあ――」

「エン」

　それを遮断するかのように、鋭い警告音が落とされる。

「確かになんでも教えてやるっつったけど、それは仕事のことのみだ」

「……ハイ」

「だから、これ以上は聞くなよ」

「……カシコマリマシタ」

　プライベートの彼と話して分かったことがある。その眉間のシワは、不機嫌の証だ。

　萌と感情表現の仕方が似ているなぁと冷静に判断しているということは、私の酔いは今のひと言で覚めたらしい。

「ごめん」

「あ？　別に怒ってねーよ」

「でも不機嫌っぽいし」

「目つきがわりーのは昔からだ」

　そう言う彼の眉間には、やはりシワが寄っている。

　まさに先手必勝。これで私は、さっきの女性について聞く術を見事に失ってしまったというわけだ。




　その後、軽食とお酒を堪能しつつ、実に健全な飲みの場が繰り広げられた。一時間だけと言われていたにもかかわらず、意外にも会話は弾み、気がつけば彼の終電も近い時間になっていた。

　店の外へ出ると、初春の風が火照った頬を優しく冷ます。

「ねぇ、本当によかったの？」

「何度も言わせんな」

「ハイ……」

　というのも、いざ会計となった時、十夜は『男に恥をかかせるな』と言って、私からお金を受け取ることを頑なに拒否したのだ。もともとは私が強引に誘った飲みの場だというのに。

　こんなふうに男性に奢られるのは初めてだ。どんな顔をして、どんな言葉を返すのが正解なのか、スキルのない私にはさっぱり分からない。

「ありがと、十夜」

　申し訳なさから俯き気味にお礼を言うと、十夜は「あぁ」とだけ呟いて、そっぽを向いてしまった。

　ふたりの間を抜けた風には、清涼な香りが微かに混じる。

「じゃあな」

　間を持って振り向いた彼の、柔らかな黒髪が揺れる。

「あ、うん、気をつけてね。今日は本当にありがとう。……楽しかった」

　アルコールが悪さをしているのか、それとも彼との別れが名残惜しいのか。なんとなく胸が窮屈で苦しい。

「篠宮サン。来週お会いする時は、どうぞ片柳とお呼びください」

　向けられた声は、明らかなビジネス仕様で、おもむろに描かれたのは、緩やかで美しいニセモノの笑顔だった。

　なぜか胸には悔しさのようなものが広がって、負けじと私も笑顔を作る。

「はい。ではまた、来週の水曜日に」

　プライベートを共にしていても、私たちの関係はただのコンサルタントとクライアントであるという現実を、改めて思い知らされた気分だ。

「あー。気ィつけて帰れよ」

　彼は不意にビジネス用の表情を解くと、振り返ることなく、終電に急ぐ人波へと消えていった。

「……なんなのよ、もう」

　ビジネス用の彼とプライベートの彼に翻弄される。こうもたやすく切り替えられると、遊ばれているだけのような気がしてならない。

　きっかけは強引だったけれど、彼と一緒に飲めて本当に楽しかったし、ドキドキもした。思い過ごしかもしれないけれど、彼も少しは楽しんでくれていたように思う。時折見せる意地悪な笑みには、何度心が揺さぶられたことか。

　しかし今、彼が私にあからさまなビジネス用の笑顔を向け、さも何事もなかったかのようにこの場を後にしたことで、私の心は苦々しい気持ちでいっぱいだ。

　彼はクライアントとしての私と、仕事上の付き合いをしていただけなのだろうか。やはり私は、プライベートは蚊帳の外なのだろうか。




「ただいまー」

　いつものように玄関の扉を開けて、いつものように帰宅を知らせる。そしていつもならばすぐに返ってくる声がないことに違和感を覚え、ふと顔を上げた。

「……タカちゃん？」

　そうだ、タカちゃんはしばらくいないのだった。そんなことさえも忘れていた。

「は、はは……。やだなぁ、最近忘れっぽくて。早く着替えて寝なきゃねー」

　へらへらしてみるものの、心臓は嫌な音を立てて鳴り始める。それを掻かき消したい一心で、リビングの扉を勢いよく開けた。

「……なに、あれ」

　こたつ机の上には、なにかが盛られた皿と一枚のメモ用紙が寄り添うように置かれていた。

　嫌な鼓動はピッチを上げる。恐る恐る近づいてメモ用紙を手に取ると、そこには筆圧の薄さが特徴的な、頼りなく小さな文字が綴つづられていた。

【エンちゃんへ。

　今日もおつかれさま！　大事なミーティング、どうだったかな？

　エンちゃんのことだから、きっと大丈夫だよね！

　バイト先で余り物の唐揚げもらったから置いていくね。温め直して今日中に食べてね。

　ビールも買い足して、冷蔵庫と、入らない分はいつもの棚にしまってあるよ。

　じゃあ、ぼくはアトリエに行ってきます。明後日、一度帰ってくるね。

　今度こそ絵が売れるように、がんばります！　タカユキより】

「……タカ、ちゃ」

　頬を伝った水分が、メモ用紙の上に落ちた。頼りない鉛筆の文字が、じわりと滲にじんでいく。

「ごめ、タカちゃ……」

　私は今の今まで、いったいなにをしていたのだろう。こんなにも優しく、美しい気持ちを無視して。

「ごめん、ごめんね……ッ！」

　心臓が握り潰されるような痛みが襲ってくる。痛くて、苦しくて、吐きそうだ。

「も、やだ……」

　汚い自分が嫌になる。十夜のことを、好きじゃないとか恋じゃないとか言い訳を並べて、二次元だと言い聞かせて、ただ単にドキドキが欲しいだなんて、都合がよすぎる。タカちゃん以外の人にときめくだなんて、こんなの立派な浮気じゃないか。

「ごめ、なさ……」

　知っている。私は自分にウソをついている。

　鮮やかさを失った愛情は、やがてモノクロへと変化した。それは再び色を宿すこともなく、時だけを重ねた。

　知っている。私はタカちゃんのことを、もう好きではない。

　私は最低な人間だ。この日常を本当は終わらせたいと思っているなんて。この痛みから救われたいと願っているなんて。

「……食べなきゃ」

　ズッと大きく鼻をすすり、腫れているだろう目を細め、目の前の皿に手を伸ばす。

「……うん。おいし……」

　もちろんお腹はいっぱいだった。しかし、私のためにもらってきてくれた物を捨てることなど、絶対にできない。

　無理やり口に押し込む唐揚げは、妙にしょっぱく感じた。本当においしくて、本当に、まずかった。










叶わない恋のなにが悪い？




　先週の水曜日、私は朝九時五十分という時間を、どんな気持ちで過ごしていたのだろう。もうすっかり遠い記憶だ。

　あー、もうすぐ時間になる。あー、どうすればいいのだろう。

「エン、さっきからあーあーうるさいよ」

　斜め向かいのデスクから、今日も美しい萌が顔を出す。私は室長の目を盗みながら、萌のデスクにやってきた。

「ごめん、落ち着かなくて」

「なんで？　片柳さんと仲よくなれたんでしょ？」

「そうなんだけどさ……」

　気分が乗らないのはどうしてだろう。

　あの夜から数日後、一度家の様子を見に帰ってきたタカちゃんと顔を合わせた時、私は今までにないほどの罪悪感に苦しんだ。

　それは目を逸らし続けてきた本音が、もう後戻りできないところまで出てきてしまったということの証明だろう。十夜との出会いは、完全なる起爆剤だった。

「萌、助けてー。私はどうしたらいいのぉ？」

「さっさと別れて片柳さんのほうにいけばいいだけじゃん」

　一刀両断の裁きを下されて、もはやぐうの音も出ない。

「でもまぁ、私はエンが自分の気持ちに向き合ってくれるようになっただけでも嬉しいよ」

　萌はしゃがみ込む私の頭を、ポンポンと撫なでる。

「……うん。今までごめん、萌」

「だから『ごめん』は聞き飽きたって」

　萌は私を合コンに連れていってくれたり、男の人を紹介してくれたりと、私に何度も変わるチャンスを与えてくれていた。しかし私はことごとく、その親切心を裏切ってきたのだ。すべては、汚い本音を認めたくないがために。

「タカちゃんとはきちんと向き合うよ。どの道このままじゃダメだよね」

「うんうん。私も一緒に考えるからがんばろ」

「萌ー！　ほんっといいヤ――」

「なにしてんだ篠宮！　仕事に戻れ！」

「ぎゃっ、室長！　すみませんっ！」

　室長にペコペコと頭を下げながら、そそくさとデスクへ戻った時……。

「おはようございます」

　視界の端、右斜め前に噂のその人が現れる。

「おはよう、片柳くん」

　室長の鬼の形相は、途端にビジネススマイルへと切り替わる。

「おはようございます、山内室長」

　そう返した目線は、こちらへゆっくりと移されて……。

「おはようございます、篠宮さん」

　今日も完璧な仕立ての笑みが、容赦なく私を刺す。

「……おはようございます、片柳サン」

　今日も素敵な別人ですね、と心の中で悪態をつくけれど、それはバカみたいに早足になる心臓を落ち着かせるための防衛行為だ。

　今、私の目の前にいる彼はニセモノなのだと言い聞かせる。

　ここは会社であり、今はビジネスの時間だ。二時間、余計なことは考えず、淡々と仕事をこなそう。

　そう気合いを入れたところで、室長のデスクの内線が鳴る。室長は「すまんな、少し待ってくれ」とひと言断りを入れて電話を取った。焦りの表情から察するに、電話の相手は社長だろう。

「えっ、今からですか!?　……はい、はい、かしこまりました」

　受話器を置いた室長の顔には、呆れと困惑が浮かんでいる。

「片柳くん、すまないが別件で会社を出なければならなくなってしまった」

「えぇッ!?」と声を上げた私をよそに、「かしこまりました」と爽やかな笑顔を浮かべる片柳サン。

「すまんな。じゃあ後は頼んだぞ、篠宮」

「えっ!?　あ、ハイ……」

　室長は背広とカバンを手にすると、慌ただしくオフィスを出ていった。

　今日のメイン活動は、片柳サンを各部署へ案内することである。確かに私ひとりでも問題はないけれど、いかんせん問題なのは、この気まずさだ。

「あ……では、とりあえず上に行きましょうか、ね？」

　はは、とぎこちない笑顔を向けてみる。

「はい。よろしくお願いしますね、篠宮さん」

　対して彼は、余裕の笑みで私を見下ろす。

　分かっていたことだけれど、彼は先週のことなど微塵も気にしていないらしい。それが妙に悔しいのに、胸はドキドキと高鳴って、そんな自分がやっぱり悔しくて、うまく彼の顔を見ることができない。

「これから行く五階には、商品開発部、販売促進部、店舗開発部、そして社長室があります」

　上を示すボタンを押すと、一階に停まっていたエレベーターがゆっくりと動き出す。

　この微妙な間が異常に気まずい。お願いだ、早くきてくれ、エレベーター。ほら、早く来ないから立派な俳句（字余り）ができてしまったよ……。

「エン、お前寝てないだろ」

　突如視界に現れたのは、眉間にシワを寄せたホンモノの彼だ。ふわりと舞う清涼な香りが距離の近さを教えてくれる。

「ちょっ……！」

　前触れもなくビジネス仕様が解かれたことに驚いて、到着したエレベーターに一目散に逃げ込んだ。

「こっここここ会社……！」

「誰もいねーだろ。ニワトリみたいな声出すな」

　片柳サンから十夜へと入れ替わった彼は、しれっとエレベーターに乗り込んでくる。その温度差には虚しさを覚えるけれど、〝ふたりだけの秘密〟というシチュエーションに、単純な私は嫌でもときめいてしまう。

「ね、寝たよ！　バッチリ六時間！」

　なんて本当は大ウソで、布団の中で悶もん々もんとしていたら朝になっていたパターンだ。しかし認めてしまったら、それこそ『十夜に会えるのが嬉しくて眠れなかった！』と言っているみたいで悔しい。

「エン」

　彼の声を合図にしたかのように、銀色の扉が閉ざされた。

「全体的に血色がよくない。そのせいで先週よりも口紅の色が微かに強い。目も赤い。声に翳かげりがある」

　ふたりきりの密閉空間でじわりと距離を詰めてきた十夜は、トンと壁にもたれかかり、私を斜め上から見下ろした。

「ウソはよくねーなぁ？」

　そして、不敵にニヤリと笑う。

「んなッ……!?」

「ふっ、血色よくなったな」

　十夜は顔を真っ赤にした私を鼻であしらうと、ちょうど到着したフロアへ颯爽と出ていく。

　私も慌てて飛び降りて、その背中を追った。

「そんなとこまで見てるの!?」

「クライアントのその日の体調や気分を把握することも、コンサルタントの大事な仕事のひとつだ」

　そうサラリと言うのだから恐ろしい。

「じゃあもしかして、先週私が髪切ったのも気づいてた？」

「あぁ、バッサリいったよな」

　トクンと心臓が鳴る。飲みの場でも特に突っ込まれなかったため、気づいてもらえなかったのだと思い、密かにがっかりしていたのだ。

「あのさ。どう、かな？」

「なにが」

「イメチェン」

「……あー」

　もじもじと視線を泳がせる私に対して、十夜はなぜか視線を宙に向ける。そしてチラリと一瞬私を見ると、背を向けた。

「いいんじゃねーの、それで」

「え、どういう意味？」

「だから、そっちのほうがいいんじゃねーの」

　随分と投げやりな言い方だ。デキる男の十夜ならば、お世辞でも褒めてくれるだろうと思っていたのに。それに今までの余裕な態度とは打って変わって、どこか落ち着かない様子だ。

「ねぇ、もしかして……照れてる？」

「あ？　ンなわけねーだろ」

　十夜はほんの少し振り向くけれど、その表情は窺うかがえない。

「ならお世辞でもいいから、かわいいって言ってみてよ」

「あぁ？　ンなこと言わねーよ」

「なんで！　十夜ならさらっと言えるでしょ!?」

「だから言わねーっての！」

　そう言って振り返った十夜の顔は、ほんのりと赤かった。

「やっぱ照れてんじゃん！」

「照れてねーよ！」

　十夜は矢継ぎ早に言い返すと、長い指で私のおデコをパチンと弾いた。

「ッた！　なにすんのー！」

「いかにもデコピンしてくれってデコしてたからな」

「はぁっ!?　なにそれ、もう完全に照れ隠しじゃん！」

「だーもー、うっせーな……」

　十夜は深く刻まれた眉間のシワを押さえると、はっと深く息を吐き、おもむろに顔を上げる。

「申し訳ありませんが、貴重な時間が非常にもったいないので、さっさと案内していただけますか。し、の、み、や、サン？」

　そう言って、緩やかな（？）笑みを浮かべた。

　有無を言わせぬオーラに、さすがの私も口を噤つぐみ、しぶしぶオフィスの案内を再開する。

　それにしても驚いた。感情を殺し、完璧な別人を作ることなどたやすくできるはずの彼が、こんなことで照れるだなんて。完璧な人間だと思っていたけれど、ホンモノの彼は、実は不器用な人間なのだろうか。

　片柳十夜という人物が一向に掴めない。しかし掴めないからこそ、もっと知りたいと思ってしまう。

　おかげで、ヒリッと痛むおデコの熱も駆け足の心臓も、しばらく落ち着きそうにない。




　オフィスを案内し、軽いミーティングを終えた後は、いつも通りに仕事をこなし、十九時前に会社を出た。

　最寄り駅から家まで歩いていると、嫌でも先週の記憶が蘇る。

　それまでは素通りしていた、洋菓子店の前で足を止める。そのメルヘンな木目調の扉に歩み寄ると、【ＯＰＥＮオープン】と書かれたプレートがかけられていた。

「……今日もいたりして」

　覗いてはいけないと思えば思うほど、覗きたくなる。いるわけないと思えば思うほど、期待してしまう。結果、覗いたら絶対に後悔すると分かっていても、私はこうして覗いてしまうのだ。

「……いない」

　テラス戸から覗いた店内には、華奢な背中ひとつしか見当たらなかった。女性は閉店準備中なのだろうか、カウンターや店内をウロウロと忙しく歩き回っている。見た目から察するに、年齢は私と同じくらいか、少し若いくらいだろう。

　世の中の男性は、こういう淑しとやかで可憐な女性が好きなのだろう。それはきっと、十夜も同じで……。

「帰ろ」

　急に虚しさを覚えた私は、覗き見をやめて踵きびすを返す。

　扉の前で再び足を止めると、【本日のオススメ】と書かれたブラックボードが目に入った。その一番下には店の名前らしきローマ字も並んでいる。

「ビー、エル、エー……ぶらんく、あもう……？」

　首を傾げたその瞬間、カランと音を立てて開いた扉がバンッと私のおデコにクリーンヒットした。

　衝撃でしゃがみ込む私の頭上で、「きゃあぁ!!」とソプラノの声が響く。

「すみません、すみません！　大丈夫ですか!?」

　女性は大慌てで私に寄り添う。

「すみません、すみません！　今すぐ救急車を……！」

「へっ!?　いや大げさ！」

　あまりの慌てように顔を上げると、至近距離に現れた瞳はたっぷりの涙で潤んでいた。

「あぁ、おデコが！　すみません、やっぱ、り……」

　語尾をスローに萎しぼませた女性は、私をじぃっと見つめると首を傾げる。

「もしかして、先週いらっしゃった方ですか？」

「えっ!?　いやぁ、あははっ？」

「やっぱりそうですよね！　あのっ……」

　なにかを言いかけた女性は、はっとしたように立ち上がると私の右腕を掴む。

「そんなことより、今はおデコのほうが大事でした！　どうぞ中へ！」

「や、ホント大丈夫ですから！」

「ダメです、お詫びもしなければ……！」

　女性はひ弱な力で私を立ち上がらせると、扉のプレートをひっくり返して【ＣＬＯＳＥＤ】にし、私を店内へと連行した。

「座って待っててください！」と、私の返事も待たずに店の奥へと走っていった彼女は、「お待たせしました！」と息を切らして戻ってくる。その手には、顔よりも大きな救急箱が抱えられていた。

「失礼します」

　女性は上体を屈かがめ、私のおデコにそっと手を伸ばした。ちょんちょんと当てられるコットンが、くすぐったくて恥ずかしい。

　十夜にデコピンされたり、ドアにぶつかったり、今日はとんだおデコ災難日だ。

「本当にすみません。痛くないですか？」

「あ、大丈夫です……」

　顔は動かさずに目線だけを持ち上げると、特別に白く、透き通るように美しい肌が視界に広がる。大きくつぶらな目は優しく垂れて、控えめなピンク色の唇がなんとも愛らしい。

　女性の容姿に見入っていると、ふとシルバーの輝きが視界を横切った。華奢な光りを放つ、それは……。

「結婚指輪ァ!?」

　勢いよく椅子から立ち上がった私は、「えっ!?」と肩を跳ね上げた女性の、左手薬指に光るそれを見つめる。

「ご結婚なさってるんですか!?」

「えっ、あっ、はい……」

　女性は逃げ腰になりながらも、はっきりと肯定した。途端に嫌な仮説が頭をよぎる。

　十夜は先週、女性のことを『彼女〝では〟ない』と言った。さらに私の質問に対して、『彼女〝は〟いない』と答えた。

　……まさか。まさかまさかまさか！

「あのっ、お名前は!?」

　必死の形相になっているだろう私に詰め寄られ、女性は大きな目をこれでもかと見開く。しかしすぐに肩を落とすと、「ふふ」と優しく微笑んだ。

「遠とお山やまです。遠山優ゆ愛あと申します」

「とおやま、ゆあ、さん……？」

「はい」

　女性がにっこりと笑うのを見届けて、安あん堵ど感かんがどっと押し寄せた。

「そっか、焦ったぁ……」

「片柳だと思いましたか？」

「へっ!?」

　まさかの図星に顔を上げると、やはりにっこりと微笑む女性――優愛さんと目が合った。

　すべてを悟っているかのような表情に、今度は羞恥心がどっと押し寄せる。

「十夜くんの彼女さんですか？」

「えっ!?　いや全然ッ、彼女とかまだ程遠い……！」

　そう口走ってから、失態に気づく。

「やっ、今のなし！　全然好きとかじゃないんで！」

　なんて、自覚があるほどの真っ赤な顔で言われても、説得力の欠片もない。

　そんな私を見て、優愛さんは優しく微笑む。

「だから先週も慌てていらっしゃったんですね」

「だからっ、あの！」

「十夜くん、口は悪いけど、本当はいい人なんです」

　不意に、その表情に憂いが落ちた。空気の変化を本能で感じ取った私は、呼吸を止める。

「本当に、優しい人なんです」

　柔らかく細められた優愛さんの目に、長い睫毛が伏せられた。

　意味深なその表情に、私の心臓はなぜかキュッと痛んで……。

「優愛さんと十夜は、どんな関係なんですか？」

　思わず踏み込んでしまった。十夜が一番踏み込んでほしくないであろう、〝プライベート〟の領域へ。

「……十夜くんとは、大学の同級生で」

　優愛さんは温かな思い出を懐かしむように微笑みながら、ぽつりぽつりと話してくれた。

「最初はなぜか睨まれてばかりで、すごく怖かったんです。でも、自然と話せるようになって、段々と仲よくなっていきました。当時、私は大学の先生に恋をしていたんですが、そのことで悩んでいた私に、十夜くんはすごく優しくしてくれて。それで、えっと……」

　言葉を詰まらせた優愛さんは、チラリと私の表情を窺う。いくら鈍感な私でも、その意味くらいは容易に察せる。

「十夜は、優愛さんのことが好きだったんですね？」

　優愛さんは眉尻を下げて、「はい」とか細い声で答えた。

「私がその方を諦められるようにと、十夜くんは本当に私に優しくしてくれました。けれど私はいつまで経っても、その方のことを諦められなくて……」

　俯く優愛さんの表情から、苦しんだであろう過去の日々が想像させられる。

「結局、私とその方はうまくいったんです。その方が、今の私の夫です」

「そうなんですね……」

　つまり、十夜は優愛さんに好きな人がいると知りながら、優愛さんのことを想い続けた。しかしその想いが届くことはなく、優愛さんはめでたく好きな人と結ばれた、というわけだ。

「その、十夜とは気まずくはないんですか？」

「口を利いてくれなかった時期もありますけど、今は普通に話してくれます。特に十夜くんは私の夫をひどく嫌っていたんですけど……今は少しだけ仲よしになったような気がします」

　優愛さんは嬉しそうに笑い、言葉を続ける。

「大学を卒業してコンサルタントになった十夜くんは、忙しい仕事の合間を縫って、私にお店の経営についていろいろ教えてくれているんです」

「そうなんですか……って、経営？」

「はい。ここは私が学生の頃にアルバイトをしていたお店なんですけど、店主の持病が悪化して、経営が困難になってしまったので、図々しくも経営を引き継がせていただいたんです」

「へぇー、すごい！」

　優愛さんはその後も、私の知らない十夜の一面をたくさん教えてくれた。

　大学時代はモテモテだったこと。株投資が趣味であること。大学を首席で卒業したこと。社会人になってからは、遊びには目もくれず仕事ひと筋であること。

　スカスカだった〝片柳十夜〟という名のパズルに、少しずつピースが埋まっていくような感覚だった。私は時間も忘れて、優愛さんの思い出話に聞き入ってしまう。

　そうして二十一時を過ぎた頃、ようやく時間の経過に気づいた私は慌てて席を立つ。

「長居しちゃってすみません！　そろそろ帰りますね！」

「いえ、こちらこそ。あの、よかったらケーキ持って帰りませんか？　おデコのお詫びも込めまして」

　優愛さんはそう言って、カウンターの中へと入っていく。

「いいんですか!?　遠慮なくいただきます！」

「ふふ。おいくつにしますか？」

「ふたつで！」

　そうはっきりと答えてから……。

「ふたつですね」

　優愛さんの微笑みを見届けて、ようやく気がつく。タカちゃんはいないのだった、と。なんでもかんでもふたり分で考えてしまうのは、もう立派な私の癖だ。

「もしよろしければ、お味の感想をいただけると嬉しいのですが……」

「もちろん！　家はすぐそこなんでまた来ます！」

「ありがとうございます！　えっと……」

　言葉を詰まらせた優愛さんを見て、まだ名乗っていなかったことを思い出す。

「すみません、篠宮円華っていいます」

「篠宮さんですね、ありがとうございます。パティシエも喜びます」

　ふわりと微笑んだ優愛さんからケーキボックスを受け取り、「ありがとうございます」と頭を下げて扉へと向かう。

「篠宮さん」

　店内の明かりを背にした優愛さんは、私よりも幾分か低い角度から私を見つめる。

　微笑みが消えたその表情に、緊張を感じた心臓がドキリと跳ねる。

「こんなことを申し上げるのは押しつけがましいですし、何様かと思われるかもしれませんが……」

　そう前置きをして、ためらいながらも言葉を落とした。

「十夜くんのことを、どうかよろしくお願いします」

　深々と下げられた頭と、迷いのないソプラノの声が、彼女の言葉の摯実さを語っている。

　しかしその意図はまったく分からない。十夜をよろしくと言われても、いったいなにをよろしくすればいいのだろう。

「すっ、すみません。こんなお願い、迷惑ですよね！」

　なにも言わない私を見て、優愛さんは慌てて両手を振った。

「いや、迷惑っていうか……」

　そもそも私はただのクライアントであり、十夜とは特別な仲でもなんでもない。

　そのくせ許可なく彼のプライベートに踏み込み、あげくに自分は彼氏持ちという、とことん最低なヤツなのだけれど……。

「はい」

　どうしてか、そう答えてしまった。

　優愛さんは切なげに目尻を落とすと、申し訳なさと嬉しさを半々に滲ませて、もう一度深く頭を下げた。




　街灯の乏しい夜道を独りで歩く。今日の夜風は、過ぎゆく春を惜しむかのようにひやりと冷たい。

　先ほどの会話を思い出しては、『はい』と答えてしまった自分に疑問と後悔を抱く。

　優愛さんはいったい、私になにを期待しているのだろうか。十夜の幸せを願っての発言だったのだろうけれど、十夜からしたら大きなお世話に決まっている。優愛さんにしても、十夜を気にかけるふりをして、自分が申し訳なさから解放されたいだけなのではないだろうか。

　そう思ってはみるものの、なぜかしっくりしない。恐らく、優愛さんは本当にいい人なのだと分かっているからだ。

「本当に、私とは大違い」

　自虐的な言葉を吐きたくもなる。私と優愛さんはすべてが対極であると言っても過言ではない。つまり、十夜の好みは私と真逆の女性だということだ。この時点で、十夜が私のことを好きになる可能性は……ゼロ。

「んあーッ！　もう十夜のことは後回し！」

　そう、今の私が考えるべきは、十夜ではなくタカちゃんのことだ。しかしタカちゃんがアトリエから家に帰ってくるまで、あと一ヶ月近くもある。

　一時帰宅した時に話そうかとも考えたけれど、創作活動の邪魔はしたくない。よって、却下の結論に至った。

「もー。私はどうすればいいのぉ！」

　もともと悩むことに慣れていない頭は、すぐに容量オーバーを起こしてパンクし、私は早々に考えることを諦める。

　今はとにかく早く帰って寝よう。そう決めて大きく腕を振って歩き出すと、手にしたケーキボックスがカタンと鳴る。

　その中に、今日中にひとりで食べなければならないケーキがふたつもあることを思い出して、小さく後悔のため息を落とした。




　翌日、私は珍しく意欲的に残業をしてから会社を出た。とはいえ、優愛さんに早速ケーキの感想を伝えるべく、お店の閉店時間である二十時を狙っただけなのだけれど。

　優愛さんの喜ぶ顔を思い浮かべながら、私は意気揚々とお店に向かう。

「……あれ？」

　昨日訪れたばかりのメルヘンな扉の前にやってくるけれど、かけられているプレートの文字は【ＣＬＯＳＥＤ】だ。ブラックボードには【定休日】と書かれている。

　微かな望みを持って店内を覗くと、そこには真っ暗な闇が広がっていた。

「残業し損じゃん！」

　はっと豪快なため息を吐き捨てて、お店を後にした。食事を作る気力も失った私は、そのまま近所のコンビニへと向かう。

「今日はパスタにするかなー」などと独り言を呟きながら歩いていくと、道路を挟んだ向こう側に見知ったふたつの背中を見つけた。

　ひとつはスラリと細いチャコールグレー、そしてもうひとつは女性らしい華奢なシルエット。

「なんで、十夜と優愛さんが……」

　こんな時間にスーパーの袋を抱えて、仲なか睦むつまじく歩いているのだろう。

　見るからに重そうな袋ふたつを男性が持ち、小さな袋を女性が持つ。傍から見れば、疑う余地のないほどサマになった夫婦の図だ。

「……まさか」

　嫌な想像しか浮かばない。心臓の鼓動は不快に速まり、気がつけばふたりの背中を追っていた。

　そうであってほしくないという切実な願いは、程なくして打ち砕かれる。ふたりが足を止めたのは、オシャレなデザイナーズマンションの入り口だった。

　カバンから鍵と思われる銀色のものを取り出した優愛さんは、十夜を見上げて微笑む。それに対して彼が返したのは、私の知らない優しさでできた穏やかな笑みだった。

　別に、人を好きになることは自由だ。いろいろな愛のカタチがあっていいと思うし、人様の恋愛に他人がとやかく口出しするのも違うと思う。それこそ余計なお世話だ。

　そんなことは分かっている。分かっているけれど……。

「不倫はよくないと思います!!」

　道路を挟んだ向こう側の、ふたつの背中がゆっくりとこちらに振り返る。

「……個人的な意見ですが！」

　叫んだ勢いをそのままに、このまま行かせてたまるものかと、ふたりの元にズンズンと歩み寄る。しかし内心はビビりまくりで、狂ったように脈打つ鼓動を悟られまいと、睨みつけるような視線を十夜に向けて、意地でも逸らさなかった。

「エン」

　それは、今までで一番低い警告音だった。身の危険を感じ、私は歩みを止める。しかし今度は十夜がズンズンと私に歩み寄り、その左手が私の右手首を、右手は私の頬をがっちりとホールドした。

「おい。お前、今なんつった？」

　むぎゅっと私の頬を挟みながら、十夜は覗き込むように顔を寄せた。その眉間には、深いシワが刻まれている。

「誰が不倫だって？　あ？」

「どぅ、どぅれがどぅみとぅって」

「あ？　なんつってるか分かんねーよ」

　アンタが私のほっぺたを掴んでるからでしょ！　とカッとなるけれど、もごもごと音がなるばかりで少しも伝わらない。

「十夜くん！　離して！」

　代わりに響いたソプラノの声に驚いたらしい十夜は、パッと手を離して後退した。

　解放された両頬には、彼が残した圧力がじわりと広がる。

「篠宮さん、大丈夫ですか？」

　今度は優愛さんが私の顔を覗き込む。

「あ、はい、大丈夫……」

「あ？　なんでお前ら顔見知りになってんだよ」

　十夜は腕を組み、不機嫌なオーラをこれでもかと放つ。

「それは後で説明するから……」

　お茶を濁した優愛さんは私に向き直ると、申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「誤解させてしまってすみません。でも違うんです」

「え？」

「不倫じゃないんです……」

　優愛さんは十夜に視線を送るけれど、彼はそっぽを向いたまま、なにも言わない。

「その……あの……」

　優愛さんはためらい、口ごもりながら、やがてか細い声を落とす。

「十夜くんは、私の夫の弟……つまり、私の義理の弟なんです」

「……義理の、オトウト？」

　そう呼ばれた彼に視線を送ると、それはもう不機嫌極まりない表情で「あーそーですね」と吐き捨てた。

「え、でも一緒のマンション……？」

「十夜くんも交えて時々、夫と三人で夕食を食べるんです。今日もその予定だったんですけど、私の体調が優れなくて、十夜くんが買い物に付き添ってくれて……。十夜くんは弟と呼ばれるのがあまり好きじゃないようなので、こればかりは本人の承諾なく話すことができなくて……」

　申し訳なさそうに目を細める優愛さんを見て、ようやく緊張の糸が緩む。

　よかった。ふたりが不倫関係でないことは本当らしい。

　疑ってしまったことへの謝罪を口にしようとしたその時、十夜がずいと割り込んできた。

「つーか、お前らいつから知り合いになったんだよ」

「あ、えっとね……」

　説明しかけた優愛さんは、なにかが閃ひらめいた様子でぱっと表情を明るくする。

「そうだ、よかったら篠宮さんも一緒に夕食いかがですか？」

「あ!?」

「えっ」

　私と同時か、それよりも早く反応したのは十夜だった。

「なんでそうなるんだよ」

　十夜は優愛さんをじろりと睨みつけるけれど、彼女はまったく臆さない。

「だって十夜くんのお友達でしょ？」

「ちげーよ！　ただのクライアントだっつーの！」

　珍しく声を荒らげた彼は、『ただのクライアント』という言葉を吐き捨てる。

　えぇ、まったくその通りですとも。

　しかしあまりにはっきりと言うものだから、私の負けず嫌い精神に火がついた。

「優愛さん、ぜひご一緒させてください！」

　そう言って、十夜にたっぷりの嫌味を込めた、にっこり笑顔を作ってやった。




　優愛さんの家は、十二階建てマンションの最上階だった。通されたリビングダイニングは、上品な白い壁に囲まれ、高めの天井が部屋の奥行きをより広く見せている。インテリアはモノトーンでまとめられ、オシャレなことこの上ない。

「どうぞソファでくつろいでいてくださいね」

　人妻とは思えない天使の微笑みを浮かべ、エプロンを身につけながらキッチンへと入っていく優愛さん。

「おい、体調は大丈夫なのかよ」

　相変わらず眉間にシワを寄せたままの十夜は、ワイシャツの袖をまくりながら優愛さんの後を追う。

「大丈夫だよ。十夜くんも座ってて」

「お前の『大丈夫』は大丈夫じゃねーんだよ。貸せ、俺がやる」

　十夜はそう言って、優愛さんから包丁を奪った。私はひとり、ソファからその様子をじっとりと眺める。

「手を切らないでね？」

「お前は心配しすぎだ」

「だって春はる樹きさんもこの前手伝おうとしてくれて、指を……」

「アイツと一緒にすんじゃねーよ」

　……というか、イチャついてるようにしか見えないんですけど！

「あのっ！　私も手伝います！」

　見兼ねた私は、ふたりが並ぶキッチンへと向かった。優愛さんはもちろん遠慮したけれど、私は引かない。

「つーかエン、包丁握れんのかよ」

　十夜は鼻を鳴らし、薄笑いを浮かべて私を見下ろす。

「バカにしないでよね！　私だって料理くらいしますぅー！」

「はっ、ウソくせー」

「ちょっと十夜、失礼すぎない!?」

「思ったことを言ったまでだ」

　先ほどのことを根に持っているのか、十夜はいつもの三割増しで不ぶ躾しつけな態度を向けてくる。優愛さんとの扱いの差は歴然だ。

「どーせ、さっきもコンビニで弁当買おうとしてたんだろ？」

「んなッ……!?」

「はい図星」

「きょ、今日はたまたまだもん。そうだ、優愛さんは信じてくれますよね――」

　視界から彼女が消えたのが先か、ゴトンと鈍い音が響いたのが先か。口争いに夢中になっていた私たちは、優愛さんの一瞬の変化に気づけなかった。

　十夜の後ろで困り顔を見せていたはずの優愛さんは、フローリングに横たわっている。長い髪が遅れて舞って、蒼そう白はくの顔を覆った。

「……おい」

　十夜は包丁をシンクに投げ、優愛さんの横にしゃがみ込む。顔にかかった髪を払うと、血の気のない顔が現れた。

「おい、目を開けろ！」

　十夜の呼びかけに、優愛さんの口から微かにうめき声が漏れる。十夜は優愛さんの華奢な身体に腕を回すと肩を揺すり、「おい、おい！」と呼びかけ続ける。しかし無情にも、か細い腕は床にだらりと垂れ落ちた。

「……優愛！　優愛！」

　その叫びを聞いて、はっとした。

　呆あっ気けに取られている場合ではない。恐らく、この症状は……。

「貧血！　動かさないほうがいい」

　そう言ってしゃがみ込んだ私を、十夜は見開いた目で見つめる。

「貧血……？」

「そう、貧血からくるめまい。私も一回倒れたことあるから」

『貧血』『めまい』という緊急性のない言葉と、腕の中で苦しむ彼女との差異に混乱しているのか、十夜はおろおろと視線を泳がせる。

「たぶん休めば治るけど、倒れた時に頭を打ったみたいだから、脳のう震しん盪とうを起こしてるかも」

　蒼白の頬に触れると、優愛さんはおもむろに薄目を開き、確かに私を見つめた。どうやら意識はあるようだ。

「近くに大学病院があるから連れていこう。私はタクシー呼ぶから、十夜は優愛さんをソファに寝かせて。揺らさないように、そっとね」

「あぁ……分かった」

　困惑の色を滲ませつつも、十夜は言われた通りに優愛さんを抱きかかえた。その背中がソファへと向かうのを見届けて、私はリビングを出る。

「えっと、タクシータクシー……」

　検索をしようとスマホ画面に指を滑らせるけれど、思うように文字が打てない。そこで、自分の指が震えていることに気がついた。

「……はは。私、意外と冷静じゃん」

　それは恐らく、私よりも取り乱している人がいたからだ。

　耳にスマホを当てると、バクバクと鳴る心臓が反響する。深く息を吐き出し目を瞑ると、必死に彼女の名を呼ぶ彼の姿が脳裏に浮かび、ぶんぶんと頭を振った。

「あ、もしもし。迎車をお願いしたいんですけど――」

　今は余計なことを考えている場合ではない。早く優愛さんを病院に連れていかなければ。




　優愛さんが診察室に入ってから、既に一時間以上が経っていた。

「旦那さん、連絡取れた？」

　長椅子の隣に座る十夜の顔を覗き込むように声をかける。

「あぁ」

「そっか。早く来られるといいね！」

　取り繕った明るい声はフロア全体に響く。

　しかし、十夜はやはり「あぁ」しか言わない。

「エン、お前はもう帰れ」

「……え？」

「ここまで付き合わせて悪かった。もう、いいから」

　無愛想な言い方には一瞬ムッとなるけれど、彼は恐らく『ありがとう、もう大丈夫だから』と言いたいのだろう。確かに私は完全なる部外者であり、ここは言われた通りに大人しく帰るのが、気の利く女の選択なのだと思う。

　そう頭では分かっていても、やはり蚊帳の外扱いされることが嫌だった。

「やだ！　私も残る！」

「分かった」

　意外にもあっさりと承諾した十夜は、まさに青菜に塩状態だ。

　なにか励ましの言葉はないかと考えていると、近づいてくるスリッパの摩擦音に気づき、私たちは同時に顔を上げる。

「遠山さんのお連れ様ですね。ご案内します」

　白衣を着た女性看護師は、抑揚のない声を私たちに向ける。

　十夜はすかさず立ち上がった。

「あの、彼女の容体は……」

「心配いりませんよ」

　看護師の微笑みを受けて、彼の表情から緊張が解けていく様子が見て取れた。強ばっていた肩も下りていく。

「ただ、少しお話がありますので」

　そう微妙な含みを持たせた看護師は、私たちを先導するように歩き始める。

「あの、それはどういう――」

「詳しくは医師からお伝えします」

　ぶり返した十夜の焦りをピシャリと切り捨てた看護師は、【診察室一】と書かれた扉をノックし、静かにスライドさせた。

「こんばんは。どうぞおかけください」

　背もたれをギシリと鳴らし、こちらに半身を向けた初老の医師。彼の前には、丸椅子に腰かける優愛さんの小さな背中がある。

「大丈夫か」

　十夜は優しく問いかける。

「……十夜、くん」

　振り向いた優愛さんの瞳は、たっぷりの涙で揺れていた。口元を覆う手は震え、ただならぬ様子に私はゴクリと息を呑む。

「ええと、あなたは旦那さんかな？」

　医師は柔らかな物腰で十夜に問う。

「いえ、ですが親族です」

「そうですか。お隣の方は？」

　そう医師に問いかけられてはっとする。『残る』だとか軽々しく言ってしまったけれど、今の私が恐ろしく場違いなことに気がついて、慌てて椅子から立ち上がった。

「やっ、えと！　私、やっぱ外で待ってます！」

　そう言って扉へ一歩、踏み出した時だった。

「優愛ッ!!」

　高速でスライドされた扉から、ひとりの男性が現れた。

「春樹さん！」

「優愛ッ……！」

　その人は腕を広げ、駆け寄る優愛さんの身体をギュッと強く包み込んだ。

「無事でよかった……。ごめんな、遅くなった」

「春樹さん、春樹さんッ！」

　どうやら旦那さんのお出ましらしい。

　さすがは十夜のお兄さんだ。走ってきたせいで髪はボサボサだけれど、顔は文句なしのイケメンだ。

「先生、妻は……!?」

　旦那さんは切羽詰まった声色を医師に向け、腕の中で泣きじゃくる優愛さんをさらにグッと強く抱き寄せる。

「おやおや。あまり強く抱きしめてはダメですよ？」

　医師はまるで、からかうかのように笑った。その意図を誰もが図りかねた。

「……優愛？」

　旦那さんは優愛さんの頬を両手で包み込み、顔を寄せる。真相を問われた優愛さんは、ぐずっと鼻をすすった後、か細い声で囁ささいた。

「……授かりました」

「えぇっ!?」

　部外者の私が真っ先に叫んでしまい、慌てて口を手で覆う。

　しかし私の声など聞こえてすらいないのか、旦那さんは優愛さんの顔を見つめたまま、時が止まってしまったかのように固まった。

「妊娠三ヶ月です。おめでとうございます」

　医師の言葉に、ようやく旦那さんは瞬きを思い出す。

「……優愛、本当か？」

「はい。私、とても嬉しいはずなのに、どうしても手が震えて……」

　優愛さんの目尻から次々と流れ落ちる雫しずくは、頬を包み込む旦那さんの手を濡ぬらす。

「……優愛」

　旦那さんの表情から強ばりが解けて、くしゃりと歪む。そして医師の忠告を無視し、華奢な身体を再び強く抱きしめた。

「ありがとう」

　その光景は、とても美しかった。『おめでとうございます』と声をかけなければと思うのに、言葉は喉で詰まり、苦い熱となって消える。

　十夜は今、どんな気持ちでこの光景を眺めているのだろうか。想像して、じわりと目頭が熱くなる。

　なにも言わず動かず、視界の端にぼんやりと浮かぶチャコールグレー。私は恐くて、その表情を窺うことができなかった。

「エン、行くぞ」

　十夜は椅子から立ち上がり、医師に一礼すると扉へ向かった。そして優愛さんの頭をポンと撫でて、ためらうことなく部屋を出る。

「ちょっ、十夜！」

　私は幸せなふたりの視線から逃れるように一礼し、慌てて彼の背中を追った。

「十夜、待って！」

　チャコールグレーの背中は私の言葉を華麗にスルーし、スピードを緩めることなく歩き続ける。

「もう、待ってってば！」

　ようやく追いつき、彼の背中に指先を当てた。すると急に歩みが止まり、私の身体は彼の背中に打ちつけられる。

「ッたぁ！　なんで急に止ま――」

「十夜！」

　小走りで追いかけてきた旦那さんは、振り向いた私を神妙な面持ちで見つめる。

「十夜の彼女さんですか？」

「いっ、いえ！　私はただのクライアントです。彼女ではありません！」

　動揺から兵隊のようにかしこまる私に、旦那さんは目を丸くするけれど、やがて「そうですか」と微笑み、頭を下げる。

「妻を助けてくださり、本当にありがとうございました。お礼は後日必ず」

「いえ、私はタクシーを呼んだだけです。優愛さんを運んだのは十夜ですし……」

　そうナチュラルに話題を振ってみるものの、十夜は旦那さんに背を向けたままピクリとも動こうとしない。

「十夜、本当にありがとう」

　旦那さんが声をかけても、十夜はだんまりを決め込んでいる。

　ふたりに挟まれた私は気まずいどころの話ではない。旦那さんの顔と十夜の背中を交互に追って、なにか言わなければと言葉を探していた、その時だった。

「よかったな」

　沈黙を断ち切った、抑揚のない十夜の声。

　読み取れない感情に、胸がズクンと痛む。

　せめて悲しさだとか切なさだとか、そういう感情を表に出してくれればいいのに。そしたらこちらも、遠慮なく同情や慰めの言葉をかけてあげられるのに。

　感情を抑えていると分かるから、いや殺していると分かるから、見ているこちらは余計にツラい。

「……ありがとう」

　旦那さんの微笑みに含まれた複雑な想いを感じ取り、切なさに拍車がかかる。

　再び熱くなる目頭と締めつけられるような胸の痛みに耐えられなくなった私は、チャコールグレーの背広をギュッと掴んだ。

「十夜」

　私の呼びかけに、彼はおもむろに振り向く。訴えるような私の目を見つめると、再び通路の先を見据えた。そしてため息をひとつ落とすと、優しい声を紡ぐ。

「大事にしろよ。優愛も、子供も」

　十夜は続けて「行くぞ」と私に呟き、余韻を残すことなく去っていく。

「……あっ、では失礼しますッ！」

　私は旦那さんに大げさに頭を下げると、十夜の背中を追った。

　互いに無言のまま病院を出ると、十夜は客待ちのタクシーへと向かい、こちらを振り返る。数時間ぶりに正面から交わった視線には、感情の色が見当たらない。

「送ってく」

「……ありがと」

　十夜に続いてタクシーに乗り込む。運転手に住所を伝えると、タクシーはゆっくりと動き出した。

　しばらくの間、私たちはぼんやりと窓の外を眺めていた。先ほどまで真っ白の空間にいたからか、流れていく街灯のオレンジ色がひどく温かい光に感じる。時折すれ違う車の風を切る音が、やけに虚しい。

「エン、悪い」

「ん？　なにが？」

　俯く十夜は相変わらずの無感情で「いろいろと」と呟くと、再び窓の外へと視線を逸らす。これ以上、それについては語りたくないという意志の表れなのだろう。

　しかしもう、聞かずにはいられなかった。私の中では確信している、彼が心に秘めている想いを。

「ずっと想い続けてるの？　優愛さんのこと」

「あぁ」

「……そっ、か」

　分かってはいたけれど、潔すぎる返答には戸惑いを隠せない。胸が痛むのは、彼への同情心からか、それとも私がショックを受けているのか。

「ツラくはないの？」

「別に、慣れてる」

　やはり感情の拾えない声色に、徐々に焦じれったさが込み上げる。

「慣れてるって……。でも、無理じゃん。叶わないじゃん。だって相手は結婚してるんだよ？」

「あぁ、無理だな」

「じゃあ、どうして……！」

　高ぶってしまった感情を抑えようと、キュッと強く唇を噛んだ。

　おもむろに向き直った十夜と、薄暗さの中で視線が交わる。彼の背後を抜けるオレンジ色を幾度か見過ごすと、やがて言葉が紡がれた。

「叶わない恋をしてなにが悪い」

　あまりにもまっすぐで、迷いのない答えだった。なおも視線を逸らさない十夜は、私の言葉を待っている。

「いや、なにが悪いって。そんなの、報われないからに決まってんじゃん！」

　喉はみるみる熱を上げて、感情を溢あふれさせる。

「そんなの絶対間違ってる。ツラいだけで、十夜が得することなんかひとつもない！　好きな人とは、一緒になれて初めて幸せなんじゃん！　なのに、なんでそんな無駄なことするの!?」

　幸せになることを当然の如く諦めている十夜に、イラッとしてしまった。彼はそんな私を静かに見届けると、フッと妖しい微笑を浮かべる。

「じゃあ聞くけどな。エン、お前は今幸せか？」

「……は？」

　まさかの質問返しに、言葉を失った。

「お前は好きなヤツと一緒になれて、胸を張って幸せだって言えんのか？」

　好きなヤツと、一緒になれて？

　彼の言葉を理解しようとするけれど、動揺から頭が正常に働いてくれない。

「当ててやろうか」

　十夜は身を乗り出すと、私の隣に手をついた。グッと顔を寄せ、親密空間のさらに親密な距離で、言葉を落とす。

「エン、お前、彼氏いるだろ」

「ッ……!?」

「少なくとも三年以上は付き合っていて、同どう棲せいをしている。しかし相手側のなんらかの都合により、結婚の話は一向に出ない。マンネリにうんざりしているが、新しい男を作ることもできず、漠然とした不安を抱えながら日常を送っている」

　十夜が言葉を並べる度、鼓動は不快な音を上げる。握りしめた拳には、汗がじわりと滲んだ。

「無駄なことしてんのは、俺とエン、どっちだろうな」

　冷淡な笑みは、私の感情を逆撫でする。ひとつの誤りもなく言い当てられたことへの動揺と悔しさで、自分の唇が震えているのが分かった。

「……ムカつくッ！　なんなの、そのすべてお見通しだ、みたいな……！」

「でも間違ってねーだろ？」

　なんなの、なんなのこの男。私をバカにしているのか、私の矛盾をあざ笑っているのか。反論したいのに言葉は出てこず、代わりに熱い涙が溢れ出た。

「……泣くなよ」

「とっ、十夜がムカつくこと、言うから……！」

「フッかけてきたのはそっちだろ」

　悔しい。しかし返す言葉もない。すべて十夜の言う通りだ。今の私に彼を説教する資格など、これっぽっちもない。

　そんな自分が惨めで仕方なくて、私は窓側に身体を寄せて俯いた。

「おい、エン」

「そーだよ、全部十夜の言う通りだよ！　私こそ、時間を無駄にッ……」

「いいから、こっち向け」

「こんな顔見せられるわけ――」

　トンと頭上で音がした。

「エン」

　清涼な香りに誘われて顔を上げると、目の前の窓枠には十夜の手が添えられている。振り返ると、キレイな顔が覆い被さるように寄せられていた。

「救われたいなら俺を買え」

　囁かれるのは、人を制するような低い声。

「教えてやるよ。お前にとっての正しい幸せがなんなのかを」

　やがて暗がりの中に、妖艶な微笑が浮かんだ。

「な、なに言って……」

「アイツが倒れた時、エンがいてくれて正直助かった。その礼も兼ねてな」

「いや、そうじゃなくて……」

「本当は別れたいんだろ？」

　まるで子供を諭すかのように、彼は優しく囁く。私は忘れていた呼吸をひとつつき、止まりかけていた涙をひと粒落とす。

　優しい声など、私を誘導するための道具にすぎないのだろう。そう分かっていても、バカな私はまんまと釣られて、震える唇を従順に動かす。

「……別れ、たい」

　私の答えを聞いた十夜は、意地悪く、そしてとても満足そうに笑った。

「契約成立だな」




　私は優秀なコンサルタントを買った。彼は私を救ってくれると言う。彼の想い人を助けた、そのお礼に。

　真意は分からない。彼は感情を殺すから、隠された意図も拾えない。ただの気まぐれなのかもしれない。自分の話題から逃げるための口実だったのかもしれない。

　それでも私はすがる想いで、彼と契約を結んだ。私を日常から救い出し、非日常へ連れていってくれると信じて。

　契約期間は、私が失恋をするまで。










失恋指導はスパルタにつき




「タカちゃんと出会ったのは、私がアートカフェでバイトをしてた頃」

　オシャレなワインバーには、今日も賑やかな笑い声が飛び交っている。

　ただひとつ先々週と違うのは、私は今、優秀なコンサルタントによるヒアリングを受けているということだ。

「タカちゃんが自分の絵を売り込みに、アポ無しでお店にやってきたの」

　左側からじっと向けられる視線に萎縮しながらも、私は六年前の記憶を語る。

「画家を夢見て、その身ひとつで実家を飛び出して、上京して。路上で絵を売ったりしてなんとか一ヶ月食い繋つないできたけど、そろそろ限界だから実家に帰らなきゃって言ってて……。今日も泊まるお金がないとか言うから、その……かわいそうだなと思って……」

「家に上げて、ペロッと食われちまったんだな」

「……ハイ」

　十夜は呆れたようにため息をついた。

　居心地の悪さを感じて、互いのグラスに注がれた赤色のアルコールに視線を逃がす。

「バーカ。男を簡単に家に上げんじゃねーよ」

「だって、タカちゃんいかにも草食系だし、そんなことになるだなんて思ってもなくて」

「いいか、男はみんなあわよくば、だ。家でふたりきりになって抱かれなかったら、むしろ恥だと思え」

「いやいや、それは言いすぎでしょ！」

　顔の前で手を振る私に、十夜はじとっとした視線を向ける。

「エン、お前まさか男女間の友情は成立すると思ってんのか？」

「え、するでしょ」

「しねーよ。脳科学では既に成立しないことが証明されてんだよ」

「そ、そういう難しいことは知らないけど……！」

　なんとか自分の考えを立証できないかと頭を巡らせ、これだ！　と思いつく。

「じゃあさ！　例えば十夜と私が家でふたりきりになったとして、十夜は絶ッ対に私のこと抱かないでしょ？」

　参ったか！　と言わんばかりの笑顔を作ってやった。

　しかし十夜は表情ひとつ変えることなく言い放つ。

「抱くに決まってんだろ」

「……は？」

　微塵も想像していなかった答えに、数秒後、血液はドカンと沸騰する。

「ばっ、なに言って……!?」

　私が十夜に、抱かれる!?　この端正な顔が間近にやってきて、愛を囁きながら、あんなことやこんなことを――!?

「おい、勝手に抱かれてんじゃねーよ」

　長い指が私の妄想おデコをバチンッと弾いた。

「ッたぁ！　またデコピン！」

「うっせ」

　そう言って、十夜はしれっと赤ワインを流し込む。

　この温度差にはやはり悔しくなるけれど、私は〝抱ける女〟に分類されているということを知り、口元はだらしなく緩んでしまう。

「話戻すぞ。んで、その日から今に至るまで、ずっとエンの家に住んでるってことか？」

「うん。気づいたら、そうなってた」

「正式に付き合うって話はしたのか？」

　その問いに、遠い記憶の引き出しを探る。

「『好き』とは言われたけど、付き合おうとは言われてないかも……」

「それがなあなあになった一番の原因だ。スタートとゴールをはっきりさせること。これは、なににおいても重要だ」

「ナルホド」

　思い返せば私自身、初めは『これって付き合っているのかな？』と疑問だった。しかし、いつしか『こんなものか』と勝手に納得していたように思う。

「次、相手の収入は？」

「……私の半分くらい」

「相手の好きなところ」

「……優しいとこ、かな」

　容赦のない尋問に答える度、口の中が苦さを増す。引きずり出された後ろめたい気持ちを、『いいから噛み潰せ』と言われているような気分だ。

「結婚の話は一度もないのか？」

「付き合って二、三年の頃は、私から話題に出すこともあったよ。けど毎回『お金ないし』ってはぐらかされるだけで、特になにも……」

「なるほどな。で、まるっと六年か」

　ひと通りの尋問を終え、しばし沈黙が流れる。それから思い出したかのように、店内は喧騒を取り戻した。

「エン、時は金なりって言葉は知ってんな？」

　十夜はまっすぐに私を見つめる。『言いたいことは分かってるよな』という険しい目つきで。

「時間はお金と同じくらい大事だよ、って意味だよね？」

「そうだ。すべての経験に無駄なことはない。六年の月日にもそれなりの価値はある。だけどエンは今まで、自分の時間、つまり財産が消えていくさまを見て見ぬふりをしてきた。財産を他に費やせば、もっと大きな報酬を得られたかもしれない、それを分かっていたのに、だ」

　十夜は決して視線を逸らさず、迷いのない口調で私を諭す。

「失った財産は嘆いたって戻らない。だから、お前はこれから生まれる財産をより一層大事にしろ」

「……はい」

　それまで一貫して冷徹な対応をされていたからか、ほんの少しだけ優しさを乗せた言葉はじんと沁しみて、思わず目頭が熱くなる。

「そのために必要なことはひとつ。情を捨てろ」

「情を捨てる……」

　復唱して、その言葉を噛みしめる。

「あぁ。これからはいい人を演じることを放棄しろ。エン、お前は人からなにかを頼まれたら、相当な内容でない限り断らないだろ？」

「うん、断れない」

「そうやって、いい人のレッテルを得た代償に、お前は自分の時間を失い、ストレスは増え、さらには〝いい人を演じ続けなければならない〟という義務を課せられる。そう考えると、全然割に合ってねーだろ」

「確かに……！」

　いつも『断ればよかった』と後悔している自分を思い出す。

「必要以上にいい人を演じる必要なんてねーんだよ。その証拠に、エンのことを本当に慕ってる人間は、皆お前のダメな部分を知ってるだろ？」

　そう言われて、真っ先に浮かんだのは萌の顔だった。じわりと喉が熱くなるのを感じて、私はコクンと頷く。

「もうボランティアは辞めろ。お前の財産はお前のために使え。人のために生きるな。誰のための人生だ？　お前のための人生だろ」

　それは、魔法のような言葉だった。

　必死に言い訳を並べて目を逸らし続けてきた本音が溶かされていく。

「……だって！　私と別れることになったら、タカちゃんは実家に帰らなきゃいけなくなる！」

　そんなのかわいそうだって、きっとどこかで同情していた。

「それに私がいなくなったら、誰がタカちゃんの夢を信じて、肯定してあげるの？」

　できることなら私も、タカちゃんが夢を叶えるその時を一緒に迎えたかった。

「それにもし、私がタカちゃんと別れることになったら……この六年間は、いったいなんだったの!?」

　これは、自分でも知らなかった奥底の本音だった。

　ついに溢れた感情が、ほろりと頬を伝う。結局私は、この六年間を無に帰すことが虚しくて、次の人が現れる保証もないから怖くて、安定した関係にしがみついていたかっただけなのだ。

　歪む視界に映る彼の表情は、先ほどから一ミリも変わらない。『失った財産は嘆いたって戻らない』と言われたばかりなのに、醜く嘆く私に心底呆れているのだろう。

　耐え切れずに俯くと、重力に負けた涙が落ちて木のテーブルに水玉を作った。

「バーカ」

　言葉とは裏腹に、私の頭を優しく包むように手のひらが置かれる。驚いて顔を上げようとすると、ワシャワシャッと髪を掻き乱された。

「ちょ、わ！」

「バーカバーカ」

「もっ、離してっ！」

　十夜の手を引っぺがし、乱れに乱れた髪を手ぐしで押さえ、キッと睨みつける。

「なにすんのー！　ボサボサじゃん！」

「エン、今度の土曜空けとけ」

「は!?」

　欠片も脈絡のない発言に目を見開く。すると……。

「正しい財産の使い方を教えてやる」

　十夜は口角の片端を上げ、ニヤリと不敵に笑った。

「言われて来たはいいものの。これってつまり……デートだよね？」

　迎えた土曜日。私はとあるアミューズメント施設の入り口に立っていた。

　指定された場所に、指定された時間よりも二十分近く早く着いてしまった私は、その場をひたすらウロウロ、キョロキョロ。行き交う人を目で追っては、安堵なのかがっかりなのか分からないため息をつく。

　私の休日といえば、タカちゃんと家でＤＶＤ鑑賞か、萌とショッピングのほぼ二択だ。テンプレートではない休日は本当に久しぶりで、落ち着かない私は小石を蹴って気を紛らわせる。

　不意に、トコトコと心地いいエンジン音が耳を掠かすめた。

　顔を上げると、一台のバイクがこちらに向かって走ってくる。そこにまたがる細い身体に、私は目を見開いた。

「……まさか」

　近づいてくるエンジン音に共鳴して、鼓動が速まる。

　ついにバイクは私の目の前までやってくると、カチャリと音を立てて停車した。

　その人は手慣れた様子でヘルメットを外すと、潰れた髪をワシャワシャッと掻き乱す。そして前髪の隙間から片目で私を見つめると、小さく笑った。

「はえーよ、エン」

　ぎゅんっと不整脈を起こす心臓。こんな登場、ときめかないはずがない。

「十夜、バイク乗るんだね！」

「あぁ、晴れの日はもっぱらバイクだな。つーか、やる気満々な格好だな？」

「だって動きやすい格好で来いって言うから！」

　クスリと笑われた私の格好は、ぶかっとしたパーカーにショートパンツ、足元は気合いのスニーカーだ。

　対する十夜は、マウンテンパーカーに無地のカットソー、スキニーパンツというシンプルな装いだ。耳にはさりげなく黒のピアスが光っていて、カジュアルなのに反則的にカッコイイから、悔しい。

　若者を中心に人気のこのアミューズメント施設には、カラオケやボウリング、ゲームセンターなどの定番遊戯の他に、本格的なスポーツが楽しめる施設も併設されている。

　十夜は迷わずスポーツ施設へと向かうと、戸惑う私をよそにふたり分の会計をさっさと済ませた。

「エン、腕出せ」

「腕？」

　言われるがまま差し出した右腕を、十夜は例の如く華麗にスルーし、逆の左腕を捕まえて引き寄せる。

「わっ、なに？」

「利き手に付けたら邪魔だろ」

　大きくも華奢な手のひらが私の左手を包み込み、手首に入場パスのリングを滑らせた。

「三時間、全力で遊べ」

　間近で描かれた不敵な笑みに、再び心臓は不整脈を起こす。

　しかし一歩施設に足を踏み入れてしまえば、フロアに響くスニーカーの摩擦音や溢れる熱気に、テンションはすっかりハイになり、私は緊張も忘れて飛び跳ねる。

「ね、なにからやる!?　私体育だけは成績よかったの！」

「だと思った」

「あ、バカにしてるなー!?　十夜はなにかスポーツやってた？」

「いや、特に」

　その言葉に、これなら十夜に勝てるかもしれないと閃いた私は人差し指を立てる。

「じゃあ、全種目賭けよう！　負けたら勝ったほうの言うことなんでも聞く！　どぉ？」

　そうドヤ顔で提案したはいいものの……。

「言ったな？」

　そのさらに上をいく十夜のしてやったり顔を見て、まずったかも、と早々に後悔することとなった。

　第一試合の種目は、卓球。

「くらえ十夜！　卓球部直伝王子サーブゥ！」

　ラケットを勢いよく振り下ろすと、カコンと鮮やかな音が鳴る。

「おー、悪くねぇ」

「うわっ！」

「ほらどうした」

「ちょっ、わっ！」

「はい一点」

「くやしーッ！　もっかい！」

「おー、かかってこいよ」

　私は卓球が得意だったはずだ。十夜も力技のスマッシュは一度も打っていない。それなのになぜか点差は開く一方で、まさに十夜の手のひらで踊らされた私は、為す術もなく……。

「ゲームセット」

　結果、惨敗。

「なんでー!?　十夜、実は卓球部だったんでしょ！」

　十夜は「ちげーよ」と言いながら、その場にへたり込む私の横に膝をつく。そして慣れた手つきで私の顎をくいと持ち上げると、ニヤリと笑った。

「約束通り俺の言うこと聞いてもらおーか。よーく聞けよ、エン」

「ちょっ……！」

　彼はいつでも、清涼な香りで距離を知らせる。寄せられた視線に耐え切れず顔を背けようとすると、頬をぎゅむっと挟まれ、無理やり前を向かされる。

「人の話を聞く時は相手の目を見ろ。そう習わなかったか？」

「はひ」

　いつかと同じく見事なタコ口にさせられ、止むを得ずその目を見つめた。

「これから俺が言うことは絶対だ。いいな？」

「はひ」

「よし、しっかり頭に叩き込めよ」

　十夜の顔から笑みが消えた。代わりに現れた凛とした眼差しに、意識が呑まれそうになる。

「エンはまず、彼氏に〝別れたい〟アピールをしろ」

「……はひ？」

「付き合いが長い分、意思を伝えるのは簡単だ。普段と違う行動を取れ。家の中では極力顔を合わせるな。分かりやすく避けろ。これだけでいい。いいな？」

　なにを命令されるのかと思いきや、まさかまさかのコンサルティング。想像もしなかった展開に、私は目を丸くする。

「おい、聞いてんのか」

「はひ」

　十夜は満足そうに笑うと、私の頬を解放する。

「全試合お前に勝って、その分だけ課題を課す。俺の言うことは絶対だ。嫌でもやってもらうぞ。お前から情を奪うには、ある程度の強制力が必要みたいだからな」

　口角の片端を不敵に上げて、彼はおもむろに立ち上がる。

「次行くぞ」

　自信たっぷりの笑顔で見下され、私ははっと我に返った。

「じゃあ、もし私が勝ったら――」

　負けず嫌い精神に駆られて言ったはいいものの〝ジュースを奢る〟〝モノマネをする〟などのくだらない罰ゲームしか頭になかった私は、言葉に詰まり……。

「その時考えるから覚悟しといて！」

　ビシッ！　と形だけは決まった考えなしの発言に、珍しく驚いた様子の十夜は目を丸くする。

「……はっ、なんだよソレ。本当にバカだよな、お前」

　確かな声を上げて、彼は目尻をくしゃりと細めた。初めて見る少年のように無邪気な笑顔に、撃ち抜かれた私の心臓はきゅんどころの騒ぎではない。

「とっ、十夜！　今の笑顔すっごいよかった！　なんていうか、素の感じ！」

「……ンだよ、急に」

「お願い、今みたいにもっと笑って！」

　嬉しかった。今のはきっと、感情を殺していないホンモノの笑顔だったから。

「っとに、お前は……」と呟いた十夜は、バツが悪そうに背を向けた。そしてチラリと顔だけ振り向くと、私を小さく睨みつける。

「俺に勝ったら考えてやる」

　その頬は、ほんのりと赤かった。




　まるで失った青春時代を取り戻すかのように、私は十夜との時間を心から楽しんだ。しかし肝心の賭けの結果は散々だった。

　テニス、バドミントン、ビリヤード、その他諸々……。仕組まれたかの如くすべての試合で惨敗を喫した私は、その度に彼のコンサルティングを受ける。

「連絡が来てもすぐに返すな。即レスは〝自分の意識が相手に向いている〟ということを伝えているに等しい」

「なにか没頭できるモノを作れ。空になった心を埋めてくれる保険に必ずなる」

「考え方を変えろ。お前は〝失ってきた財産〟と〝これから生まれる財産〟、どっちが大事だ？」

　十夜の言葉は、灯台のように私の行く先を照らす。これは罰ゲームのはずなのに、気がつけば、次はなにを言われるのだろうと期待すらしている自分がいた。

　最後の試合を終えて、私たちは屋外にあるバスケットコートの隅に座り込んだ。西日はゴールの影を象かたどり、賑やかだった声は侘びしく散る。

「十夜、なんでも強いとかズルいー。バスケくらい勝ちたかったなぁ」

「あいにく俺は手加減しねーし、飴あめもやらねーよ。ひたすら鞭むちと鞭だ」

　今日の十夜はよく笑う。今のように少し意地悪な笑みも、試合中の無邪気な笑みも、微量の優しさを含ませた笑みも、この三時間弱でたくさん見てきた。

　それまで頑なにクールな対応だった分、自惚うぬぼれる。少しは心を開いてくれたのかもしれない、と。

「ね、最後にもう一試合！」

「やんねーよ」

「お願いッ！」

「……しゃーねーな」

　十夜は抱えていたボールを私にずいと差し出した。

「フリースローが決まったらお前の勝ちでいい」

「ホント!?　言ったね!?」

　すかさず十夜の手からボールを奪い、コートへ走る。フリースローラインのギリギリまでつま先を持っていき、ふぅーと長く息を吐いた。

「入れッ……！」

　祈りを受けたボールは、ガンッと音を立ててリングに弾き飛ばされた。さらにボールは意地悪く転がり、十夜の手に拾われる。

「ドンマイ」

「ぅあー！　悔しいッ！」

　惜しかった、本当に惜しかった。今日一番、悔しい。

「お前は狙いが悪いんだよ」

「え？」

　十夜はこちらにやってくると、私にボールを手渡し、斜め後ろに立った。そして目線の高さを合わせるように上体を折り、ゴールを指差す。

「リングを狙うな、ボードの四角の中を狙え。いいな？」

「わ、分かった……！」

　顔を覗き込む十夜の視線は真剣で、急に緊張を覚えた私は大げさにぐるんと前に向き直る。再び長く息を吐き、意を決してボールを放った。

「入れッ……！」

　二度目の祈りを受けたボールは、バンッと音を立ててボードに当たり、スパッと爽快にネットをすり抜けた。

「入ったぁー！　すごいッ、十夜すごいッ！」

　興奮した私が十夜の腕を掴んでブンブン揺すると、彼は呆れたように笑う。

「よかったナ。で、俺はなにをすればいいわけ」

「へ？」

　なにが？　、と一瞬考えて、はたと思い出す。

「今の有効!?」

「一本で決めたらって指定し忘れてたからな。しょうがねーから聞いてやるよ」

　なんて意地悪に笑うから、これが十夜の〝飴〟だということに嫌でも気づいてしまう。胸が締めつけられる感覚に、十夜の腕を握る手に力がこもる。

「じゃあ……」

　私の言うことは絶対で、十夜に拒否権はない。だったら、これしかない。

「優愛さんのこと諦めて！」

「却下」

「なんでやねん！」

　あまりの即答に思わずツッコむと……。

「……はっ」

「ふっ」

　私たちは同時に吹き出した。

「あーいや、それだけは無理だ」

「なんで？　私の言うことは絶対でしょ？」

　互いに笑いを引きずったまま、コートの隅へと向かって腰を下ろした。

　さわりと抜ける夕暮れの風が、高揚を落ち着かせる。

「次元が違うんだよ」

　そう言った十夜の横顔は、どこか遠くを見据えていた。

「……どういうこと？」

「俺はアイツとどうこうなりたいとか、そんなんじゃねーんだよ。一生手に入らないと分かっているからこそ、想い続けてる」

　十夜も雰囲気に浮かされて、少しおしゃべりになっていたのかもしれない。普段なら『なんでもだ』と答えそうなところを、微笑を含ませて言葉を続ける。

「俺はアイツ以外の女を好きになれたためしがない。だから余計な感情はすべて殺して、アイツを想う純粋な気持ちだけを残した。それが俺にとっての唯一の幸せだからだ」

　言葉が出なかった……というよりは、返す言葉が見つからなかった。それは、彼の言葉は正論であるのかもしれないと、ほんの少しでも思ってしまった自分がいるからだ。

「俺は叶わない恋を嘆くつもりもなければ、救われたいとも思わない。そこがお前との違いだ」

　十夜の言い分には根拠があるから、その正当性は揺るぎない。ここでなにかを言ったとしても、根拠のない私の感情論など、彼には少しも響かないだろう。

　それでも、感情を殺すのが優愛さんのためであるのなら、私はそれを許したくはない。本当は無邪気に笑える人なのに。彼女も、十夜が心から笑ってくれることを望んでいるはずなのに。

　十夜が私を救ってくれるのなら、私も十夜を救いたい。彼の幸せは、きっと他にもあるはずだ。

「私が――」

「先に言っておく」

　強く被せられた声に、私は口を噤んだ。彼は一路に私を見据えて、緩やかな笑みを落とす。

「絶対に俺を好きになるなよ」

　なにバカなこと言ってんの。そう、すぐに返せればよかった。ためらってしまったこの間まで、ショックを受けたことがきっと伝わってしまった。

　どうして彼は、いつも先手必勝なのか。私の心を読んではすかさず先回りをする。本当に、優秀すぎて嫌になる。

「なるわけないじゃん、バカ」

　やるせない想いを地面に吐き捨てる。

「ならいい」

「自惚れないでよ、バカ」

「わりーわりー」

「イケメンだからって調子に――」

　十夜は私の頭をくしゃりと乱暴に撫で、立ち上がった。

　乱れた髪の隙間から、睨みつけるように彼を見つめる。

「そろそろ時間だ。帰るぞ」

　西日を背に受けて、翳る笑顔がホンモノなのか、ニセモノなのか。涙で歪んだ視界では、分からなかった。




　その後、施設内の飲食店で食事をし、何事もなく解散した。

　帰り際、少しでも別れの時間を引き伸ばしたくて、バイクにまたがる十夜に『後ろ乗せてよ』と冗談っぽく、密かに本気で言ってみた。しかし『女は乗せねー主義だ』とバッサリ切られ、十夜は颯爽と去っていった。

「とか言って、優愛さんは乗せてんでしょ」

　卑屈にもなる。私にとっては極上のデートだった今日も、十夜にとってはただのコンサルティングの一環にすぎないのだから。

　はぁーと盛大なため息をつきながら、玄関の鍵を開ける。

　十夜の課題をおさらいして、シミュレーションして、ビールを飲んで寝よう。

　そんな脳内計画を立てながら扉を開けると、あるはずのない部屋の明かりが私を出迎えた。

「エンちゃん、お帰り！」

　久しぶりに会う愛嬌のある笑顔に、一瞬にして現実に引き戻された私は、ドアノブを握りしめたまま固まる。日常の光景であるはずのそれに、心臓はドクンと嫌な音を立てた。

「っと、タカちゃん、帰ってきてたんだ」

「うん、やっぱりエンちゃんのことが心配で」

「はは、大丈夫だってば……」

　平常心を保たねばと言い聞かせ、笑ってみせる。

「どこか出かけてたの？」

「あ、うん、会社の人とスポーツしに」

「そうなんだ。珍しいね」

　タカちゃんは首を傾げて笑う。

　彼はこんな言い方をする人だっただろうか。

　動揺から疑心暗鬼になっているだけかもしれないけれど、怖くてその顔を直視することができない。

「うん、私汗かいてるから、シャワー浴びてくるね！」

　そう言って、そそくさとバスルームへ逃げ込むと、着ていた服を乱暴に脱ぎ捨てた。

「普段と違う行動を取る……分かりやすく避ける……」

　シャワーの雨に打たれながらブツブツと念じる。まさかこんなにも早く実践しなければならないだなんて、思ってもいなかった。

「大事なのは、〝これから生まれる財産〟なんだから」

　最後に化粧水で肌も心も引き締めて、気合い十分にバスルームを出た。

　するとキッチンに立っていたタカちゃんは、私に気づいて振り返る。

「エンちゃん、ご飯食べる？」

「あ、実は食べてきちゃって。それに疲れたから、もう寝ちゃおーかなって」

「え？　まだ二十一時だよ？」

「うん、でも久々に動いたから眠くって」

　はは、と不器用に笑う私に、タカちゃんはきょとん顔だ。

「そっか……分かった。おやすみエンちゃん」

「ん、おやすみ！」

　そうして一度もまともに目を合わせないまま、私は寝室へと逃げ込んだ。

「……あからさますぎたかも」

　心臓がドクドクと音を立てている。悪い人を意図的に演じたことなどないので、どうも加減が分からない。

「エンちゃん」

「ぎゃっ！」

　唐突に扉が開かれ、思わず奇声を上げた私に、タカちゃんは目を丸くする。

「えっと、じゃあ僕はアトリエに戻るね」

「あ、はい！　気をつけてね」

　引きつる私の顔をじっと見つめたタカちゃんは、一歩前へと踏み出す。そしてなにも言わずに、私の身体をふわりと包み込んだ。

「タ、タカちゃん……!?」

　呼びかけには反応せず、硬直する身体を静かに抱きしめ続けるタカちゃん。押し当てられた服からは、絵の具の香りをほのかに感じる。

「……よし。充電完了」

　やがて私の身体を優しく引き離すと、「じゃあね、エンちゃん」と余韻を残すことなく寝室を出ていった。

「タカ、ちゃん……？」

　消えていく体温を探して、自らの腕に触れる。

　抱きしめられたのなんて、いつぶりだろうか。私たちが恋人行為をしなくなってから、少なくとも四年は経っている。なのにどうして、今になって突然……。

「もしかして、気づいてる？」

　ドク、ドクと焦燥の波がやってくる。

　芸術家であるタカちゃんは、私よりも何倍も磨きのかかった本能で生きているから、感づいていてもおかしくはない。

「……でも、これでいいんだ」

　自らに言い聞かせるように呟く。罪悪感に負けてしまったら今までと同じだ。私は私を変えるために、優秀なコンサルタントを買ったのだから。

「あ、そうだ」

　十夜に課された『相手になにか変化があったらすぐに報告しろ』という課題を思い出し、スマホのチャットアプリを開いた。そして【タカちゃん気づいたかもしれない】とメッセージを送り、「これでよし」と画面を消す。

　するとすぐにスマホが震えて、慌ててもう一度開いた。

【なにか言われたのか？】

　業務的な態度が十夜らしくて、思わず顔がほころぶ。

【がんばって避けたら急に抱きしめられた】

【へぇ。で、どうだった】

【どう？　ビックリしただけで特になにも】

【ならいい】

　なにが『いい』のだろうか。リアルの十夜よりもさらに感情が読めず、非常にやりにくい。

【またなにかあったら連絡するね】

【あー】

　はい、会話終了。

　せっかくプライベートな繋がりが持てたというのに、この程度で終わってしまうのは寂しい。

　なにか会話はないかと指を宙で遊ばせていると、新しいメッセージが届いた。

【そーいや、お前との契約のことだけど。成功報酬でいいからな】

「成功報酬？」

　聞き慣れないその言葉をスマホで検索してみる。

「成功報酬とは。依頼された物事が成功した場合に支払われる報酬のこと……」

　そこではたと気がつく。この契約に関して、彼は、優愛さんを助けたお礼を兼ねてとは言ったけれど、具体的な金額などは明示していない。

【そういうのは先に言ってよね！　後から言うなんてセコい！】

【人聞き悪いな。言い忘れてただけだ】

『言い忘れてた』？　十夜に限ってそんなことはあり得ない。

【ちなみに、その報酬っていくら？】

【クライアントの満足度にもよるが、そうだな……】

　あまりにも高額請求だったら消費者センターに訴えてやる。

　そう意気込んで握りしめたスマホがブブッと震えた。

【身体で払ってもらおうか】

　……え。

「えぇぇッ!?」

　衝撃のあまり、スマホを布団へ投げつけた。血液は一気に沸点に達し、ドッドッと異常な音を立てて全身を駆け巡る。

「ちょっ、見間違いじゃないよね!?」

　慌ててスマホを拾い上げ、震える指で画面をスライドさせると……。

【バーカ。なに赤くなってんだよ】と、ひと言。

　なんでバレてるの!?と辺りを見渡すけれど、もちろんそこに十夜の姿はあるはずもない。

【バッカじゃないの!?　全ッ然赤くなんかなってないけど！】

【ハイハイ】

　返ってきたメッセージに、またも意地悪な十夜の顔が浮かぶ。

「悪質すぎる……！」

　冗談だとは分かっていても、心臓は一向に鳴り止む気配がない。

『好きになるな』って言ったくせに。優秀なコンサルタントならば、これが思わせぶりになることくらい気づいてほしい。

【とーやのバカ】

【わりーわりー】

【バカバカバカバカバカ】

　悔しさを指先に集約させ、何度もその言葉を送りつけていると、不意に画面が切り替わった。勢いでうっかり【応答】をタップしてしまった私は、慌ててスマホを耳に当てる。

《バカって言ったほうがバカなんだろ？　》

　耳をすり抜けたその声に、全身の細胞が奮い立った。

「だっ、だってだって十夜、悪質なんだもん！」

《さぁ、なんのことだか》

　プライベートの低い声は、電話を通じてさらに半トーン落ちる。語尾に残る呆れた笑いは、今の十夜が感情を殺していない証拠だ。

《彼氏はアトリエに戻ったのか？　》

「え、なんで分かったの？」

《お前のことなら手に取るように分かる》

「なッ……!?」

　一瞬、甘い言葉かと勘違いをしそうになった。しかしこれは、私を単純なヤツだとバカにしているだけに決まっている。

《また変化があったらすぐに言えよ》

「……うん、分かった」

《じゃあな》

「……うん、おやすみ。……あ、あのさっ」

　そう声をかけても、返ってくる声はない。スマホを耳から離すと、既にチャット画面に戻っていた。

「……まただ」

　初めて十夜と飲みに行った日の帰りと同じ、苦々しい気持ちがぶり返す。少しは特別な関係になれたのかと思ったのに、こうして最後は何事もなかったかのようにシャットアウトされるのだ。

　今日、十夜に言われた『好きになるなよ』の言葉の意味はそのままで、彼は優愛さん以外の女性を、私を、絶対好きにはならないということだ。

　優秀なコンサルタントは、望んでいないことまで教えてくれる。

「……バカ」

　十夜なりの優しさだとは分かっていても、嬉しくない。

「もう、手遅れだよ」

　音沙汰のないチャット画面が余計に悔しくて、そっと伏せた。

　コンサルタントとクライアントいう関係は、今までもこれからも、決して変わることはない。しかし私が失恋を遂げたら、その関係すらもなくなるのだ。仕事で顔を合わせることはあっても、プライベートの十夜との繋がりは絶たれてしまう。

「なら、そんなに焦って別れる必要もないかな」

　そんな邪よこしまな考えが頭をよぎった。しかし、それは絶対にダメだと言い聞かせるように首を振る。

　私は私のために失恋をすると決めたのだ。その目標だけは、なにがあっても見失ってはならない。たとえ、十夜とタカちゃんの両方を同時に失うことになるとしても。










今だけ俺を好きになれ




「つまり失恋しちゃったのね。どんまい、エン」

　続けて「この部屋暑い」とぼやきながら、萌はブラウスの胸元をパタパタと扇ぐ。

「いや、そもそもさ、私は十夜に好きとかひと言も言ってないんだよ？」

「エンの正直すぎる態度を見てれば嫌でも伝わるよ」

「私ってそんなに分かりやすい？」

「なにを今さら」

　萌は今日も完璧に美しい唇を結んで、ふふっと笑う。

　ランチを終えた私たちは、社内の休憩スペースでガールズトークの続きをしていた。爽やかな春は面影をなくし、生ぬるい陽差しが部屋を包む。

「私が失恋する相手はタカちゃんのはずなのに……」

　じっとりとした空気も相まって、私の気分はどんよりと重い。ため息をつく私の隣で、萌は「んー」と口を尖とがらせながら、湿気にも負けないふわふわパーマを弄ぶ。

「相手が優秀な人だから、一瞬カリギュラかなと思ったけど……」

「なにそれ。怪獣の名前？」

「おバカ。カリギュラ効果っていって、禁止されると余計にそうしたくなる人間の心理。ほら、鶴の恩返しだよ。『見ちゃダメ』って言われると余計に見たくなっちゃうやつ」

「あぁー！　それよくある！」

　優愛さんのお店を覗いてしまった、あの時の状態だ。

「エンは単純だから、そういうのにすぐ引っかかるでしょ？」

「えっ、てことは、十夜は私に好きになってもらうために、わざと『好きになるな』って言ったってこと!?」

「と思ったんだけどさ。エンほど単純な人間なら『別れたら付き合ってやる』ってご褒美を鼻先にぶら下げたほうがずーっと効果的だわ。だから百パー違う！　ごめんあははっ」

　一いち縷るの望みは、萌の高らかな笑いと共に消え去った。

「萌のバカー！　もー、恋愛ってこんなにしんどかったっけ……」

「エンはブランク長いから余計だよね。それに付き合えたとしても、そのほとんどが別れちゃうわけだしさ」

　萌は休みの間に新調したという水色のネイルを見つめて言った。

「そうだよね……。あー、世の中の何割の人が幸せな恋愛してるんだろ」

「さぁ。茅かや野のさんに聞いてみたら？」

「確かに！　ちょっと行ってくる！」

　私は休憩スペースを飛び出すと、背中を丸めて食い入るようにパソコン画面を見つめる茅野さんの隣へ立った。

「茅野さん！　世の中の恋愛の何％が幸せなんですか？」

「少々お待ちください」

　私をチラリとも見ることなくそう返した茅野さんは、タタタタッと十六ビートのテンポでキーボードを叩く。そして、待つこと十数秒。

「出ました」

　茅野さんはトレードマークの黒縁眼鏡を中指で押し上げると、無感情の視線を持ち上げる。

「十五％です」

「じゅっ……!?　そんなに低いんですか!?」

「はい。残りの八十五％は失恋という結末を迎えます。ちなみに恋愛が成功し結婚という結末を迎えたとしても、そのうち約二十％は離婚をするので、結果的にはもっと多くの恋愛が不幸せな結末を迎えています。ちなみに今は『三組に一組が離婚をする』などと騒がれていますが、あれは誤りで実際には――」

「あ、それ以上は難しそうなので大丈夫です」

「……そうですか」

「ハイ。ありがとうございました」

「いえ」

　茅野さんは再びパソコン画面に視線を戻すと、十六ビートを再開した。

　経理部に所属し、一期上の先輩である茅野さんは、理系の国立大学を卒業した超エリートの数字オタクだ。さまざまな現象の統計データを集めては分析するのが趣味らしく、今のような突然のフリにも百％答えてくれる、無愛想だけどいい人だ。ただ、語り始めたら止まらなくなるのが少々難点である。

「幸せな恋愛は十五％かぁ……」

　ため息交じりに自分のデスクへ向かうと、遅れてやってきた萌が斜め向かいのデスクに着席する。

「私は妥当な数字だと思うけど？」

「え!?」

　これが酸いも甘いも噛み分けたモテ女の余裕か。

「だって仮に幸せな恋愛の割合が五十％だとしたら、カップルの二組に一組は結婚するんだよ？　そんなハピネスに溢れた世の中じゃないでしょ」

「話の腰を折るようですが笹川さん、僕のデータは単純な恋人同士の結末だけではありませんので、実際のところは――」

「お言葉ですが茅野さん、エンにはこれくらい簡単に言わないと伝わらないからいいんです」

「……そうですか」

　茅野さんは十六ビートを再開する。

「ねぇ、もしかして私バカにされてる？」

「気のせいよ」

　萌はにっこりと微笑むと「さ、午後もがんばろ」と言ってキーボードを叩き始める。

　私は割り切れない気持ちを引きずりつつも、しぶしぶ午後の仕事に取りかかった。




　定時を迎えたオフィスには、拘束から解放された人々の和やかな声が飛び交う。私も室長に残業を押しつけられる前に帰るべく、いそいそと帰りの支度を始めると、デスクの上に置いたスマホがブブッと音を立てた。

　光った画面を覗き込んだ私は、思わず固まる。

「エン、もう帰れる？」

　身支度をする萌に声をかけられ、私はぱっと顔を上げた。

「あ、うん。今パソコンの電源落とした」

「じゃあ久々にカフェ寄ってかない？　どーせ帰ってもひとりでしょ？」

「あー……うん、行こう！」

　私はスマホを握りしめ、後ろめたい気持ちも一緒にカバンに押し込むと、勢いよく席を立った。

「萌、ついでに飲もう！」

「え、まだ月曜なんだけど」

「いいからいいから！」

　こういう時は飲んで気を紛らわす。それに限る。




　イタリアンカフェでワインとパスタを堪能した後、帰路につく。

　底なしガールズトークの最中は、余計なことを考えずに済むから楽だ。

　私は放置していたスマホを取り出し、恐る恐る画面をつけた。すると表示されたのはいつもの待ち受け画面で、ホッと胸を撫で下ろす。

【今日、家に帰るね。エンちゃんは何時ごろ帰ってこられそう？　大……】

　あの時確認できたメッセージはここまでだ。

　私は十夜の言いつけを守り、即レスをしないように心がけていた。既読マークがつかないよう、ポップアップに表示される文頭を読み、緊急性がないことを確認したら、時間を置いて返事をするという手法だ。

　最初は後ろめたさから胸が痛んだけれど、最近はようやく慣れてきて、ついに今日、悪意を持って見て見ぬふりをしてしまった。

　二十一時を過ぎたところで最寄り駅に着く。タカちゃんはもう帰ってきているだろう。さすがに既読無視をしたまま顔を合わせるのは気まずいので、意を決し、数時間前のメッセージを開いた。

「……え」

　一瞬のうちに血の気が引いた。

　ポップアップには表示されなかった続きのひと言を、見開いた目で何度も読み返す。

　なぜ数時間前の私は『大……』に続く文章を想像しなかったのか。タカちゃんがよく使う『大丈夫？』も『大変だね』も、脈略で考えれば明らかに不自然だと、なぜ気がつかなかったのか。

【大事な話があるんだ】

　ひどく痛む胸を押さえながら、一歩前に踏み出した。

　早く行かなければと思うのに、頭の中の私は『行きたくない』と叫ぶ。

　十夜と遊んでいたことがバレたのか。それとも……。

　玄関の前に辿り着くと、深呼吸をして乱れた息を整える。震える手で鍵を開け、ゆっくりとドアノブを回した。

「エンちゃん、お帰り！」

　私を出迎えたのは、目に痛い蛍光灯の明かりと、愛嬌のある笑顔だ。いつもと同じ、私の日常の一ピース。

「タカちゃん、それ……」

　ただひとつ違うのは、目の前に立つタカちゃんの姿だ。

「あ、これ？　一応見た目くらいはちゃんとしとこうかなって思ってさ」

　ボサボサの長い髪は短くカットされ、ゆるゆるのスウェットは漆黒のリクルートスーツに。私を見据える強い眼も全部、私の知らない男の人だ。

「あはは、そんなにビックリしないで。エンちゃんと初めて会った日もこのスーツを着てたんだよ？」

「……うん、憶えてる」

　しかしあの頃のタカちゃんは、田舎から出てきたばかりの無む垢くな少年という印象だった。今のように、男の人を匂わせる雰囲気など少しもなかった。

「そっか、よかった。えっと……とりあえず中入って？」

　照れくさそうに笑うタカちゃんは、そそくさとリビングに入っていった。その背中を見届けて、ぼんやりと思う。

　カバンに詰め込んできたことが見て取れるほど、くたっとシワが寄っていたあの日のスーツも、今日はパリッと音がしそうなほど糊のりが効いていて、キレイな直線を描いている。クローゼットの中で六年間眠らせていたスーツを、わざわざこの時のためだけに、クリーニングに出したのだろう。

「エンちゃん、あのね。いろいろ考えたんだけど……」

　タカちゃんはこたつ机を挟んだ向かいに正座する。緊張しているのか、視線は机と私の顔を行ったり来たりしている。

「今月末の展覧会がダメだったら、潔く絵の道を諦めようと思うんだ。さすがにもう、潮時なのかなって」

　胸に手を当てれば、鼓動は波打つほどに荒れている。しかし私はひどく冷静に、目の前で頬を染める男の人を眺めていた。

　タカちゃんは唇を固く結び、肩を張り、大きく息を吸って私に向き直る。

「こんな僕を見放さずにいてくれたエンちゃんのためにも、がんばるから。どうか僕の最後を見届けてほしい」

『最後』というワードに、心臓がドクンと呼応した。そして我に返る。

　今、私の目の前にいるのは、知らない男の人などではない。六年間の月日を共にしてきた、私の彼氏だ。

「最後だなんて……」

　そこからはなにも言えなくなる。それ以上は言葉にしてはいけないと、頭の片隅で誰かが言っていた。

「最後が嫌だって思ってくれるの？　エンちゃんは本当に、優しいね」

　タカちゃんは自嘲的な声色を落とした。

　柔らかな言葉とは裏腹に、切り裂かれるような痛みが胸に走った。

「違う！　私は、私は優しくなんか……ッ」

　耐え切れず、痛みを吐き出した。

　私のためにスーツをクリーニングし、待っていてくれたあなたの気持ちなど露知らず、故意に遅れて帰ってきた私を、どうして優しい人間だと言えるのか。

「エンちゃん、どうしたの？」

　私の顔色を窺う、純真な瞳が怖い。

　タカちゃんは、本当はすべて分かっているのではないだろうか。私が返事をしなかったのは意図的で、すべてはあなたから離れるためにやっていることなのだと。あなたの言う『優しい』は、私を戒めるための嫌味であり、私を動揺させるために、あえて『最後』という言葉を使ったのではないかと。

　……怖い。自ら別れを望んでいたはずなのに、疎まれることが心底怖い。

「エンちゃん、そんな顔しないで。もちろん今回も声がかかると信じてがんばるよ！　ただ本当に最後になるかもしれないから、今回の展覧会は絶対に観に来てほしいって意味だからね？」

　タカちゃんは眉尻を下げた笑顔で、私の顔を覗き込んだ。

「それにね、僕が本当に言いたかったことは……」

　タカちゃんは姿勢を正す。改まって向けられた表情は、ドキリとするほど真剣で、その先を想像した心臓は徐々に大きく波打っていく。

「もし展覧会がダメだったら、ちゃんと仕事して、これからは僕がエンちゃんを支えていけるようにがんばるよ。だから、いつか僕と……」

　激しい鼓動は、必死に私の耳を塞ぐ。それでもすり抜けて聞こえる声は、限りなく真摯で……。

「結婚してください」

　思い描いていた想像は、無慈悲な現実へと変わった。

「あ、ごめんね！　プロポーズみたいになっちゃったけど、今日は僕の意志を伝えたかっただけだから！」

　タカちゃんは取り繕うかのように、真っ赤になった顔を机に向け額の汗を拭う。

　私はブラウスの裾をギュッと握りしめ、必死に手の震えと闘っていた。なにか言わなければならないのに、なにも言葉が出てこない。

「エンちゃんの意志もあるし。というか……エンちゃん、他に気になってる人いるよね？」

「ッ!!」

　ドッドッと、これ以上なく心臓が脈打つ。沈黙は肯定と同じだと分かっているのに、喉は熱く、狭くなるばかりだ。

　そんな私を見て、タカちゃんは「そっか」と笑みを強くする。

「ご、ごめ……」

「大丈夫だよ、怒ってないから。こうなったのはエンちゃんに甘え続けてきた僕の責任だしね。それにエンちゃんが離れていくかもって思ったから、この決断もできたんだ。だから、むしろ感謝しなくちゃ」

「そんなこと……！」

　すべては自分のせいだと言わんばかりのタカちゃんに、罪悪感が膨らんでいく。こんなにも優しい人を私は騙していたのか、と。

「僕は今でも、エンちゃんのことが好きだよ。だから考えておいてほしい」

　再び向けられた真摯な目に、私はたまらず俯く。混乱と動揺で理性などとうになくしていた私は、正しい判断などできるはずもなく、ただこの場を凌しのぐためだけに、小さく頷いた。




　なにをしていてもタカちゃんのことばかりが頭に浮かんで、仕事もろくに手につかない。今日は待ちに待っていたはずの水曜日だというのに、頭がボーッとするばかりで、なにをどうすればいいのやら……。

「――や。篠宮ッ!!」

「はいッ!?」

　突如飛んできた室長の怒号に驚き、ガタンと椅子が鳴った。

「なにボーっとしてるんだ。ミーティング中だぞ」

「すっ、すみません！」

「ったく。すまんな片柳くん、昨日からずっとこんな調子で」

　室長は頭を抱えながらため息をつく。

「いえ。大丈夫ですか、篠宮さん」

　緩やかな笑みが視界の端に見えたけれど、「すみません、大丈夫です」とだけ返し、俯いた。こんな顔を見られたら、またすぐに寝不足だとバレてしまう。

「篠宮、自販機で三人分のコーヒー買ってこい」

　室長はパンツのポケットから小銭を取り出すと、無理やり私に握らせた。それが『頭冷やしてこい』というメッセージだと悟った私は、素直に応じてそそくさと部屋を出る。

　私は一昨日、タカちゃんに言われたことを十夜に報告しなかった。つまり、十夜の課題を守らなかった。

　揺れてしまった気持ちを責められることが怖くて、自分の意志の弱さが情けなくて、指導してくれている十夜に申し訳なくて、正直に伝えられなかった。

「室長はブラック、と。十夜は……」

　迷った指は行き場をなくす。やがて痺しびれを切らした自動販売機は、カランカランと虚しい音を響かせて、小銭を吐き出した。

「……私、なにしてんだろ」

　あろうことか、大事な取引先の人間のコーヒーの好みを聞き忘れるだなんて。今度こそ本当に失望されてしまったかもしれない。

「今はビジネス！　ちゃんとしろっ！」

　自分に活を入れ、小銭を再び投入した。そして一般的に男性が好みそうなブラックと微糖をセレクトし、黒の缶二本、金の缶一本を抱えて引き返す。

　もしも十夜が微糖を選んだら、私は苦手なブラックを飲まなくてはならない。そうならないことを祈りながら、静かにミーティングルームの扉を開けた。

「戻りました。片柳さん、ブラックと微糖のどちらかでよろしかったですか？」

　気合いを入れ直した営業スマイルを向けると、十夜はじっと私を見上げた。たった一秒の吟味の間に、異常な緊張を感じる。

「では、微糖をいただきます」

「あ……どうぞ」

「ありがとうございます」

　十夜は金の缶を受け取ると、にこやかに会釈をする。

　十夜はブラックだと思ったのに！　と心の中で舌打ちをしつつも笑みを返した。そして残った黒い缶のひとつを室長に差し出し、席に着く。

「しかし片柳くんの提案する人事制度には目を見張るものがあるよ」

「ありがとうございます」

　会話をしながら缶を開けるふたりに倣い、私もしぶしぶプルタブに指をかけた。

　ひと口すすってみるけれど、慣れないブラックはやはり苦くてまずい。しかしおかげで目が覚めたのか、その後はしっかりとミーティングに集中することができた。




　二時間を少し超えたミーティングも終わりを迎え、部屋を出たところで室長と十夜が最後の確認をする。

「では片柳くん、来週は各部署のリーダーを集めてのプレゼンでいいね？」

「はい。ご理解いただけるよう努めます」

　ふたりの会話が終わると、否応無しの試練の時間がやってくる。

「篠宮。片柳くんの見送り、頼むぞ」

「……ハイ」

　あぁ、怖い。十夜が私の異変に気づいていないわけはないし、ふたりきりになった瞬間、なにを言われるだろうか。

「片柳さん、こちらへどうぞ……」

「篠宮さん、いつもありがとうございます」

　文句の付けどころがない完璧な笑みが余計に緊張を煽り、十夜に見られているだろう背中にはじわりと嫌な汗が滲む。幸いにも待たずして到着したエレベーターに飛び込むと、すかさず入り口付近に身を寄せた。

「お前さ」

　構えていたにもかかわらず、ビクッと肩を震わせてしまった。私は【閉】のボタンを連打しながら、振り返ることなく「ハイ」と返す。

「明日の夜、空けとけ」

「……は？」

　拍子抜け必至の言葉に、今度は簡単に振り返ってしまった。

　十夜は腕を組み、いつも通りの無表情で俯き気味に私を見据えている。

「助けてくれたお礼に今度こそ食事でもいかがですか、だってよ」

「優愛さんが？」

「あぁ」

　十夜はそれだけ言うと、視線を床に落とす。

　あまりに抑揚のない声に、私は緊張を忘れて、代わりに混乱が増していく。

「でも優愛さん、身体は……」

「俺の言うことは絶対だろ？」

　再び視線を上げた十夜には眉間のシワは見当たらず、感情の色も拾えない。しかし、あえて確認するかのように言われたその意図は、嫌でも分かる。

「ま、睡眠だけはちゃんと取れよ」

　十夜は淡白に呟くと、私の額にコツンと手の甲を当て、開いた扉から颯爽と去っていった。

　彼を失った空間には、清涼な香りの余韻が漂う。

「……なんでよ」

　私が〝絶対〟を守らず、なにかを隠していることに気づいているのに、なぜ怒らないのか。『好きになるな』って言ったくせに、どうしてそんな優しいことを言うのか。

「私だってこれ以上――」

　続く言葉を遮るように銀色の扉が視界を横切り、私を無機質な空間へ閉ざす。それはまるで、届かない想いを象徴するかのようで……。

「……好きになりたくないよ」

　私を独り乗せたエレベーターには、潤んだ声が虚しく響いた。




　翌日、最寄り駅のロータリーで、足早に交差する人の流れを眺めていた。クールビズが始まり、ワイシャツにノーネクタイ姿のサラリーマンが目立つ。

「よぉ」

　斜め後ろから現れた十夜は、今日もチャコールグレーの背広を羽織っている。季節の変化にも動じないクールな表情は、今日も健在だ。

「……お疲れさま」

「行くぞ」

「うん。あの、大事な報告があります」

「ドーゾ」

　意味深に言ってみても、やはり少しも動じてはくれない。今日ここで私が話を持ちかけることも、予想通りだったに違いない。

「タカちゃん、私の気持ちが離れてることに気づいてた」

「そうか」

「それから最近、連絡を取ってる男の人がいるってことも」

　本当は〝気になってる人〟が正解だけれど、張本人である十夜には言えるはずもない。

「で、引き止められたのか？」

　十夜はほんの少しだけ首を傾け、感情のない視線を私に向けた。

　無関心にも思えるその態度が悔しくて、つい大げさに言ってしまう。

「プロポーズされた」

　これはさすがに『なんでそんな大事なことをすぐに報告しないんだ』と、怒られるだろうか。

　恐る恐る視線を上げると、十夜は変わらず前を見据えているだけで、動揺している素振りは微塵も感じられない。

「怒らないんだね、報告しなかったこと」

　こんな口を尖らせた言い方、本当にかわいくないと自分でも思う。

「まぁ、絶対なんて、あってないようなモノだからな」

　その意味深な物言いに、やはり失望されてしまったのかと焦りを感じて、慌てて十夜の顔を覗き込んだ。

「ご、ごめん。その、テンパっちゃって……」

「そういう時のための俺だろ」

「え？」

　十夜は私を静かに見下ろし、無表情のまま言い放つ。

「お前は俺がいないとダメなんだよ」

　そう言って、呆ほうける私を置いてスタスタと歩いていった。

　なに、その少女漫画から引用してきたようなセリフは！　と、慌てて十夜の腕を掴む。

「どういう意味!?」

「まんまだろ。バカなお前には指導してやる人間がいないとダメだっつーことだ」

「はぁ!?　な、なら最初からそう言ってよね！　勘違いするじゃん！」

「勘違い、ねぇ……」

　十夜はニヤリと口角を上げると、私の手首を掴んでグイと引き寄せる。

「俺の言いつけを守らなかった罰だ。ザマミロ」

　間近に寄せられた眉間のシワを見て、今の十夜は不機嫌なのだということを知った。

「やっ、やっぱ報告しなかったこと怒ってんじゃん！」

「別に、怒ってねーけど？」

　そう言って緩やかな笑みを見せる十夜に、かぁっと頬が熱くなるのを感じた。『好きになるな』と言っておきながら、こんな嫌がらせをするのだから、彼は本当に性格が悪い。

「つーか、プロポーズか……」

　十夜は私の腕を解放すると、わずかに明るさの残る紺こん青じょうの夜空を見上げた。

「まぁ、それは半ば勢いだったみたいで。本当に言いたかったのは、今回の展覧会がダメだったら画家を諦めて働くってことだったみたい」

「そうか。で、揺れたんだな？」

　断定的に問われ、なにも言えずに視線を逸らしてしまった。たとえ否定したとしても、十夜にはウソだとすぐにバレてしまうだろう。

「別れたくなくなったか？」

「それはない！」

　これははっきりと即答した。確かにその場では揺れてしまったけれど、やはりタカちゃんをもう一度、男の人として好きになれる自信はない。

「ならいい」

　十夜はフッと笑ったかと思うと私の頭を乱暴に掴み、グイと無理やり下を向かせる。

「わっ」

「対策考えといてやるから、お前は俺の言うことだけ聞いてろ」

　言い終えると同時に手が離され、私はバッと顔を上げる。

「いいな？」

「……ハイ」

　自信に満ちた意地の悪い笑みは、悔しいけれど頼もしく思えてしまう。

　萌の言う通り、『別れたら付き合ってやる』というご褒美があれば、すぐにでも別れられるのに。

　そんな最低な本音を悟られまいと、頷くふりをして俯いた。




「篠宮さん、お待ちしておりました！」

　玄関に着くと、優愛さんが天使の微笑みで私たちを迎え入れてくれた。そして「その節はありがとうございました」と、深々と頭を下げる。

　あの時は貧血で倒れこそしたものの、その後はつわりなどの症状もほとんどなく、経過も順調らしい。

「優愛さんも赤ちゃんも元気でなによりです。今日はお招きありがとうございます！」

「こちらこそ、来てくださってありがとうございます。あ、それから急で本当に申し訳ないのですが、夫が友人を連れてきたいと申してまして……。ひとり増えても大丈夫ですか？」

　そう困り顔で問われ、特に人見知りもしない私は「大丈夫ですよ」と返そうとしたのだけれど……。

「おい、聞いてねーぞ」

　私の後ろに立つ十夜が、妙に苦い顔をする。

「ごめんね。本当についさっき連絡がきて……」

「アイツ、ぜってー確信犯だろ」

　初めて見る十夜の焦りの表情に少なからず驚いた私は、「十夜も知ってる人なの？」と問いかけたその時……。

「お、十夜たちも今着いたのか」

　ガチャリと開いた玄関扉から現れたのは、優愛さんの旦那さんだ。続けて顔を出したのは……。

「よぉ、十夜。さっきぶりだな」

　私もよく知る、爽やか笑顔の持ち主だった。

「木崎さん!?」

「篠宮さん、こんばんは」

「こっ、こんばんは……？」

　まったくもって状況が呑み込めない私は、見開いた目で十夜にヘルプを求める。

「なんで木崎さんがいるんスか……」

　十夜はこれまた初めて見る、なんともいびつな笑顔を浮かべていた。




「――つまり、もともと遠山さんと木崎さんがお友達で、遠山さんの紹介で、十夜は木崎さんの会社に入った……ということで間違いないですか？」

「うん、間違いないよ」

　私の向かいに座る遠山さんは、穏やかに微笑む。

「生意気な十夜をここまで育てるの、本当に大変だったんだよ？」

　私の斜め向かいに座る木崎さんは、なにやら意味深な笑顔を浮かべた。

　それに対し、私の隣で黙々と食事を続ける十夜は、我関せずといった様子で先ほどからひと言も発していない。しかし、どことなく不機嫌なオーラを発している。

「篠宮さん、お嫌いなものはありませんでしたか？」

　優愛さんはかわいらしく首を傾げた。

「とんでもない！　全部おいしいです！」

「わぁ、よかったです」

　優愛さんの笑顔には、ホッと癒やされる。彼女は、空気を和やかにするアロマのような存在だ。

「そういえば十夜、確かこの前は篠宮さんのことあだ名で呼んでたよな？　なんだっけ？」

　ピタリと箸を止めた十夜は、微笑む遠山さんに視線を向けた……いや、睨んだ。

「自力で思い出せ」

「ケチだなー。それとも、言えない理由がなにかあるのか？」

「黙れ」

「おい十夜、レディの前でそんな言葉使うんじゃねぇよ」

　木崎さんのピリッとした口調に、十夜は口を噤む。

「十夜、お前は本当に木崎に弱いのな」

　煽るかのように、遠山さんは笑う。

「っせーな。てめーは黙って飯食ってろ」

「おい、十夜」

　木崎さんの声に、またも口を噤む十夜。

　まるで主人と忠犬のようなやりとりに、私は思わず「ぷ」と吹いてしまう。

「あ？　お前なに笑って――」

「おい十夜、大事なクライアント様に向かって『お前』とはなんだ。あ？」

　再び木崎さんに叱責され、やはり口を噤ぐ十夜に耐え切れず、今度は「あははっ」と盛大に笑ってしまった。

　その後もお二方にいじられ続けた十夜は、跡が残るのではないかと心配になるほど、終始眉間にシワを寄せていた。

　なににおいても完璧だと思っていた彼の意外な一面を見て、またひとつ、ホンモノの十夜を知ることができた気がした。




「あーうまかった。よし十夜、煙草買いに行くぞ。コンビニまで案内しろ」

　席を立った木崎さんに、十夜は困惑の視線を向ける。

「なんで俺なんスか」

「つべこべ言うな。行くぞ」

　木崎さんは渋る十夜を強制的に連れ出し、リビングには遠山さん夫妻と私の三人が残った。

「では」と片付けを始めた優愛さんを手伝おうと、私も慌てて立ち上がる。

「篠宮さん」

　同じく立ち上がった遠山さんに、真正面から声をかけられた。

「少しベランダで話さない？」

「……は、い？」

　奥さん目の前にいますけど……？　と、優愛さんのほうへ視線を送ると……。

「ここの夜風は気持ちいいですよ」

　なぜかとても嬉しそうに笑う。

「優愛、片付けは後で俺がやるから部屋で休んでて。少し疲れたろ」

「そんな、大丈夫ですよ」

「いいから。無理はしないようにと先生に言われてるだろ？」

「……はい。ではお言葉に甘えさせていただきます」

　優愛さんは眉尻を下げて微笑むと、私に会釈をしてリビングを出た。

　理想の夫婦像とはまさにこのふたりのことを言うのだろうな、とぼんやり眺めていると、遠山さんがこちらにくるりと向き直る。

「篠宮さん、どうぞこちらに」

「あ、はい」

　促されたサンダルに足を通し、ベランダに出る。顔を上げると、漆黒に染まった空が私を出迎えた。

　夏の霞かすみが星の瞬きを邪魔するけれど、優愛さんの言う通り、抜ける風は梅雨を感じさせない清々しさだ。

「わぁ、さすが最上階……！」

　眼下に広がるのは、住み慣れた街の見慣れぬ夜景だ。こうして上から眺めるのは初めてで、駅はどっちだとか家はあれかな？　だとか、ネオンの道を辿ってしまう。

「もうすっかり夏だな」

　そう言って、私の隣に寄りかかった遠山さん。その横顔は端正で美しく、やはり十夜のお兄さんだな、と再認識すると同時に、小さな違和感が生まれた。

「遠山さんと十夜ってあんまり似てないですよね」

「そうだね。俺たちは異母兄弟だから」

「えっ!?」

　サラリとディープな話をされて驚いたけれど、ふたりの苗字が違うことを今さらながらに思い出す。

「十夜から聞いてない？」

「はい。というか私はただのクライアントで、十夜とは別になにもないんです」

　私は手すりの上で腕を組み、そこへズルズルと顔をうずめた。

「そっか。じゃあ、逆になにを聞いてる？」

　遠山さんは私の目線に合わせるように上体を屈めた。部屋から漏れるオレンジライトの優しさが彼の黒髪をより艶やかに魅せて、思わずドキリとしてしまう。

「えっと、その……優愛さんのこととか、ですかね」

　曖昧に濁らせたのは、もちろんその当事者のひとりが私の隣にいるからだ。

「やっぱり聞いてるんだね」

「すみません、部外者なのに」

「いや、その逆」

「え？」

　遠山さんは儚はかなげに目を細めると、呼吸を置き、優しく微笑む。

「ありがとう、篠宮さん」

　涼風がカーテンをさらい、彼を照らす逆光はゆらゆら揺らめく。その美しさに呑まれそうになり、慌てて黒い空へ視線を逃がした。

「感謝される意味が分かりません……」

「端的に言うと、十夜と出会ってくれて、かな」

　余計に意味が分からなくなり、眉をひそめた私に対して、遠山さんはフッと笑う。

「昔の十夜はもっと感情的なヤツだったんだよ。むしろ感情むき出しで手に負えないくらい」

「え!?」

　十夜が感情をむき出しに？

　うーんと頭を捻ってみるけれど、まったくもって想像できない。

「十夜に感情をコントロールする術を教えたのは木崎だけど、それはあくまでもビジネスの範はん疇ちゅうであって、そもそも十夜から感情を奪ったのは俺だから」

　そう自嘲的な色を含ませて、遠山さんは笑う。

「十夜は父親とその愛人の間にできた子でね。そのせいで十夜は小さい頃から苦労してきたから、本妻の子である俺のことは相当憎んでたと思うよ」

「そうなんですか……」

　こんなプライベートの奥底にあるような話、聞いてしまっていいのだろうかと思う反面、貪欲な私は次の言葉を待っている。

「そういう環境のせいか、十夜は他人への関心がなさすぎて、特定の彼女も作ったことがなくてね。そんな十夜を変えたのが優愛だったんだ」

　懐かしさを慈しむように、遠山さんは水平線のネオンを見つめた。

「十夜はきっと初めて人を好きになったんだと思う。そして俺は、十夜にとってかけがえのない存在である優愛を奪ってしまったんだ」

　遠山さんはまるで、自分が悪者であるかのように言う。しかしそうなったのは優愛さんの意志でもあって、遠山さんも苦渋の決断だったはずだ。

「十夜は俺たちの関係を受け入れてくれるようになったけど、それもすべては優愛のためなんだ。ずっと申し訳なさを抱いている優愛を安心させるために、十夜は友人という立場で優愛の側にいることを選んだ。その結果が今の十夜だよ」

　その微笑みを見て、十夜の言葉が蘇る。

『隠そうとしても抑えようとしても、止められないのが感情だろ。なら殺すしかない』

『余計な感情はすべて殺して、アイツを想う純粋な気持ちだけを残した。それが俺にとっての唯一の幸せだからだ』

『俺は叶わない恋を嘆くつもりもなければ、救われたいとも思わない。そこがお前との違いだ』

　理解できなかった十夜の言葉が、すべてひとつの答えに繋がった。十夜は自分の想いを殺してまでも、優愛さんの幸せを願ったのだ。

『叶わない恋をしてなにが悪い』と言う十夜に、私は『報われないから』と言った。十夜の深すぎる愛情を、無駄なことだと否定してしまった。

「私、十夜にひどいことを言っちゃった……。十夜のしてることは、間違いなんかじゃ、なかっ……」

　目の前の黒が歪んでいく。十夜の想いも知らず、浅はかな感情論をぶつけた自分に腹が立って仕方がない。

　いよいよ溢れそうになる涙を感じて、私はさらに深く腕の中に潜り込んだ。

「いや、十夜は間違ってる。自己犠牲なんて、結局は自己満足にすぎないから」

　遠山さんはきっぱり言い切ると、確かな兄の顔を覗かせて微笑んだ。

「本当に優愛の幸せを願うのなら、十夜は幸せにならないといけない。十夜はニセモノの自分の中に身を置いて、変化することと傷つくことから逃げてるんだよ。本当はもっと無邪気に笑えるヤツなのに」

　優しい声色に誘われて、私は勢いよく顔を上げた。

「私もそう思います！」

　その拍子に、溜まった涙がひと粒こぼれ落ちる。

「前に一度だけ、十夜が無邪気に笑ってくれたことがありました。すごく嬉しくて、もっともっと見たいと思いました」

　私はまた浅はかな感情論を言っている。そう頭では分かっているけれど、単細胞な私には、結局理性は追いつけない。

「私はホンモノの十夜のほうが、ずっとずっと好きです！」

「……ははっ」

　遠山さんは目尻をキュッと細めた。

　それを見て我に返り、途端に全身の熱が顔面に集中する。

「いやッ、あのッ！　好きってそういう好きではなくて！」

「いや、笑ってごめんね。ただ、弁慶の如く頑なだった十夜が動かされるのも分かるなって」

「は……？」

　ベンケーの、ごとく？　例えが難しくてよく分からないけれど、遠山さんの嬉しそうな笑顔を見る限り、悪い意味ではなさそうだ。

「十夜はああ見えて、恋愛に関してはすごく不器用だからさ。自分のことになると全然ダメなんだよ」

「え!?」

　そんなことはないはずだと驚く私に、遠山さんはイタズラな笑みを浮かべる。

「照れ隠しにすぐ睨むし、好きな子をいじめちゃう典型的な小学生タイプだよ。なにより、恥ずかしくて好きな子の――」

「おい」

　遠山さんの言葉を遮った声に驚き、振り向くと……。

「不倫はよくないと思いまーす」

　眉間に今日一番のシワを寄せた十夜が、窓から顔を出していた。

「あぁ、お帰り十夜」

　にこやかな遠山さんを見て、十夜の不機嫌度は増していく。

「『お帰り』じゃねーよ。お前らなにしてるわけ」

「なにって、風に当たりながら世間話をしてただけだよね？　篠宮さん」

「あっ、はい！」

「へぇ？　ふたりきりで話さなきゃいけない世間様のお話ってなんなんでしょうねぇ？」

　十夜は不気味な笑みを浮かべると、私の前にずいと立った。

「不倫はよくないんですよねー？　なら、どうしてふたりきりなんですかねー、篠宮サン？」

「へっ!?　ちがむぐぅッ!?」

　十夜は反論に耳を貸す素振りも見せず、私の頬をぎゅむっと挟んだ。

「なぁ、なにを聞いた？」

　グッと顔を寄せられて、途端に心臓が喚わめき出す。

「ひゃっ、ひゃひほっ」

「十夜、離せ」

　遠山さんが呆れ顔で十夜を小突くものの、指の力は緩まない。

「いいから答えろ」

「ふぁ、ふぁはひへっ」

「あ？　なに言ってるか分かんね――」

「十夜」

　頬に当てられた指がピクリと震えた。声の主を想像したらしい十夜は、おもむろにぎこちなく振り返る。

「お前、減給」

　爽やかな笑顔の額には、不似合いな青筋が立っていた。




「で、本当に他にはなにも聞いてないんだな？」

「ホントだって！」

　その後、食事会はお開きとなり、木崎さんから『送り届けろ』と業務命令を受けた十夜とふたり、人ひと気けのない夜道を歩く。

　なにを聞いたのかと詰め寄る十夜に、うまくウソがつけない私は、聞いたことのほぼすべてを白状した。

　それでも十夜は眉間にシワを寄せたまま、私の半歩先を歩く。

「勝手に聞いちゃってごめんね」

「別にお前は悪くない」

「でも怒ってるし」

「だからお前には怒って……あぁーッ」

　十夜はキレイにスタイリングされた後ろ髪をガシガシッと掻くと、道の脇に佇む自動販売機へと歩み寄った。そしてガコンと音を立てた取り出し口の前に座り込み、しばしの沈黙の後……。

「かっこわりーだろ」

　淡く頬を染めて、私を睨みつけるように見上げた。

「ぷっ」

「あ？　お前なに笑ってんだよ」

「いや、だって……」

『照れ隠しにすぐ睨むし』という遠山さんの言葉通りだ。

　なおもニヤつく私を見て、十夜はさらに機嫌を損ねたのか、乱暴に缶を取り出して再び小銭を投入する。そして私をチラリと睨みつけると、こっちに来いと手招きした。

「いいか、誰にも言うなよ。これは口止め料だ。選べ」

「缶ジュース一本って、安ッ！　ていうかその言い方、お願いされてる気がしないんですけどー？」

「あ？　なんで俺がお前にへりくだらなきゃなんねーんだよ。お前は黙って俺の言うこと聞いてろ」

「ぷっ！　十夜ってばジャイアンみたい！」

　十夜は怪訝そうに目を細めるけれど、それすらもかわいく思えてきて、私は上機嫌にオレンジジュースのボタンを押す。

「ありがと！　ちょーど喉乾いてた！」

「……おー」

　ふいと目を逸らす十夜の態度とほんのり染まった頬とのギャップがなんとも愛らしい。しかし片手でブラックコーヒーの缶を開ける姿は、やはり大人の男らしくサマになっていて、じっと見入ってしまう。

「……ん？　ブラックコーヒー？」

　私の呟きに、十夜は今まさに飲もうと持ち上げた缶を一いち瞥べつする。すると表情は一変、「あぁ」と不敵な笑みへと変わった。

「あの時だけは、なぜか微糖が飲みたい気分だったんだよなぁ」

　そのひと言で、形勢が一気に逆転するのを感じた。

「私がブラック嫌いなの知ってたの!?」

「甘い酒を好むヤツは、大抵コーヒーも甘いものを好む」

「うわ、やっぱ性格悪ッ！」

「元はといえばお前が悪い」

　十夜は空いている左手で器用に私の顎を持ち上げると、先ほどまでの恥じらいなど微塵も感じさせない余裕の笑みを真上から落とす。

「俺の言いつけを守らなかった罰だ」

　忘れていた。あくまでも彼の表面はこちらで、かわいい彼は裏面のレアキャラなのだと。

「ちょっ、それ以上顔近づけないで！」

「あれ、篠宮サン。顔が赤くなってますけど？　あぁ、心臓が止まるんでしたっけ。それは大変ですねぇ？」

「このッ……、離して！」

　十夜の手首を掴んで抵抗するけれど、先ほどの仕返しだと言わんばかりに、力を緩めてはくれない。

「いっそのこと、そのうるさい口塞いでやろーか」

　その瞬間、煩悩がドカンッと爆発した。

「はぁッ!?　な、なッ……!?」

　湯気が出そうなほど真っ赤になる私を、十夜はそれはそれは満足そうに見下ろす。

「は。なに期待してるワケ？」

「期待なんかしてないッ！　もう、いい加減――」と、腕を掴みにかかろうとした時だった。

　十夜の肩越しに目が合った。呼吸を待たずに血の気が引く。

　その人は見開いた目をキュッと強く細めると、私が口を開くよりも先にこちらへと歩み寄る。

「なにしてるんですか。僕の彼女に」

　そう言って、十夜の腕を掴み上げた。

「タカ、ちゃん……」

「エンちゃん、大丈夫？」

　言葉を失う私を見て、タカちゃんは再び目を細めると、今度は十夜へ視線を向ける。

「誰ですか、あなたは」

　初めて見るタカちゃんの怒り。

　怖いと思ってしまった私は、無意識に十夜の陰に隠れるように後ずさる。

　するとタカちゃんははっとして、口を開くけれど……。

「ひとまず、手を離していただけますか」

　眉尻を少し下げた十夜の、丁寧なビジネス口調がタカちゃんを制止した。

　腕を解放されて自由になった十夜は、背中に隠れる私にチラリと目配せすると、私の腕を掴んで身を翻した。

　驚く間もなく、私は彼の腕の中に取り込まれる。

「作戦変更だ」

　そう耳元で囁かれ、ゼロ距離から落とされる妖しい笑み。

「今だけ俺を好きになれ」

　その言葉にドキリとする暇もなく、「ちょっと！」とタカちゃんの怒りの声が響いた。

「なにしてるんですか！　彼女を離してください！」

「離しません」

　凛とした声が耳に響いたかと思うと、十夜は再び身を翻し、タカちゃんの正面に向き直る。見上げた顔には、完璧に仕立てられた真摯な表情が作られていた。

「篠宮さんに彼氏がいることは知ってます。それでも、俺は本気です。だから離しません」

　十夜は私の肩を引き寄せて、今度は見せつけるかのように抱きしめた。

　迷いのない十夜の言葉に、タカちゃんの声にならない音が聞こえた気がした。しかし拘束された私は、振り向くことができない。

　華奢だと思っていた十夜の胸は見た目よりも広くて男らしく、清涼な香りはより濃く香る。おかげでこんな状況だというのに、私の心臓はバクバクと狂い打つ。

「エンちゃん、この人なの？」

　苦さを押し殺したタカちゃんの声に、ビクリと肩が跳ねた。なにか言わなければと口を開くけれど、乾いた喉は貼りついて、音が出ない。十夜の背広を握る手が震え始める。

　すると、私の肩を抱く力がおもむろに緩められた。恐る恐る顔を上げた私を、十夜は微笑みながら見下ろす。

『お前の口で伝えろ』と促す実直な瞳に背中を押され、私は意を決して振り返った。

「タカちゃん、ごめんなさい」

　震える唇をようやく動かして、言葉を紡ぐ。

「私、彼のことが……好き」

　消え入るような、情けない声になってしまった。

　しかし確かに届いたらしい私の想いに、タカちゃんは「そっか」と呟いて、怒りの色を消した。

　ぐちゃぐちゃになった想いが喉に詰まって、泣いてしまいそうだ。しかし今泣くべきは私ではないと、強く唇を噛みしめる。

「うん、でもこんなにかっこいい人なら仕方ないね。敵わないもん。はは」

　申し訳なさそうに笑うタカちゃんを見て、ズシリと胸に鈍痛が走る。

「タカちゃんは悪くない！　全部私がッ」

「ううん。前にも言ったけど、エンちゃんに甘え続けてきた僕が悪いんだ」

「そんなこと……！」

　あの時と同じだ。どう考えても悪いのは私だというのに、どうしてタカちゃんは自分を責めるのだろう。私を庇うその優しさが罪悪感となって、重く痛くのしかかる。

「あっ、でも、まだふたりは付き合ってはないんだよね？」

「もッ――」

「もちろんです。いっさい手は出していません」

　私の言葉を遮った十夜は、意味深に細めた目でタカちゃんを見据える。

「はは。イケメンなのに硬派なんだね」

　タカちゃんは視線をかわすように、まだ見慣れない短い髪をガシガシと掻いて笑った。

「エンちゃん、せめて最後の展覧会までは僕の彼女でいてくれないかな。モチベーション的にもさ。僕からの最後のお願い、いいかな？」

　そんなふうに言われたら、断れるはずがない。

「……分かった」

　頷いた私に、タカちゃんは「ありがとう」とはにかんだ。

　後ろに立つ十夜はなにも言わないし、表情も確認することはできないけれど、威圧的なオーラはひしひしと背中に伝わってくる。この期に及んでも情を捨てきれない私に、辟へき易えきしているのだろうか。

　やがて周りをキョロキョロと見渡したタカちゃんは、家の方向を控えめに指差す。

「ひとまず家に帰ろっか、エンちゃん」

「あ……うん」

　チラリと後ろを振り返ると、十夜は変わらず細めた目でタカちゃんを見据えていた。去る前になにか言わなければと口を開いた瞬間、十夜はフッと小さく笑う。

「そういえば、名乗っていませんでしたね」

　そう言って、十夜はタカちゃんへ一歩歩み寄る。

　ピリッとした緊張を感じた私は、慌てて止めようと手を伸ばすけれど……。

「片柳十夜と申します」

　流れるように差し出されたのは、見覚えのある真っ白な名刺だ。

「なにかありましたら、どうぞ遠慮なくご連絡ください」

「……住本貴幸です。あいにく、名刺は持ち合わせていませんが」

　互いに微笑み、会釈をする。

　一見すると和やかな光景には、限りなく不釣り合いな緊迫感が充満していて、私はゴクリと唾を飲んだ。

「では、俺はこれで」

　踵を返した十夜と目が合った。ほんの一瞬、なにかを思案するような間の後、彼はニヤリと悪い笑顔を浮かべ、私の頭にポンと手を乗せると……。

「オヤスミ、まどか」

　極上に甘い声を耳元に落とし、颯爽と横をすり抜けていった。

「まッ……!?」

　強烈な一撃に、くらりとめまいを起こしそうになる。

　……絶対にわざとだ。わざとタカちゃんに聞こえるように、私の名前を呼んだのだ。

『なに考えてんのよ、バカ十夜！』と叫びたくなるのを必死に堪え、闇に消えていくチャコールグレーの背中を見つめた。

　こんな真っ赤な顔ではタカちゃんのほうを振り向けないと、頬を押さえようと手を上げたところで、手に持っていた缶ジュースの存在をふと思い出す。

　知らず知らずに強く握りしめていたらしい缶の側面は、少しヘコんで歪んでいた。

「エンちゃん、帰ろう」

　タカちゃんは私の返事も待たずに踵を返し、足早に家へと向かった。

　慌ててその背中を追うけれど、慣れないタカちゃんの後ろ姿に緊張が高まっていく。

　やがてアパートの前に着くと、タカちゃんはこちらに向き直り、私を見据えた。

「最後の展覧会、エンちゃんのためにがんばるから」

　いっさいの微笑も含まない、摯実な視線に息を呑む。

　初めて見るタカちゃんの表情には、痛いほどの強い意志が浮かんでいた。

「……うん」

　私は逃げるように俯き、十夜が買ってくれた缶ジュースを手の中で転がした。

　缶を見つめたところでなにも語ってはくれないけれど、その先にいる人物を思い浮かべながら、私の弱い心が揺れ動いてしまわないようにと、すがるような想いで缶を強く握りしめた。










成功報酬はアメの味




　六月の最終週に入り、タカちゃんの最後になるかもしれない展覧会が始まった。

　今回の展覧会は関係者やＶＩＰ向けに開かれる招待制のもので、うまくいけば一生ものの顧客や繋がりが生まれるらしい。

　私は最終日に行く約束をしているけれど、刻々と迫りくるタイムリミットに、複雑な胸中であるのは否めない。

　そんな中で迎えた水曜日。今日のミーティングは、十夜によるプレゼンテーションだった。各部署のリーダー向けに開かれたものだったが、無事に全員から承認を受けることができ、結果は文句なしの大成功だ。

　重役を前にしたアウェイの場でも、少しも臆することなく毅き然ぜんとしている十夜の姿が、目に焼きついている。改めて、彼が優秀なコンサルタントであるということを思い知らされた。

「エン終わった？　帰ろー」

　ちょうど今日のミーティング内容をまとめた資料ができ上がったところで、萌に声をかけられる。

「うん、帰るー」

　残業をすると言う室長と茅野さんにペコペコと頭を下げながら、足早に会社を後にした。

　外に出てみれば、じっとりと重たい雨が降っている。昼は日差しもあったというのに。これだから梅雨は嫌われ者なのだ。

「彼氏の展覧会、いつ行くんだっけ？」

「明後日、金曜日だよ」

「そっかー。ついにエンもフリーになるのね」

　花柄の折り畳み傘から顔を覗かせた萌は、感慨深く微笑む。

　改まって言われると、胸の奥がざわめき出す。金曜日を最後に、当たり前だった『お帰り』は、もう二度と聞けなくなるのだ。

「萌、怒らないで聞いてほしいんだけど。実は私、ちゃんと別れられるか、ちょっと不安で……」

「まぁ、そりゃそーだよね」

　けろっと返された返事に、思わず「へ？」とマヌケな声が出てしまう。

「だって六年も付き合ってるんだよ？　そりゃしんどいに決まってるよ。それにエンには〝保険〟がないじゃん。だから別れるのが怖いのも分かる。女には賞味期限があるからね。二十五って難しい歳だよ」

　暗く淀よどむ景色に、萌の笑顔がパッと映えた。

　萌の言う通り、私の心は複雑で矛盾だらけだ。せっかく十夜にまっすぐな道を築いてもらったというのに、私は歩むのをためらっている。

「別れたら残念会しよーね。奢るからさっ！」

　萌は私の肩をポンと叩く。

「……本当にありがとう、萌」

　今が雨でよかった。泣きそうに歪む横顔を、傘が隠してくれるから。




　家に着くと、適当に食事を済ませてシャワーを浴びる。幾分かスッキリした気持ちで寝室にやってくると、布団の上に放っていたスマホを拾い上げた。

「……え」

　灯した画面には、着信履歴が一件。十夜の番号からだった。

　時間を見ると、着信はほんの三分ほど前だ。すれ違いのタイミングを呪いながら慌ててかけ直すと、二コールを経て通話へと切り替わる。

《おー》

「十夜！　ごめん、お風呂入ってて」

《いや。あー……お前さぁ、ちょい外出てきてくんね？　》

「え、今から？　すっぴんなんだけど」

《そんなんどーでもいいから、とりあえず出てこい。この前の自販機で待ってる。じゃーな》

　相変わらずのジャイアンな言い草に、おい！　と思いながらも、正直に緩んでしまう口元が憎い。

　私は頭に乗せたタオルをガシガシと揺すりながら洗面所に向かい、美容液兼下地のクリームを顔に叩き込む。そしてマキシ丈のパーカーワンピを頭から被り、外へ飛び出した。

　はやる気持ちが自然と早足にさせる。雨上がりの湿気を帯びた夜風が、髪から熱をさらっていく。

「十夜！　おまたせ！」

　自動販売機の前で佇む彼を見つけて、私は飛びつく勢いで駆け寄った。

「いや、わりーな。つーか、髪半乾きじゃねーか」

　そう言って十夜は私の耳の横の髪束をすくい、くるくると弄ぶ。

　グッと近くなる距離にドキリとするけれど、自分のシャンプーの香りが邪魔をして、彼の清涼な香りは届かない。

「だって、十夜が急かすから」

「あーそうだな、悪い」

　十夜はバツが悪そうに視線を逸らすと、自動販売機に小銭を投入した。

　……なにやら様子がおかしい。今の十夜は拍子抜けするほどしおらしい。

「お前も選べ」

「え？　あ、じゃあＣ・Ｃ・レモンを」

　十夜は吐き出された缶を拾って私に差し出すと、「ちょっと付き合え」と言って歩き始めた。

　季節は移ろい、彼のシルエットはチャコールグレーから白のワイシャツへと変わった。その意外と広い背中に、ついこの間、この場所で、十夜に抱きしめられた記憶がぶり返し、鼓動がゆるりと速度を上げる。

「優愛さんのお店に行ってたの？」

「あぁ、月末の締めは見てやんねーと。つっても、最近はアイツひとりでもできるようになってきたから、俺はそろそろお役御免だけどな」

「そっか……」

　声のトーンはいつになく優しいけれど、天を仰ぐ彼の横顔には、やはり寂しさも悲しさも映っていない。

「つーかお前こそ、明後日の展覧会ひとりで行けんのか？」

「はい？　子供じゃあるまいし、行けますけど」

「そ」

　十夜はブラックコーヒーをひと口飲み込むと、それ以上はなにも言わず、しばらく沈黙のまま夜道を歩いた。

　街灯に触れてたゆたうふたつの影は、重なりそうでも重ならない。

　白い背中が導いたのは、遠山さん夫婦が住むマンションの隣にある小さな公園だった。

　十夜は木製のベンチに腰かけると、中指でコツコツと隣のスペースを叩く。

　促されるまま腰を下ろすと、十夜は曇天の夜空を見つめ、浅い息をひとつ吐き出した。

「子供の頃、宝箱って持ってただろ」

「宝箱？　あー、持ってたかも。川で拾ったキレイな石とか入れてたかな？」

　唐突な言葉に、私は首を傾げ気味にして、彼の言葉を待つ。

「俺はその宝箱の鍵をなくして、一生開けることができなくなった。けどあまりに大切すぎて、宝箱を捨てることもできなかった。価値があるのは宝箱じゃなくて、その中身だってことは分かっていても」

　淡々と語る横顔には、完璧な無の表情が浮かぶ。

　遠回しな例えは、曖昧にしか理解できない。なのにどうしてか、熱いものが喉にせり上がってくる。

「なにかに執着するのは初めてだった。だから、意固地になってた部分があったのかもしれない」

　十夜はおもむろに視線を落とした。

「だから、お前に『無駄だ』と言われた時はすげー頭にきて」

「……うん」

「けど、すぐに気づいた。コイツも俺と同じ、宝箱を捨てらんねーヤツなんだなって」

　空になった缶を手の中で弄んだ十夜は、やがてまっすぐに私を見つめる。

「俺はお前に、自分を重ねてたのかもしれないな」

　初めて聞かされる十夜の本音に、心臓がギュッと縮こまる。

　黙ったままの私を見て、十夜は珍しく逃げるように視線を逸らした。

「なんつーか、人のことなら客観的になれるだろ。そしたら自ずと答えも出ると思ってな」

「……えっと？」

「だーもー、つまりだな……」

　十夜はうなだれ、「はー」とため息をつきながら手で顔を覆った。そしてためらうような間の後、少し乱れた前髪の隙間から、きつく細めた瞳を覗かせる。

「俺は自分自身もコンサルティングしてたんだよ」

　今日、初めて十夜に感情が灯った。睨みつけるような視線とほんのりと染まった頬が、その色を語っている。

「つーか、察しろよな」

　だせーだろ、と続くであろう言葉に、思わず頬が緩んでしまう。

「十夜も変わりたいと思ったの？」

「いや、まったく。変わる必要なんかねーと思ってた」

「じゃあどうして？」

「お前が俺に『得することなんかひとつもない』って言ったからだ。俺は常に自分への利回りを第一に考えて行動してんのに、得がないだなんて聞き捨てならねーからな」

　浅はかだと思っていた私の感情論は、きちんと十夜の心に届いていたらしい。それを知って、嬉しさを感じずにはいられない。

「てことは、十夜は優愛さんを想い続けることに得があるって証明したかった、みたいな感じ？」

「まぁそうだな」

「で、結果は……？」

　十夜は私を一瞥する。照れているのか拗すねているのか、微かに歪む口元は感情を殺していない証拠だ。

「損はない。けど、得もなかった。アイツを想うことが俺にとっての唯一の幸せだ。でもその関係はまったく発展しない。だからといって悲しくもない。……プラマイゼロだろ？」

　事実をありのままに紡ぐ、抑揚のない声。

　十夜の言葉は不思議だ。感情をいっさい乗せていないのに、嫌でも納得させられてしまう。

　十夜は長いため息をひとつ吐くと、目の前に建つマンションを見つめた。その視線は最上階に向けられているけれど、その先にある遠い過去を見据えているようにも思える。

「感情を殺してからは傷つくこともなくなったからな、一生このままでいいと思ってたのに……お前が全部狂わせた」

「私が？」

「あぁ。感情むき出しで考えなしで、バカみたいに素直なお前を見てたら――」

　意味深な間を持って、視線が交わる。暗がりに浮かぶ瞳は曖昧に揺れて、空気の温度を上げた。

「うらやましくなった。……少しだけな」

　俯いた横顔は火照りを帯びて、口元は悔しげに歪んでいる。普段の十夜からは想像もできない姿に、動揺した私の心臓は大きな音を立てて揺れた。

「前に、彼氏と別れたら、この六年間はいったいなんだったのかっつって泣いただろ、お前」

　十夜は尖らせ気味の口をそのままに、言葉を紡ぐ。

「あー、うん」

「あれを聞いてスッキリした」

「それって……」

　十夜も同じだったのだろうか。優愛さんを想い続けてきた時間を、無に帰すことが怖かったのだろうか。

「もう宝箱はいらねーな」

　やがて呟かれた声は、淡く優しかった。

「どうして私に本音を話してくれたの？」

「お前のことだから、どーせうだうだ迷ってんだろーと思ってな。ここまで指導してやったのに、いざとなったら情に逃げるなんて、ぜってー許さねーかんな？」

　十夜は私の前に立つと、上体を折ってベンチの背もたれに両手をつき、私を囲った。

「かッ、顔近い！　やめて！」

「大事なのは〝これから生まれる財産〟だ。分かってんな？」

　彼は私の言葉など聞く耳も持たず、威圧感をかけてくる。

「わ、分かってるって！」

「いい加減、情は捨てろよ？」

「もッ……分かったってば！」

　精いっぱいの力を込めて十夜の肩を押し返すと、満足そうに笑う彼と目が合った。

　いつもこうだ。私ばかりがからかわれて、必死になって、十夜は少しも乱れてはくれない。

「ッ……十夜は私で遊んでるの!?」

　いい機会だ。この際、十夜が私のことをどう思っているのかはっきりさせようと、私は拳を握りしめて勢いよく立ち上がった。

　しかしそんな私をあざ笑うかのように、十夜はケロリと言い放つ。

「遊んでるけど。それがどうした」

　握りしめた拳は一気に緩み、手の中の熱が冷えていく。まるで十夜と私の温度差を体感しているようで悔しくなり、再び強く握りしめた。

「ヒドイ！　やっぱ遊びだったんだ！」

「あ？　ちょっと待て。お前なにか勘違いしてないか？」

　眉をひそめる十夜に、私はキッと睨みを返す。

「分かってるよ！　十夜にとっての私は遊びなんでしょ！　私が勝手に勘違いして、少しは可能性あるんじゃないかとか思ってただけ！」

「おい、落ち着けって」

　固く力のこもった私の手首を、十夜はひょいと持ち上げる。細められた眼光は、容赦なく私の心を射止める。

「俺の言うことを聞け」

　さっきまで人を小バカにしていたくせに、急に真剣な顔をするなんてズルい。

「どーせその顔だってニセモノなんでしょ？　そうすれば私が黙ると思って」

　これ以上騙されまいと、私は思いきり顔を背けた。

「いいから、こっち見ろ」

「『好きになるな』って言ったり『今だけ俺を好きになれ』って言ったりさ、そんなことできるわけないじゃん！　私は十夜みたいに器用じゃないの！」

　掴まれた手首が熱を上げていく。もうひと言でも発すれば目尻に溜まった想いが溢れてしまいそうで、たまらず身体を反転させた。

「十夜のバカッ、大嫌いッ！　離して！」

　十夜の手を振り払おうとした瞬間、背後から伸びてきた手のひらが私の目元を覆い、そのまま強く引き寄せられる。視界を奪われよろけた私の背中に、十夜の体温が当てられた。

「嫌いになれなんて言った覚えねーぞ」

　真っ暗な視界の中、耳元で囁かれたのは不機嫌な低い声だ。

「ったく。どこで間違えたんだ？」

　囁かれた独り言に、背筋がゾクリと震える。視覚が遮られている分、聴覚、嗅覚、そして触覚が研ぎ澄まされて、全身から十夜の存在を感じる。

「やだッ、離して！」

「言うこと聞かねーからだろ。いいからそのままよーく聞け。俺は女で遊ばない。女ほど面倒でリスクの高いギャンブルはないからだ」

「ウソだ！　だって十夜はいつだって余裕な顔で、私ばっかり必死で……！」

「余裕？　……っは。そう見えてんなら願ったり叶ったりだっつーの」

　ため息交じりの呟きには、自嘲的なイラ立ちが垣間見えた。音でしか感情の情報を拾えないけれど、彼の眉間にはシワが寄っているに違いない。

「いいか、俺がお前に教えたことをもう一度よく思い出せ。俺がお前に伝えたかったことはなにか、よく考えろ。それでも分からないなら、すべて終わった後に教えてやる」

　後頭部に十夜の顔が触れるほど密着した体温に、全身が痺れるように疼うずいた。

「わ、分かったから！　いい加減に離して！」

「離したら、また暴走するだろ」

「もう大丈夫ッ！　それに万が一こんなところを優愛さんに見られでもしたら、まずいんじゃないの!?」

　そう私が強気に出た途端、全身の拘束が解かれた。背中から逃げていく熱を追って振り向けば、十夜は私に背を向け、手で顔を覆っている。

「……やっぱ優愛さんに見られたくないんじゃん」

　優愛さんのことを完全に諦めたのではないかという期待交じりの憶測は、見事に散った。

「ちげーよ、そっちじゃねぇ」

「そっちってなによ。ただの照れ隠しのくせに！」

「だから、ちげーっつってんだろ。俺が見られたくねーのは兄貴のほうだ！」

「は？　なんで遠山さん？」

　十夜は私の問いに答えることなく、辺りをキョロキョロと見渡す。

　珍しく動揺している様子を見て、やはりただの照れ隠しだという疑念は払えない。

「もー。結局、十夜の言いたいことがなんなのか、さっぱり分かんない」

　私の拗ねた声に、十夜はじろりとこちらを睨む。

「さっきも言った通りだ。自分でよく考えろ。必要なことはすべて教えた」

「ケチ」

「なんでだよ」

　私が本当に知りたいのは、十夜の率直な本音だ。

『優愛さんのことは本当に諦めたの？　私のことどう思ってるの？』。そう尋ねればいいだけなのだけれど、それができないのは私がいっちょ前に大人だからだ。

　きっと私は、十夜の答えが自分にとって好都合か不都合かで、明後日の行動を選んでしまう。

　十夜と付き合えるのなら、もちろん付き合いたい。逆に付き合えないのなら、安定を手放すまでの理由はない。これが汚い裏側の私の本音だ。

　傷つくことから自分を守りたくて、心のどこかでタカちゃんを〝保険〟にしようとしている自分がいる。あまりに卑ひ怯きょうな考えに心底嫌気が差して、ぶんぶんと顔を振り、邪念を払った。

「ねぇ十夜、明後日の展覧会の後、会えない？」

　私の唐突なお誘いに、十夜は一瞬目を丸くするけれど、すぐに顔を逸らしてしまう。

「あー。しょーがねぇから空けといてやる」

「やった！　ありがと！」

「ンだよ、やけに素直だな」

「素直だけが取り柄だってこと忘れてた」

　そうだ。私はそもそも考えることが苦手なのだ。十夜ともタカちゃんとも正々堂々と向き合う。私にはこれしか方法はない。

　もう余計なことは考えない。たとえ十夜と笑い合えることがなくなったとしても、それは私に好きになってもらえるだけの魅力がなかっただけの話だ。

「つーか、もうこんな時間か。しょーがねぇから送ってく」

　ぞんざいな物言いだが、なんだかんだで優しい十夜に、改まった気持ちが込み上げてくる。

「十夜、今までありがとう」

　前を行く背中に声をかけると、ピタリと歩みが止まった。

「まだ終わってないだろ」

　振り返った十夜は私に歩み寄ると、顔を覗き込むように見下ろす。

「成功報酬、たんまりもらってやるからな」

　妖艶な笑みを追うように、清涼な香りがふわりと舞った。




　迎えた運命の金曜日、終業後。トイレの鏡に映る自分と睨み合い、仕上げにジョルジオ・アルマーニのリップを引いた。

「よしッ！」

　完璧に仕上がった私へ活を入れ、気合いの入ったヒール音を響かせてオフィスへと戻る。

「エン、時間大丈夫？」

　萌はオフィスチェアの背もたれをぎしりと鳴らし、こちらを見つめた。

「うん。あんまり余裕持っていっちゃうと心臓もたなそうで」

「エンらしいね。私もそろそろ帰りたいなぁ」

　萌は細い腕を高々と挙げて伸びをした。本人は『今日中にまとめなくちゃいけない資料があるの』と言っていたけれど、恐らく私を心配して残ってくれているのだろう。

　萌の優しさに、私は何度も救われている。

「じゃあ行ってくるね、萌」

「うん。がんばんなよ、エン」

　萌の笑顔とガッツポーズに見送られながら、私は会社を後にした。

　日が落ちて薄闇に包まれた並木道を、人波に紛れながら歩いていく。

　展覧会が行われている会場までは、距離は近いけれど、地下鉄を二回乗り継がなければならない。時間をギリギリにした分、電車の乗り間違えは許されないので、乗り換えを頭の中で確認しながら駅へと向かった。

「……あれ？」

　いざ駅の改札に着くと、なにやら人だかりができていた。嫌な予感がして、電光掲示板に目をやれば、そこには【運転見合わせ】という無慈悲な赤文字が灯っている。

　途端に焦燥感が全身を駆け巡る。駅員に問い合わせようにも、人だかりのせいでしばらく近づけそうにない。

　もはやタクシーを拾うしかないと判断した私は、階段を駆け上がり道路脇に立った。しかし流れてくるタクシーは、無表示や【迎車】ばかりで一向に捕まらず、無情にも時間だけが過ぎていく。

　時間をギリギリにしたのが仇あだとなってしまった。このままでは間に合わない。

　どうしたらいい？　どうすれば間に合う？

　こんがらがった頭の中で最善策を探すけれど、足りない私の頭では抜け道など見つからない。

　折れそうになる心と闘いながら、私はスマホを取り出した。『助けて』と心の中で叫びながら、その番号をタップする。

《――どうした》

　耳を伝った低い声に、途端に安堵が押し寄せて、思わず声に涙が混じる。

「とーやぁ！　どうしよう……！」

《なにがあった》

「電車が止まってて、タクシーも捕まらないし、このままじゃ間に合わない！」

《今どこにいる》

　至極冷静な十夜の口調が、私に『落ち着け』と言っている。私はぐずる鼻をすすり、駅の近くにいることを伝えた。

《そこで待ってろ。十分で着く》

　そう言い放つと、十夜は「えっ」という私の反応も聞かず、通話を閉ざした。

「……どういうこと？」

　動揺する私に気を使って、一緒にいてくれるのだろうか。そうだとしても、間に合わないという事実は変わらない。

　しかし今は、十夜の言葉以外に頼れるものはない。私は祈る思いで、彼の到着を待った。




　不意に、トコトコという心地いいエンジン音が耳を掠めた。聞き覚えのあるそれに顔を上げると、見覚えのあるバイクが私の目の前に停車する。

　ヘルメットを持ち上げた彼の姿に、確かなデジャヴを見た。

「早く乗れ！」

　ワイシャツ姿に不釣り合いのバイクで現れたのは、口の悪いヒーローだった。

「なんッ……」

「後でゆっくり説明してやる」

　十夜はバイクを降りると、無理やり私にヘルメットを被せ、手早くバックルを締める。そして再びバイクにまたがると、私にも乗るよう視線で促した。

　慌てて私もシートをまたぐと、傾いた車体がゆっくりと起こされる。

「優しく運転してやれねーからな。ぜってー離すなよ」

　そう言って、行き場に困っていた私の両手を掴むと、自分の腰に強く巻きつけた。

　引き寄せられた勢いで、私の身体は十夜の背中にべったりと貼りつく。

「行くぞ」

　カチャリと音を立てて、バイクは走り出した。車体は思ったよりも大きく揺れて、身体が跳ねる。

　怖さと緊張と、言い知れない高揚感が全身を包んで、彼の体温にすがるように身体を寄せた。

『女は乗せない主義だ』と言っていたのに。緊急事態とはいえ、彼はまた私に思わせぶりなことをする。

　高鳴る鼓動のせいで体温は上がり、キツく触れ合う背中と胸元にはしっとりと汗が湿る。

　やがて信号に捕まると、前のめりだった十夜の体勢が解かれて、ヘルメット同士がコツンと当たった。

「――か？」

　十夜の声はエンジン音に消されてしまった。

「えっ、なに？　聞こえな――」

「大丈夫か？」

　顔を上げた瞬間、振り向いていた十夜と目が合った。その距離、ほぼゼロ。

「だッ、大丈夫！」

　今までぴったりくっついていたのに、目が合った途端とんでもなく恥ずかしくなって、思わず後ろに仰のけ反ぞった。圧迫されていた胸が解放されて、滞った血流が一気に流れる。

「ならいい。あと少しだ、飛ばすぞ」

　十夜は、離れた私の腕を当然の如く引き戻して、再び自分の腰に巻きつけた。

　ここでも私ばかりが必死な事実が悔しくて、手繰り寄せたワイシャツの裾をギュッと強く握りしめた。




「着いたぞ、降りろ」

　道の脇に停められたバイクから慌てて降り、ヘルメットを外そうとバックルを探す。

「ったく。事前に場所を聞いといて正解だったな」

　十夜は器用にヘルメットを外しながらバイクを降りると、「貸せ」と言って私の手からバックルを奪った。そして一瞬でヘルメットを持ち上げると、蒸れてぺしゃんこになった私の髪をわしゃわしゃと掻き乱す。

「わっ」

「さっさと片つけてこい。しょーがねぇから待っててやる」

　言葉の優しさとは裏腹に、口角は意地悪に上がる。

　痛みにも近い胸の疼きを感じながら、私は強く頷いた。

「十夜、本当にありがとう。行ってくる！」

　閉館時間まであと十分。完璧に仕上げたはずの顔も髪もぐちゃぐちゃで、心構えなんて少しもできていないけれど、『待っててやる』という言葉が私を突き動かす。そして、辿り着いたビルのドアを勢いよく開けた。

「こんばんは！　まだ大丈夫ですか!?」

「エンちゃん！」

　肩を揺らし必死の形相で訴えたその先に、タカちゃんの笑みがぱっと咲く。

　その瞬間、グッと胸が締めつけられるような緊張感に襲われた。

「よかった！　遅いから心配してたんだ」

「ごめん。電車が止まってて……！」

「そっか。けど走ってきてくれたんだね。ありがとう」

　タカちゃんはきっちりと整えた髪に触れながら、照れくさそうに笑う。

　途端に、十夜に送ってもらったという事実が後ろめたさに変わり、早くもタカちゃんの顔をうまく見ることができなくなってしまった。

　手早く受付を済ませると、淡い黄色の光に包まれた空間に通された。

　クーラーが効いた十坪ほどのスペースには、それぞれの芸術家に想いを託された作品が点々と並べられている。

「彫刻、油絵、生け花なんかもあるんだね。素敵」

「うん。主に顧客や関係者向けの展覧会だからね。作品は自由だよ」

　タカちゃんと顔を合わせるのは、十夜とのバトルが繰り広げられたあの日以来だ。しかし少しも気まずさを感じないのは、タカちゃんがいつものタカちゃんでいてくれているおかげだ。

「タカちゃんは今回も水彩画なの？」

「うん。僕は水彩画ひと筋だよ」

　タカちゃんの作品には、柔らかな人柄がとてもよく出ている。抽象的な淡い色彩の中に、強く凛とした色をひとつ落とすのが最大の特徴だ。

　以前はよく、タカちゃんの作品を観に展覧会に足を運んでいた。いつからかあまり行かなくなってしまったけれど、私はタカちゃんの描く世界観が大好きだった。

「あ、これ売約済みだ」

「気に入った作品はその場で買えるからね」

　とある油絵のタイトルの上に貼られた【売約済み】の赤い札を眺める。

　こうして売り手がつく展覧会に出展している芸術家は、皆この赤文字を得るために、作品に多大な時間と精力を注ぐ。逆に言えば、素人目にはどんなに素敵な作品に映ろうと、この赤文字が付かなければその作品には価値がない。芸術家の世界とは、想像以上にシビアだ。

「タカちゃんの作品はどこ？」

「僕のは隣の部屋だよ」

　そう促され、部屋の奥にある通路を抜ける。

「この作品を、どうしてもエンちゃんに観てもらいたかったんだ」

　笑顔の先に現れた景色に、息を呑んだ。

　私の身長ほどはある縦長の布のキャンバスに、ペールトーンの色彩が踊っている。ある場所はオレンジに輝いて、ある場所は寂しげなブルーが沈む。他にもグリーンやパープルなど、思い思いの感情を潜ませた色彩が肩を並べているのに、少しも喧嘩することなくひとつの集合体として見えるのは、すべての色彩が共通して〝円〟の形を象っているからだ。

「タイトルは『華やぐ円』だよ」

　タカちゃんは作品に歩み寄り、その傍らに立った。

「華やぐ、円……？」

「うん。笑ったり泣いたり、時には怒ったり。感情豊かなエンちゃんをイメージして、エンちゃんのためだけに描いた作品だった。だけど……」

　タカちゃんの視線を追った先には、確かな赤文字が刻まれていた。

「買ってくれた人がいるんだ。最後なのにさ」

「ッ……！」

　言葉が出なかった。『おめでとう』以外には、なにもいらないはずなのに。

「創作料理店を営んでるオーナーさんが、店のイメージにぴったりだからって即決してくれたんだ。それから、近々二号店を出すからその店にも何枚か描いてほしいって言ってくれて。はは、まさか最後の最後でこんなことが起きるなんて、正直すごく動揺してる」

　タカちゃんは、少し困ったように笑う。本当は嬉しくてたまらないはずなのに、複雑な顔をさせているのは、紛れもなく私のせいだ。

「ごめんね、エンちゃん。僕はまだ諦められないみたい。画家の夢も、エンちゃんのことも」

　曲がりなく向けられた瞳には、強く凛とした色が映っている。

　狂ったように打つ鼓動が、私から冷静さも言葉も、なにもかもを奪っていった。辛うじて、目を逸らすことしかできない。

「今回の契約が決まれば、しばらくは収入にも困らないよ。その後は僕のがんばり次第だけどね」

　真剣な想いに対して失礼だと分かっているのに、どうしても顔を上げられない。本能が『耳を塞げ』と言っている。

「僕の夢は画家になること。そして、信じて待っていてくれたエンちゃんを養っていくことだよ」

　これ以上聞いてしまったら、私は……。

「エンちゃん。僕にもう一度チャンスをください」

　揺れてしまう。タカちゃんの想いを受け止めなくては、と思ってしまう。

「……エンちゃん、泣かないで」

「ッ……」

　優しく頭を撫でられ、我慢していた涙がどっと溢れた。

　嬉しいのか、悲しいのかも分からない。ただひどく胸が痛んで、さまよった感情は行き場をなくし、涙となって落ち続ける。

「とりあえず、またゆっくり家で話そ？　もうここも閉まっちゃうから」

「……うん」

　情けなく頷いた私の背中にそっと触れて、タカちゃんは寄り添うように歩いてくれる。

　そのぬくもりに触れて思い出す。タカちゃんはいつでも優しく、穏やかな愛情を注ぎ続けてくれていたことを。

「ごめんねエンちゃん、送ってあげられなくて」

「ううん……。片付け、がんばってね」

「ありがとう。じゃあ、また家で」

　はにかんだタカちゃんに手を振って、今できる精いっぱいの笑顔を送った。

　一歩外に出てみれば、雨の匂いがした。

　曇天の隙間から灰色に濁った粒が落ちて、アスファルトをまだらに濡ぬらしていく。

「……どうしよう」

　乾いたはずの涙が、湿気に触れて再び目尻を濡らす。

　十夜に会わせる顔がない。さっきまではあんなにも心強かった十夜の『待っててやる』が、今はこんなにも重い。

　片をつけなければならなかったのに、『もう一度』と言われて揺らいでしまった。タカちゃんが画家として成功する姿を見届けてあげなければと思ってしまった。

　私は十夜のコンサルティングを裏切って、また情に留まった。彼は眉間にシワを寄せて怒るだろう。いや、ため息をついて心底呆れるかもしれない。

「……帰っちゃおうかな」

　なにも言わずに、このまま逃げてしまおうか。

「おせーよ」

　不機嫌な声色が、雨音に混じって落とされた。顔を上げれば、暗く濁った灰色の景色に、白いワイシャツのシルエットが浮かぶ。

　逃げたい気持ちが私に後ずさりをさせるけれど、近づいてくる視線は私を捕らえて離さない。

「で、これはなんの涙？」

　溜まりに溜まった涙の粒を、十夜の親指がぐいと拭う。斜め上から寄せられた瞳はまた私の心を覗こうとしていて、たまらず顔を逸らしてしまった。

「十夜……あの、あのね……」

「ここじゃ濡れる。行くぞ」

「え？」と私が言うが早いか、手首を掴まれ、そのまま強引に連れていかれた。

　手首から伝わる熱のせいで、せっかく拭ってもらった涙はまた溢れて、止まらない。

　十夜に連れてこられたのは、小さなパチンコ店の立体駐車場だった。フロアの隅に、十夜のバイクは停められている。

「単刀直入に聞く。泣いてる理由はなんだ」

　十夜の両手が、私の頬を包んで無理やり顔を上げさせる。十夜は私の言葉を待っているけれど、きっと彼は私の口から紡がれる答えを知っている。

「片、つけられなかった……」

　その証拠に、私の答えを聞いてもなお、彼の表情は少しも変わることなく無のままだ。

　おもむろに、頬からその手が離された。後ろに下がり距離を取った十夜は、私をまっすぐ見据え、口を開く。

「俺の力量不足だ。悪かった」

　向けられたのは、感情を殺したビジネス仕様の声だった。

　途端に胸に鋭い痛みが走る。

「違う！　十夜のせいじゃない！　私が弱いだけで……！」

「契約の目的はお前を別れさせること。それが成し遂げられなかったのは、コンサルタントである俺の力が及ばなかったからだ」

「違う！　私が悪いの。お願いだから、いつもみたいに『バカ』って言って叱ってよ！」

　十夜の胸に飛び込み、湿ったワイシャツを握りしめた。

　彼は社会空間を取り、〝クライアント〟としての私を庇った。他人行儀なビジネス仕様の優しさなど、少しも嬉しくない。

「……お前、一昨日俺が言ったことを守ったか？」

「え……？」

　真上から落とされる十夜の瞳が、ひどく冷たい。

「俺はお前になんて言った？」

　心臓がドクンと喚き出す。混乱する思考を掻き分けて、その答えに辿り着く頃には、心臓は狼ろう狽ばいの音に変わっていた。

『俺がお前に教えたことをもう一度よく思い出せ。俺がお前に伝えたかったことはなにか、よく考えろ』

「……！」

　私はまた、十夜の言いつけを守らなかった。余計なことは考えず、正々堂々と向き合えばそれでいいと、勝手に判断してしまった。

「お前が俺の言うことを聞いていれば、今の結果は変わってただろうな」

　ほんの一瞬、十夜の眉間にシワが寄った。

　私が十夜の言葉を思い出して考えていれば、私はタカちゃんと別れられていた？

「どういうこと――」

「必要なことはすべて教えた、そう言っただろ。お前に話すことはもうなにもない」

　私の肩を押して、優しく引き剥がした十夜は、感情を殺した目で私を見下ろす。

「コンサルは失敗。契約はここで終了だ」

　突然の宣告に、驚きのあまり言葉を失う。ひどく乱れた心臓の音と、屋根に弾かれる安っぽい雨音が、やけに耳に響いて痛い。

「……やだ。私、まだ別れてない。正しい幸せを教えてもらってない。なのに、なんで終わりなの？」

　考えるよりも先に、言葉が口をついて出る。

「私バカだから分かんない。十夜の気持ちも、十夜の伝えたかったことも、全然分かんない。バカな私にも分かるようにちゃんと教えてよ。感情を殺さないでよ！」

　ふた言前まで自分が悪いと言っていた口が、今度は被害者を演じてモノを言う。呆れるほど自分勝手な言い訳を並べて、必死に十夜を繋ぎ止めようとする。

　十夜はしばしの間を置いて、「はー」と冷淡なため息をついた。続けて、妖艶な笑みを浮かべる。

「なら、ひとつ教えてやる。俺は今、貴重なプライベートの時間を削られて、非常に気分がワルイ。お前を待っててやったのにこのザマだ。そんな俺の今の感情、なんだと思う？」

　彼の指がスッと伸びて、私の顎先に添えられた。持ち上げられた視界に映るのは、深く刻まれた眉間のシワだ。

「……怒って、る？」

「セーカイ。つーか、お前こそなに考えてんだよ。なにがしたいんだよ。なんで俺の言うこと聞かねーんだよ」

　吐露された感情には、イラ立ちによく似た困惑が混じっていた。

　まったく十夜の言う通りだ。私こそ、なにを考えているのだろう。私は私の意志で十夜を買っておきながら、結局それに背いてしまった。優秀なコンサルタントの言葉を信じていれば、私は救われると分かっていたはずなのに……。

「だーもー、泣くな」

「だ、だって……」

「ったく、怒ったと思えば急にしおらしくなって。お前といると本当に調子が狂う」

　十夜こそ、ついさっきまで怒っていたくせに、今は私を小バカにするように笑って、また涙を拭ってくれる。その力は強引なのに、触れたぬくもりは痛いほどに優しい。

「……私、本当になに考えてるんだろうね。自分で自分のしたいことが分かんない」

　顔を上げて、密接距離にある瞳を見つめた。頬に添えられた手にそっと自分の手を重ねてみると、心臓はドクンと跳ねる。

「だけど、本当は誰が好きなのかってことだけは、ちゃんと分かってる」

　私の身体は私以上に正直だ。全身の血流が、こんなにも彼を欲している。

「私が本当に好きなのは、口が悪くて意地悪で、時々バカみたいに優しい、優秀なコンサルタントなの」

　彼を引き止めたい。その一心で、私は想いを伝えていた。

　珍しく目を見開いた十夜はふたつほどの呼吸を置いて、キュッと目を細める。

「意味分かんねーよ」

　紡がれた不機嫌な声色が、容赦なく私の想いを跳ね返した。

「お前は情を選んだんだろ？　なのに次から次へと、勝手なことばっか言うんじゃねーよ」

「だ、だって、今言わなきゃって思ったんだもん！」

「なんでいつも突発的なんだよ。お前の前世はイノシシか？」

「はぁ!?　ひどい！　勇気出して言ったのに！」

「なんでその勇気は出んのに、情を捨てる勇気は出ねーんだよ！」

　一世一代の告白の後だというのに、どうして言い争いをしているのだろう。

「分かんないよ！　分かんないけど、十夜のことが好きだってことだけは分かってんの！」

　啖呵を切った後、急に押し黙った十夜によって沈黙が訪れる。

　射るような視線に恥ずかしさを覚えて、私の頬はみるみるうちに紅潮していく。

「なッ……なんで急に黙るの！」

「本当、ムカつく」

「え？」

「なに言ったって、結局お前は情に戻るんだろ？」

　冷淡な視線は、ズキリと胸に刺さる。『そんなことない』と言い返せないのは、自分が招いたこの状況のせいだ。

「俺はギャンブルが嫌いなんだよ」

　こんな時でも十夜は感情を殺す。ただ、彼が私を切り離そうとしていることだけは、確かに感じた。

「やだ……」

「言ったろ。契約は終了だ」

「そんなッ……私は、私は十夜のことが」

「本当に減らねー口だな」

　それは、ほんの一瞬の出来事だった。目を瞑る間もなく重ねられた唇は、時を待たずに離される。

「俺がお前に費やした時間、労力。その分の報酬、全部ここでもらってやる」

　再び押しつけられた熱に、私は呼吸を奪われた。

「――ッ！」

　ドンッと胸を叩いても、十夜の身体は離れない。頬を拘束する手が、私に逃げることを許さない。

「……ふッ……ぅ」

　呼吸を欲しがる私の唇が微かに開く。それを待っていたかのように、唇よりももっと熱い感触が私の中へ入ってきた。

　酸素も、意識も、冷静も、感情も。すべてを強引に奪うような、熱いキス。

　辛うじて薄目を開ければ、艶に濡れた黒髪から熱を帯びた瞳が覗く。

「足んねぇよ」

　不意に唇が離され、低く囁かれる。黒髪から雫がひとつ流れて、私の頬に落ちるのを合図に、再び唇は塞がれた。

　貪るような熱いキスは、ほんのりと雨の味がする。それは音を立てて、一向に止む気配を見せない。

　苦しくて、泣きたくて、ほんの少しだけ怖いのに、胸を押し返していたはずの私の手は、ワイシャツを強く握って引き寄せる。

「と……やぁ……」

　こんなキス、私は知らない。

「黙れよ」

　乱れた呼吸に混じる低い囁きに、溺れそうになる。

　やがて意識が薄らぐ頃、大きく淫らな水音を立てて熱がゆっくりと離された。

「ンはッ……はぁ……ッ」

　離れた瞳は、熱を持って私を見下ろす。私は呼吸をするのも精いっぱいなのに、十夜は小さく肩を揺らすのみだ。こんな時でも、私だけが乱れている。

　悔しくて、苦しくて、彼を欲しがった唇をキュッと噛みしめた。

「……なんで、こんな時まで無表情でいられるの!?　教えてよ、十夜の気持ち！」

　ワイシャツの胸元を手繰り寄せて、精いっぱい強気に十夜を睨みつける。しかし涙で歪む十夜の顔には、やはり感情など欠片も映っていない。

「何度も言わせんな。お前に話すことはもうなにもない」

　私を突き放す冷淡な声色に、目尻に溜まった涙がこぼれた。

「なら、どうしてキスなんかしたの!?　私バカだから、勘違いするに決まってんじゃん！」

「それも言ったはずだ」

　見上げた喉元の膨らみが静かに落ちた。時が止まったかのような長く短い沈黙の後、紡がれた音は……。

「身体で払ってもらった。それだけだ」

　私の想いも感情も、すべてを否定した。

　冷静さはプツリと切れて、怒り任せの言葉を紡ごうとした唇を十夜の手のひらがグッと押さえる。

「さよなら、篠宮サン」

　緩やかに笑った十夜は、瞼まぶたを下ろす。そして音もなく、私の額にキスを落とした。

　白いワイシャツは背を向けて、振り返ることなく、エンジン音と共に薄闇へと消えていった。

　私は呼び止めることも追いかけることもできずに、呆ぼう然ぜんと消失点を見つめる。

「……どうして」

〝さよなら〟なのに、あんなキスを残したのか。

　最後のキスは、温かくて、優しくて、甘かった。まるで、唇が『好きだ』って、囁いているようだった。

「十夜のバカ……」

　疑似体験してしまった十夜の愛情は、私の知らない激しい熱だった。冷たく突き放したくせに、『もっと教えて』と言わせるような、強引で俺様なキスだった。

　こんな時まで意地悪をするだなんて、本当に性格が悪い。

　十夜との契約はここで終わり。情に戻ることは、私自身が選んだ答えだ。熱いキスも、優しいキスも、忘れなければいけない。

　私は手の甲で唇を強く拭った。

「教えてよ、十夜……」

　甘くてズルい、飴の味の忘れ方を。










さよなら愛しのコンサルタント




　明け方まで降り続いた雨も、正午を前にようやく上がったらしい。

　カーテンを開けても目に痛い光量はないけれど、雲の層から顔を出す光の筋は、迷いなく一途で美しい。

「おはよー、エンちゃん。今日、どこ行く？」

　くしゃくしゃになったタオルケットを剥ぎ取って、タカちゃんは一段と柔らかい笑顔を私に向ける。

　寝癖で跳ね上がった後ろ髪、脱力しきった猫背の背中。ひと月ぶりに見る寝起きのタカちゃんは、髪が短くなったせいか、少しだけ新鮮な景色に映った。

「んー、顔洗いながら考えるね」

　そう残し、ひとり、洗面所へと向かった。

　鏡に顔を寄せて、その先の自分をマジマジと眺める。涙も声も枯れるほど泣いたはずなのに、思ったよりも瞼は腫れていないし、特別体調も悪くない。心とは裏腹に、意外と強い自分の身体が少し憎い。

　昨日の夜は、どうやって帰ってきたのかよく覚えていない。帰宅してすぐにシャワーを浴びてみたけれど、現実は少しも染みてこない。

　気晴らしにバラエティ番組を見たものの、満面の笑みを見せる芸人や女優の顔を見ては惨めになって、枯らしたはずの涙がまた溢れた。

　深夜前に帰宅したタカちゃんは、めそめそしている私に駆け寄ると、そっと背中をさすってくれた。そして理由を聞くこともなく、『明日、久々にデートしよっか』と言って、愛嬌のある笑顔を向けてくれた。

　タカちゃんは恐らく、私が泣いている理由を分かっている。

　それすらも包み込んでくれる優しさが嬉しくて、同時にタカちゃん以外の男のために泣く自分が本当に情けなく思えて、申し訳なさばかりが積もっていった。




　家族連れやカップルで賑わうショッピングモールを、ふたり並んでゆっくりと歩く。

「こういうの、本当に久々だね」

　向けられたタカちゃんの柔らかい笑みに、私も「そうだね」と笑みを返した。

「アトリエにこもりっきりだったから、人がいる場所自体が懐かしいよ」

「うん、本当にお疲れさま」

　緊張しているせいか、笑顔がぎこちなくなってしまう。

　反してタカちゃんの笑顔は心なしかイキイキしているように思えて、釣られた私の心も少しずつ穏やかになっていく。

「けっこう混んでるね」

「うん、土曜だからね」

「エンちゃん。その……久々に手とか繋いでみる？　ほら、迷子になっちゃうかもだし」

　照れくさそうに手のひらを差し出したタカちゃんを見て、心臓がドキリと跳ねた。

　私はその手を取ると、再び並んで歩き出す。

「エンちゃん、こんなに手小さかったっけ。なんか、恥ずかしいね」

「ね。昔はよく手を繋いでたのに」

　一度跳ねた心臓は、トクトクとむずがゆい心拍数へと変わっていく。

　今はまだ気恥ずかしさや緊張からくるドキドキだったとしても、こうして少しずつタカちゃんとの時間を取り戻していけば、情は再び色を宿すのかもしれない。

　こんな私を受け入れてくれたタカちゃんのためにも、沈んでばかりはいられない。一刻も早く、〝彼〟との記憶を消さなければ。

「次、あの服屋さん見てみる？」

　タカちゃんの問いかけに頷き、店に向かって歩いていくと、向かいから道幅いっぱいに広がって歩く家族がやってきた。

　タカちゃんはスッと私の後ろに身を引く。

　すると、私の足が反射的に歩みを止めた。

「エンちゃん？」

「えっ？　あ、ごめん。なんでもない！」

　無意識の行動に自分でも驚いて、慌てて笑顔を返した。

　穏やかだった鼓動は音を変えて、喉の奥がキュッと狭まる感覚が降りてくる。痛みになる前にごまかしたくて、「あ、あれかわいい！」と店頭に置かれている服をめがけて走った。

「うん、エンちゃんに似合いそう！」

「ホント？　じゃあ試着してみようかな！」

　私はハンガーを手に取り、逃げ込むように試着室へと入っていった。

「……ふぅ」

　カーテンに覆われた個室の中で、思わず大きなため息が漏れる。賑わう店の雑音よりも、自分の心臓の音がうるさい。

「なにやってんの、私のバカ」

　持ってきた服をよく見てみれば、私には合わないＬサイズだった。それが余計に虚しさを煽って、胸の痛みに加担する。

　タカちゃんが身を引いたあの時、私の本能は〝強引じゃない力〟に違和感を感じてしまった。〝彼〟なら私を強引に後ろに追いやって、自らが前に出たのだろうと、嫌でも想像してしまう。

　ほんの二ヶ月前までは、私の前を行く背中にこそ違和感を覚えていたはずのに、いつの間に逆転してしまったのだろうか。

「……最低。忘れろ、私」

　そう言い聞かせるのに、鼻の奥がツンと沁み始める。どうやら昨日大泣きしたせいで、涙腺が緩んでしまっているらしい。

「忘れろ、忘れろ！」

　何度も念じて息を吐き、落ち着いたところでカーテンを開ける。するとタカちゃんが目の前に立っていて、思わずピクリと肩が跳ねた。

「あれ、気に入らなかったの？」

　首を傾げたタカちゃんは、にこやかに問いかける。

「あ、うん、想像と違った。残念！」

「そっか。じゃあ、他のも見てみようね」

　これから私が頼っていくのは、強引な力ではない。穏やかで優しくて、意地悪とは正反対の愛情だ。




　タカちゃんとの久々のデートは、純粋に楽しかった。手を繋いで店を回って、食事をして、たわいもない会話をして。古びた絵画に補彩していくように、少しずつ以前の温かさを取り戻していくような感覚だった。

　失った財産は、嘆いたって戻らない。それならまた、一から始めればいい。

「エンちゃん、今日楽しかった？」

　タカちゃんは目覚ましをセットしながら、私に笑いかける。私たちはいつものように、少し隙間を空けて布団をふたつ並べた。

「うん、楽しかったよ」

「そっか、よかった！　でもご飯代、割り勘でごめんね。絵のお金はまだもらえなくて……」

　申し訳なさそうに視線を落としたタカちゃん。

「なに言ってんの。いつもそうじゃん。気にしないで！」

　あっけらかんと笑う私に、タカちゃんはやはり眉尻を下げて笑う。

　しかし割り勘は私たちの日常であり、申し訳なさなど今さらだ。

「エンちゃん。あのさ……」

　タカちゃんはなにやらはにかみつつ、こちらへやってくると、じっと私の顔を見つめた。

「ん？」

「あーっと、えっと……」

　なにかを言いたそうにしているタカちゃんを見て、はっとした私はタオルケットに手を伸ばす。

「いやぁー、今日はたくさん歩いて疲れたね！　さっ、早く寝よ寝よッ！」

　大げさに伸びをして、逃げるように布団の中へと潜り込んだ。

　タカちゃんは「そうだね」と笑って、それ以上はなにも言わない。

　暗くなった部屋の静寂に、ズキズキと痛む胸の音だけが響いた。

　見つめられた瞬間、キスされるのかと思った。もうタカちゃんとは四年もそういうことをしていないから、改めて向き直られるとどうしていいか分からない。

　……いや、違う。私は逃げたのだ。キスなんてできるはずがない。私の中にはまだ、強引で俺様なキスとバカみたいに優しいキスの記憶が残っている。

　タカちゃんと向き合うと決めたのに、いざとなったら受け入れられない。最低な自分が心底嫌になるのに、どうしても気持ちが追いつかない。寝て目が覚めたら、すべての記憶がリセットされてしまえばいいのにとさえ思う。

　失恋の痛みは、本当に時間が解決してくれるものなのだろうか。もう教えてくれる人はいないというのに、『教えてよ』と心の中で何度も呟く。

　価値のない後悔ばかりが頭を巡って、声もなく音もなく、ただ静かに枕を濡らした。




「分かってると思うけど、今日はエンの奢りだからね」

　萌は麗しい唇で、人形のように完璧な微笑みを作った。

「喜んで奢らせてイタダキマス」

　月曜日の終業後にやってきたのは、今宵もオシャレなワインバーだ。いつの間にかすっかり常連客となってしまった。

「あんなに背中押してあげたのに？　結局別れられず？　あげく片柳さんに見捨てられた？　ま、自業自得ってやつね」

「誠に仰る通りでゴザイマス」

　萌は誰かさんと同じように、眉間にシワを寄せて笑う。私のせいで、最近の萌はすっかり毒舌キャラが定着してしまった。

「で、向き合おうとしても片柳さんが忘れられない、と。ホント、エンは救いようのないバカだね」

　萌はそう笑いながら、人参スティックで私の鼻先を指す。

「……萌、ごめんね」

「今さらでしょ」

　呆れながらも、萌はやはり見捨てないでくれる。

　これ以上ない申し訳なさに喉が熱くなり、慌ててワインを押し流した。

「彼氏とやり直すってことは、片柳さんのことは諦めるってことだよね？」

「うん。でも、なかなか忘れられなくて……」

「忘れなきゃって考える度に片柳さんの顔が浮かぶでしょ。だから余計に忘れられないんだよ」

「な、なるほど……！」

　萌の端正な横顔には、妙に説得力がある。そんなところも誰かさんに似ていて、余計に胸が痛く疼く。

「でも腑ふに落ちないなぁ、片柳さんの行動。突き放しておきながら最後は優しくキスした？　なんかそれって……」

　萌は顎に手を添え、探偵のような仕草で私をじっと見つめる。

「片柳さんは『俺の言うことを聞いていれば、今の結果は変わってた』って言ったんだよね？　なに言われたの？」

「あぁ、それなら……思い出せる限りでまとめたよ。ちゃんと考えようと思って。まぁ、今さらだけど」

　私はスマホを取り出し、メモ帳のアプリをタップする。自虐的に笑いながら、萌にスマホを差し出した。

　何度も読み返しては言葉の意図を探ったけれど、私の貧相な脳みそでは当然答えなど見つかるはずもなかった。しかし萌ならば、なにかを見つけてくれるかもしれない。

「――なるほど。確かに言ってることは正論だし、非の打ちどころもナシ。だけどこれを全部実行したところで、エンが本当に別れられてたのかは正直ギモン」

　そう言って、萌は小さくため息をつく。

「どうして？」

「人間はロボットじゃないからね。どんな行動にも必ず感情がついてくるでしょ。特にエンは九十九％が感情でできてる子なんだから、そもそも情をなくすなんて不可能だよ」

　私を理解し、心に寄り添うような言葉だ。萌が女神に見えてくる。

「だけどエンが〝本能バカ〟だってことは、片柳さんもよーく知ってるはずだよねぇ」

「本能、バカ……」

　前言撤回。

「それを踏まえた上で、片柳さんはもっと違うなにかを伝えたかったんだと思うんだけど……」

　萌は再び探偵のように「うーん」と唸ると、画面を何度もスクロールする。

「これ、私のスマホに送ってもいい？」

「いいけど？」

「家でじっくり考えるわ。謎解きみたいで、ちょっとおもしろいし」

　口角をニヤリと上げて、萌は妖しく微笑む。純粋に楽しんでもいるのだろうけれど、これもすべては私のためだ。

「ありがとう、萌。でも、もう私は――」

「あー、そうそう」

　萌は私の言葉を断ち切った。

「私はエンにちゃんと〝恋愛〟をしてほしいって、散々言ってきてるよね？」

　先ほどとは打って変わって、刺すように強い口調だ。

「う、うん……」

「なら、彼氏とはちゃんと〝恋愛〟できるってことだよね？　エンは情でキスやエッチができる、器用な人間なんだよね？」

　言い訳に包んで必死に逃してきた現実を、容赦なく突きつけられた。

「それ、は……今は無理でも、時間をかけていけばきっと……」

「甘ーい！　エン、率直に彼氏のことどう思ってる？」

「えっと……優しくて穏やかで、こんな私のことを大切にしてくれて、すごくいい人」

「本当にそう思う？」

　細められた萌の視線は、私の心の奥を覗こうとしている。

　そこから逃れるように顔を逸らすのは、もはや私の癖だ。

「分かった。じゃあ代弁してあげる」

　萌はふぅと小さく息をつき、再び私を見つめた。

「もっと男らしければいいのに。もっと頼れればいいのに。……片柳さんみたいに」

　抑揚のない言葉に、スッと体温が下がっていくのを感じた。

「さっき見せてもらった片柳さんの言葉の中にあった『いい人を演じることを放棄しろ』ってやつ、本当にそうだなって思った。エンが片柳さんに惹ひかれたのはどうして？　こうであったらいいのにっていう本音の部分が、片柳さんにはあったからでしょ？」

　萌の言葉を聞き終えると、やがて意識のない涙が頬を伝った。

　萌にしたって彼にしたって、どうして私よりも私のことを知っているのだろう。

「萌ぇーッ！」

「わっ、ごめん。強く言いすぎた！」

「違……ごめんは私のほう」

　萌は直接的には言わないけれど、つまりは私に『いい加減にしろ』と言っているのだ。

　本当にその通りだ。こうして涙が出る理由も、胸がひどく痛む理由も、本当はちゃんと分かっている。これ以上、大切な人を失望させたくない。

「萌。私、決めた。タカちゃんとサヨナラする。もうタカちゃんとは恋愛できない。キスもエッチもできない。そんなの最低だよね、失礼だよね。もう、終わらせなきゃダメだよね……」

　目には涙がいっぱいで、声は情けなく震えている。『決めた』と言っておきながら、心の中は逃げたい気持ちでいっぱいだ。

　萌は私に花柄のハンカチを渡してくれた。その優しさに、涙はさらに溢れていく。

「でもさぁ、この後に及んで『やっぱりゴメンナサイ』なんてさ、そっちのほうが最低だよね……？　さすがのタカちゃんも怒るよね。私、嫌われるよね？」

「バカね。円満で別れられるカップルのほうが少ないわよ」

「でもやっぱり、嫌われるのは怖い……ッ」

「うん、そうだよね。六年も一緒にいた人だもんね」

　ここが繁盛店であるということも忘れて、ボロボロ泣いた。

　冷静な萌こそ周囲の視線が恥ずかしいはずなのに、呆れる素振りも見せず、私の肩を優しく撫でてくれる。

　そしてこれでもかと泣き、いつの間にか笑い出している頃には、分厚いスモッグはすっかり晴れて、驚くほど心が軽くなっていた。

「……萌、本当にありがとう」

「プリンスホテルのランチビュッフェ」

「喜んで奢らせてイタダキマス」

　こういう時だけは、自分が単純な人間で本当によかったと思える。

　あれほど悩んでいたはずなのに、今ならいけると謎の自信に満たされた私は、決意を胸に帰路につく。

　家へ一歩近づく度に、緊張が募る。熱帯夜の空気も相まって、滲んだ汗が背中を滑った。




「ただいま！」

「エンちゃん、お帰り！」

　私を出迎えてくれたのは、いつもと変わらない愛嬌のある笑顔だ。

　途端に怯みそうになる気持ちを留まらせようと、ブラウスの胸元をキュッと掴んだ。勇気が消えてしまう前に、言わなければならない。

「タカちゃん！　話があるの」

　目を逸らしてはいけない。迷いがあることを悟られてはいけない。

「……そっか。うん、聞くよ」

　タカちゃんは微笑んで踵を返すと、リビングへと入っていった。

　私は低ソールのパンプスを脱ぎながら、バクバクとうるさい心臓に『落ち着け』と言い聞かせ、タカちゃんの背中を追う。

「あの、ね……」

　こたつ机を挟んで向かい合い、なぜか互いに正座で座る。

　つい先ほどまでは自信に満ち溢れていたというのに、いざ向き合うと喉が熱くなるばかりで、どうして言葉が出てこないのだろう。

「その……私――」

「エンちゃん」

　私の言葉を遮ったタカちゃんは、眉尻を下げる。

「僕はエンちゃんを嫌いになったりしないから大丈夫。いいよ、言って」

　それは、優しさに満ちた笑みだった。

　タカちゃんは私が今から話そうとしていることを理解した上で、私に『大丈夫』だと言っている。本当に、どこまでいい人なのだろう。いい人すぎて、自分が惨めで、また泣けてくる。

「タカちゃん、ごめんなさいっ……――」

　堰せきを切ったかのように、涙と一緒に言葉が溢れた。

　タカちゃんとは、もう恋人には戻れないということ。タカちゃんのことは好きだけれど、恋愛の類たぐいではないこと。……十夜のことが、忘れられないこと。

　何度『ごめんなさい』と言っただろうか。『こんな自分が嫌いだ』とか『最低だ』とか、自分の非を訴える度に、これもまた自分を守ろうとする言い訳のように思えて、余計に嫌悪が募っていく。

　やがてすべての想いを吐き出し、言葉が嗚お咽えつに変わる。タカちゃんはなにも言わずに、私が落ち着くのを待っていてくれた。

「エンちゃん」

　優しく声をかけられて、ぐしゃぐしゃになった顔を持ち上げた。

「僕こそ、謝らなきゃいけないことがあるんだ」

　タカちゃんは申し訳なさそうに笑うと、視線を机に落とす。

「本当はね、分かってたんだ。きっと僕も、エンちゃんと同じ気持ちなんだ。そりゃ、エンちゃんに気になる人ができたって知った時はショックだったよ。けど、その時に僕は〝悲しい〟よりも〝寂しい〟って思っちゃったんだ。いつからか、恋人ではない意味での大切な人になってたんだと思う。そしてそうなったのは、紛れもなく僕のせいなんだ」

「そんなことない」と口を開いた私に、タカちゃんは笑顔を浮かべながら首を振る。

「エンちゃんに甘えて、いつまでも夢を追って。僕は男だからまだいいよ。けどエンちゃんは女の子だから。いつまでも曖昧に待たせて、本当に申し訳なかったなと思ってる。自分でもバカだと思うけど、片柳さんの存在を知って、エンちゃんがいなくなるかもしれないと思って初めて、自分はダメな男なんだって気づいたんだ」

　タカちゃんのこんなにも大人びた微笑みを見たのは、初めてだった。

「タカちゃん……」

「片柳さんには負けたくないと思ったよ。僕ってけっこう頑固で負けず嫌いでしょ？　顔も頭もよくてバリバリ働いてる、僕とは対照的な人だからこそね」

　タカちゃんは長く深い息を吐く。再び私を見据えた瞳には、強く凛とした色が映っていた。

「六年も一緒にいるんだよ？　なにを言えばエンちゃんが戻ってきてくれるかなんて、考えなくても浮かんでくる。いくら優秀な人だからといって、知り合って間もない片柳さんにエンちゃんのすべてが分かるはずがない。だから今回の展覧会は、本当に最後のチャンスだったんだ。僕の絵が評価されれば、絶対にエンちゃんを引き止められるって分かってたから」

　大きく息を吸ったタカちゃんに釣られて、ようやく呼吸を思い出す。

　まさかタカちゃんが、そんなことを考えていただなんて……。

　築き上げてきたタカちゃんの図式が大きくぶれて、戸惑いから俯く私に、タカちゃんはフッと笑みをこぼした。

「けど、その考え自体が間違ってたんだよね」

　穏やかでありながらも、その表情には迷いが浮かぶ。

　まるで鏡を見ているような感覚に、私の胸が、喉が、じわりと熱くなる。

「あの時、僕がエンちゃんを引き止めていなかったら、そもそもお互いこんなに苦しむことはなかったんだ。ごめんね、変な意地を張っちゃって」

　天を仰いだタカちゃんの、喉の膨らみが静かに落ちる。

「エンちゃんの心は素直で、濁りがなくて、塗り直しの効かない水彩絵の具だから。モノクロになってしまったエンちゃんの心は、二度と同じ色には戻せない。もう、新しいキャンバスに変えないとね」

　微笑むタカちゃんの声は、微かに震えていた。

　私の胸は締めつけられ、喉はキュッと細くなる。

　どうしてこんな時でさえ、気の利いた言葉が出てこないのだろう。

「泣かないで、エンちゃん」

「ッ……ごめ、タカちゃ……」

「謝るのはもうやめて。どっちが悪いとか、本当にそんなんじゃないんだから」

　そんなふうに言われても、頭の中では分かっていても、流れる涙はコントロールできない。

　私ばかりが悩んでいると思っていた。タカちゃんはいつでも、私の前では笑顔でいてくれたから。

「今までありがとう、エンちゃん」

　タカちゃんは、愛嬌のある笑顔を浮かべる。

「ッ……私、こそ……ッ」

　言葉にならない声を吐き出すと、タカちゃんはまた、私の背中を優しくさすってくれた。




　その後、タカちゃんと今後について話し合った。タカちゃんは少しずつ荷物を運び、今週中には家を出ていくそうだ。そしてしばらくは先輩の家に居候をしながら、ひとり暮らしの資金を貯めていくという。

『今後は大切な友人として付き合っていけたら嬉しい』とも言ってくれた。私は『もちろん』とその場では素直に頷けたけれど、実際のところはどうなるのか分からない。

　いざサヨナラを迎えた途端、付き合いたての頃のドキドキや、楽しかった思い出が頭をよぎるのはどうしてだろう。

　寂しい気持ちが溢れそうになる。しかし、どこかホッとしている自分がいるのも確かだった。




　翌日、普段よりも三十分早く出勤し、朝イチで萌に報告をした。

　萌は泣き腫らした私の目をまっすぐ見て、何度も頷き、最後には「よくがんばりました」と言って笑ってくれた。

　ようやく萌の気持ちに応えられたという安堵感が押し寄せて、喉がグッと熱くなるけれど……。

「で。片柳さんはどーすんの？」

　一気に現実に引き戻される。

　そう、明日は水曜日。否が応でも十夜に会わなければならない日だ。

「あぁ、気まずくて死にそう……」

「仕事とはいえ、フラれた相手に早速会わなきゃいけないのはツラいよねぇ。でも大人なんだから、ズル休みはナシよ？」

「うっ……」

　どうして私の心はこうも簡単に読まれてしまうのだろう。

「そういえば、例の片柳さんが伝えたかったことについての件、昨日ずっと考えてたんだけど……」

　萌はオフィスチェアの背もたれをギシギシと鳴らしながら、腕を組んで天を仰ぐ。その姿は探偵を通り越し、さながら手練の女刑事だ。

「なにか分かった!?」

　食い気味に問う私に、萌は小さくため息を返す。

「分かったような、分からないような、なんだよねぇ。私は片柳さんの〝デキる男〟の部分しか知らないからさ。エンの言う〝性格の悪い片柳さん〟は想像もできないわけよ。だから確証がないというか、いまいちピンとこないというか」

　曖昧に言葉を濁すのは、その答えが私に変な期待を持たせてしまう内容だからだろう。

「誰かいない？　エン以外に片柳さんの表も裏もよーく知ってる人」

「そんな人――」と言いかけて、とある人の顔が浮かんだ。

「遠山さんだ!!」

　朝の静かなオフィスに、私の声がこだまする。

「遠山さん、って誰？」

「十夜のお兄さんだよ！　あ、それから木崎さんも！」

「木崎さん？」

　興奮気味の私に対し、「どういうこと？」と萌は眉をひそめる。

「いや、あのね！　もともとは十夜のお兄さんと木崎さんが友達で、だから十夜は木崎さんの会社に入社して、えーっと……」

「あー大丈夫、理解した」

　萌は平手を向けて私を静止した。今の支離滅裂な説明で理解できてしまう萌は、立派なコンサルタントになれるに違いない。

「エン、そのお兄さんとは連絡つくの？」

「奥さんのほうなら連絡先を知ってるけど」

「なら、奥さん通じて今すぐアポを取りなさい」

「えぇッ!?」

　いくら天使のように優しい優愛さんであっても、急に『旦那さんとお話がしたい』だなんて言われたら、さすがに嫌な気持ちになるのではないだろうか。

「いいから早く。時間は待ってくれないの。今こうしてる間にも片柳さんの心はどんどん離れていってんだよ？」

　萌はボールペンの先を、ビシッと私に突きつける。

「……分かったよぅ」

　萌の圧力に負けて、なるべく当たり障りのないような文章を選び、優愛さんにメッセージを送る。しかし内心では、『もうフラれてるんだけどな』と口を尖らせた。

　その後、お昼を前にスマホが震えた。

【夫も篠宮さんに会いたがっていたので大歓迎です！　明日でもよろしければ、また家で一緒にご飯を食べませんか？】

　画面からお花が飛んできそうな内容に、先ほどまでの心配は杞き憂ゆうに終わる。

「萌、明日の夜に会うことになったよ」

　私はスマホをひらひらと振って、萌に報告をする。

「よしよし。じゃあ私に相談した時と同じように、お兄さんにも相談してみて。いい答えをくれると思うから」

「分かった」

　頷いた私に満足そうな笑みを向けて、萌は再びパソコン画面へ視線を戻す。

　同じく私も体勢を正し、スマホをデスクの上に置いた。

「けど、明日かぁ……」

　明日ということは、十夜に会った後の夜ということになる。欲を言えば、今日がよかった。

　十夜に会うことは心底気まずいけれど、萌の言う通り、ズル休みはさすがに大人の取るべき行動ではない。ここは仕事と割り切って、腹をくくるしかないのだろう。




　迎えた水曜日の朝。

「じゃあ、いってきます」

「行ってらっしゃい、エンちゃん」

　エビ反りの寝癖を蓄えたタカちゃんは、いつも通りに私を送り出してくれる。

　恋人関係を解消してもギクシャクしないでいられるのは、タカちゃんのこの笑顔のおかげだろう。

　まもなく訪れる本当の別れに、寂しさから後ろ髪を引かれているのは事実だ。しかし薄情な私は、それどころではないと、先ほどから数時間後の未来ばかりを考えている。

「今日も雨かなー」

　分厚い曇天が太陽を隠すから、朝だというのにちっともスッキリしない。せめて青空が迎えてくれたのなら、少しは心持ちも変わっていたかもしれないのに。

　こうして駅へ向かっている今でさえ、やはり休んでしまおうかと臆病な私が囁きかける。

　あの雨の日から五日が経った。

　いったい、どんな顔をして会えばいいのだろう。十夜はどんな顔で現れるのだろう。

　あの日、私は十夜にきっぱりフラれた。しかし萌の推理が私に微かな期待を持たせ続けるから、心のバランスが取りにくい。

　オフィスに着いていつものようにパソコンを開くけれど、やはり時間ばかりが気になって、数字がカウントされるごとに緊張が積もっていく。そしてミーティングの時間まであと十分と迫ったところで、堪え切れずに席を立ち、トイレへと向かった。

　大きく深呼吸を二度し、意味もなく化粧を直そうと、ポーチからジョルジオ・アルマーニのリップを取り出す。

「仕事は仕事。今はビジネスの時間！」

　そう活を入れて、緊張から微かに震える唇に気合いの赤色を乗せていく。縁までキレイに描き終えて、最後にキュッと唇を結んだ。

「うしッ！」

　リップをポーチに押し込んで、気合い十分にトイレを出た。腕を振り、高らかにヒールを鳴らしてオフィスへ向かう。

「よしッ、待ってろ十夜！」

「私がなにか」

「ッ!?」

　突如後ろから現れた声に、ビクリと身体が強ばる。

「おはようございます、篠宮さん」

　エレベーターから降り立った彼は、緩やかな笑みを私に向けた。

「とッ――」

「篠宮さん、今日もよろしくお願いしますね」

　遮るように言葉を被せた十夜。その意図を察して、我に返る。

「よろしくお願いします……片柳サン」

　再び描かれた緩やかな笑みが、私に無言のプレッシャーをかける。『名前を呼ぶんじゃねぇよ』と。

　棘とげのあるオーラに早くも半べそになりながらも、「こちらへどうぞ」とオフィスへと向かった。

「室長、片柳さんがいらっしゃいました」

「おぉ、片柳くん。今日もよろしく頼むよ」

　そう言ってネクタイを正す室長に、十夜は軽く会釈をする。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　一寸の狂いもなく完璧に仕立てられた笑顔を見て、複雑に胸が痛む。私は愛想笑いすらままならないというのに、十夜は少しも気にしていないらしい。




「では、今後実際に行っていく人事政策についてですが――」

　凛としたビジネスボイスがミーティングルームに響く。必死に気まずさを押し殺しながら、真剣に語る顔をじっと見つめた。

「来期からの採用方法ですが、現状では――」

　ミーティングが進むに連れて、妙な違和感を感じ始めた。

　今日の十夜は、いつもと〝なにか〟が違う。しかし、その〝なにか〟が分からない。

「今後の経営方針と照らし合わせて、最も重要なのは――」

　彼の表情はいつも通りのデキる男で、口調も声のトーンも変わらない。しかしやはり、なにかが違う。

　確かな違和感の理由が知りたくて、私は気まずさも忘れて十夜の顔を見続けた。

「――これについては以上です。……えー、次は」

「あッ！」

　分かった、と口をついて出そうになり、慌てて口を押さえた。

「なんだ篠宮、質問か？」

「すみません、なんでもないです！　どうぞ続けてください！」

　室長はじとっとした疑念の目を向けつつも「すまんな片柳くん、続けてくれ」と促した。

　再び始まった十夜の話を真剣に聞きつつ、その顔を見つめ続ける。そして憶測は、確信へと変わる。

　違和感の原因、それは十夜が私の目を見ないことだった。

　完璧なビジネスマンである十夜は、必ず室長と私を交互に見ながら話をする。しかし今日は、極端に十夜と目が合わない。

　話の区切りでは、置いてけぼりになりがちな私を気遣って、必ず『なにか質問はありますか?』と尋ねてくれていたけれど、今日に限ってはそれもない。

　こうなったら意地でも振り向かせようと、無駄に大きく頷いてみたり、わざとらしい相あい槌づちを入れてみたりとさまざまな手段で気を引く努力をしてみるものの、一向に目を合わせてくれる気配はない。

　完全な空回りに、虚しさばかりが積み上がっていく。

　十夜は私を拒絶している。もう目も合わせたくないらしい。

　こうなっても仕方がないと、心に予防線を張っていたつもりだったけれど、実際に目の当たりにすると、やはり悲しい。せり上がる熱に気づかれないよう、スンと小さく鼻を鳴らして、再び十夜の顔を見つめた。

　そしてミーティングは順調に進み、やがて否応無しの時間が訪れた。

「篠宮、今日も見送り頼むぞ」

　そう室長に指示されて、私の胃はキリッと痛む。

「……ハイ。片柳さん、どうぞこちらへ……」

「ありがとうございます」

　コツ、カツ、と音色の違う足音が通路に響いて、より虚しさを煽る。

　なにか会話を、と考えて、ふと思った。

　十夜に『タカちゃんと別れることになった』ということを、報告すべきだろうか。しかし伝えたところで、『だからなに？　俺はもうお前のコンサルタントじゃねぇんだよ』などと突っぱねられるオチしか浮かばない。

「そ、外、雨降ってないといいですね」

　とりあえずの繋ぎにと、あからさまにどうでもいい天気の話題を振ってみる。

「そうですね」

　十夜はニコリとお手本のような笑みを返す。

「も、もう、早く梅雨明けてほしいですね！」

「はい」

「あ、私、昔から梅雨は嫌いでー！」

「はは」

　……空振り三振、ゲームセット。

　再び半べその顔は俯き気味に、到着したエレベーターに乗り込んだ。

　ここまでくると虚しさも悲しさも通り越して、怒りすら生まれてくる。完璧で優秀なコンサルタントのくせに、クライアントへの対応がなっていないのではないか、と。

　私はダメダメなりにも、ビジネスの時間だと割り切ってこの場へやってきたつもりだ。しかし十夜は、裏を返せば私情挟みまくりの対応とも言える。

「片柳さん、なんだかいつもと雰囲気が違いますね」

　刺とげ々とげしく言ってしまってから、ヤバいと後悔するのはいつも通りだ。しかし今回に限っては、私の言い分は間違っていないという自信があった、はずなのだけれど……。

「あ？」

　向けられた重低音に固まる私は、まさに蛇に睨まれたカエルそのものだ。

「いや、あの……」

「お前が俺に、指図すんのか？」

「えッ、違ッ」

「クライアントのお前が、コンサルタントの俺に？」

　ようやく目を合わせてくれた十夜の顔は、眉間にシワを寄せて目を細め、不機嫌を露あらわにした鬼の形相だ。

　その威圧感は普段の比ではなく、私はすかさず箱の隅に身を寄せる。

「って、違う！　私は仕事の話をしてるの！」

　なんとか気圧されまいと、睨みつけるように十夜を見上げた。

「ミーティング中、あからさまに私のこと避けてさ！　私はがんばって顔見ようとしてんのに。それにもう、あなたは私のコンサルタントじゃないんでしょ!?　なら偉そうなこと言わないで！」

　言い終えた瞬間、背にした扉が開かれた。

　外光に照らされた十夜の表情からは不機嫌さが消えて、代わりに微かな驚きが映っているようにも見えた。

「……そうだな」

　小さく呟いた十夜は、私の隣に立つ。

「言われなくても、もうなにも言わねぇよ」

　流すような視線を落とし、彼は颯爽と去っていく。

　その瞳には相変わらず感情らしい感情は映っていなかった。しかし怒りに隠されたわずかな悲しみの色を、確かに感じた。

「待って十夜ッ！　私、タカちゃんと別れた！　そんだけ！　さよなら！」

　去り行く背中に、香りに、強気な声を精いっぱい投げかけると、銀色の扉が私の視界を閉ざしていく。消えていく背中が、振り返ろうとしていたように見えたのは、きっと私の願望が見せた幻影だ。

　爪が食い込むほど強く握りしめた拳で、四階のボタンをドンッと叩いた。

　あの時のキスと同じだ。冷たい態度で突き放しておきながら、どうして引き止めたくなるような感情を残していくのか。どうして私の言葉に傷ついたような素振りを見せるのか。

　本当に、ズルい。フッてもなお、十夜は私の感情を弄びたいらしい。

「ムカつく、ムカつくッ……」

　耐え切れなくなった涙が、ひとつふたつと流れ落ちた。こんな顔で戻ったら皆が不審に思うと分かっているのに、いくら歯を食いしばっても涙が溢れる。

「十夜のバカ……大っ嫌いッ」

　頬に落ちた涙を拭ったら、うっかりリップまで擦ってしまった。手の甲に滲む赤色を見て、また悔しさが込み上げる。

　あんなひどい男、とっとと忘れよう。リップも捨てよう。背中も香りも、体温もキスも、すべてを記憶から抹消して、これからはビジネス仲間としての〝片柳さん〟と向き合っていこう。

　そう心に決めて、荒ぶった気持ちを落ち着かせようとトイレへ向かった。

　鏡に向かってひと息つくと、ふとジャケットの中のスマホが震える。まさかと思い、慌てて画面を確認すると……。

【篠宮さん、しいたけは食べられますか？】

　天使の微笑みが目に浮かび、ガクリと肩から力が抜ける。

「……って。なに期待してんの、私」

　今しがた、決意を固めたばかりだというのに。

　大バカな自分にため息をつきつつ、【大好きです】と返事をして、スマホをポケットへ忍ばせた。




「篠宮さん！　お待ちしておりました！」

「こんばんは！　お邪魔しまーす」

　優愛さんの天使の微笑みは、会うまでの緊張を一瞬で吹き飛ばしてしまった。

「じきに夫も帰ってきますので、少しの間あちらのソファでお待ちいただけますか？」

「ありがとうございます！　その前に、ひとつお聞きしたいことがあって……」

「なんですか？」

　向けられた純真な瞳に、思わず目を泳がせる。

「今日って、その……十夜も呼んでたりします……？」

　不自然な薄ら笑いを浮かべた私に、優愛さんは一瞬キョトンとしたものの、すぐに優しく微笑んでくれる。

「いいえ。今日のお客様は篠宮さんだけです」

「よ、よかったぁ。あの、もしかして十夜からなにか聞いてますか？」

「いいえ。十夜くんは自分のことをあまり話しませんから」

「あっ、ですよねー！　あはは！」

　安心した一方で、話題になっているかもしれないと自惚れた自分が恥ずかしい。

「でも実は、昨日十夜くんと一緒にご飯を食べたんですけど、その時の様子が少し変でして……」

「え!?」

　優愛さんは首を傾げながら言葉を続ける。

「変というか、なんだか前の十夜くんに戻ってしまったような感じで。夫ともちょうどその話をしていたのですが――」

　そこまで言って、優愛さんははっとしたようにリビングのドアへ視線を送る。

「優愛、ただいま。篠宮さん、こんばんは」

「こ、こんばんは！」

　まるで計ったかのようなタイミングで、遠山さんが現れた。




　正面に遠山さん、斜め左には優愛さんが着席し、ダイニングテーブルを三人で囲む。

　最初に口をつけたお味み噌そ汁しるは温かくて、とても優しい味がした。ぶり返した私の緊張をじんわりと解きほぐしてくれる。

「優愛さんの作るご飯、本当においしい！　遠山さん、こんなに素敵な奥さんはなかなかいませんよ！」

　目を輝かせて訴える私に、遠山さんはフッと笑う。

「そうだね。俺は本当に幸せ者だよ」

「ちょっ、春樹さん……！」

　照れる優愛さんに対して、少し意地悪な笑みを見せる遠山さん。他人のノロケなど毒でしかないと思っていたけれど、このふたりに限ってはとても微笑ましくて、もっと見ていたいとさえ思う。

「あーあ。私もたまにはご飯くらい作ってあげればよかったなぁ」

　そう無意識に呟いてしまってから、はたと気づく。

　そういえばふたりには、彼氏がいること……いや、いたことを話していなかった。

「あの、言ってなかったんですけど、私、彼氏がいたんです。つい最近まで」

　ボソボソと言う私に、遠山さんは「そっか」と優しく微笑む。

「でも、なんとなく察してたよ。踏み込めない理由があるのなら、それしかないなと思って」

「えっ!?」

　兄弟揃って察しがいいのは、お父様からの遺伝だろうか。そして、その隣に座る優愛さんは、なぜか申し訳なさそうに微笑んでいた。

「でも別れちゃったんだね。それは十夜のせい？」

　遠山さんにそう問われ、私はすぐさま力んだ声で「違いますッ！」と返す。

「ずっと別れたくても別れられなくて。そんな私に、十夜はいろいろアドバイスをしてくれていたんです」

　それから私は、十夜との出会いから今に至るまでを、包み隠さず語った。

「――それで今日、十夜に会って……。けど、あからさまに避けられました。もう完全に嫌われたみたいです。はは……」

　記憶を辿っていたら、段々と悲しくなってきた。しかし楽しい食事の雰囲気を壊すわけにはいかないので、不器用ながらも笑ってごまかす。

「まぁ、私が悪いんですけどね。時既に遅しってこのことですよね。あ、でも十夜もひどいんですよ！　もう私のコンサルタントじゃないんでしょって言ったら、一瞬悲しそうな顔をして！」

　次第に、悲しみはイラ立ちへと色を変える。

「十夜のヤツ、どこまで私を弄べば気が済むんでしょうかね。もう、本当にムカつく……」と、おかずの里芋に箸をブスッと刺したところで、我に返った。

「すみません、つい愚痴が……！」

「くくッ」

　顔を上げたその先には、俯き、必死に笑いを堪えている遠山さんがいた。

「えっ!?　私、なにかおもしろいこと言いました!?」

「いや、ごめん。篠宮さんじゃなくて……な、優愛」

　遠山さんが視線を送ると、優愛さんは困り顔で微笑み、頷く。

　ふたりがなにに対して笑っているのか見当もつかない私の脳は、答えを探してグルグル回る。

「やっぱり十夜は十夜のままなんだな。けど、少し安心した」

　遠山さんは意味深に微笑むと、私をまっすぐ見据える。

「ありがとう、篠宮さん」

　以前会った時も、私は遠山さんに感謝の意を伝えられた。その意図は、やはり今も掴めない。

「いいえ、私はなにもできませんでした。優愛さんのお願いも叶えることができませんでした。本当にすみませ――」

「それは違うよ、篠宮さん」

　私の言葉を遮った遠山さんは、フッと笑った。




　梅雨明けを間近に控えた重たい風が、火照った頬をしっとりと濡らす。

　遠山さんに促されてやってきたベランダには、あの日と同じ漆黒の空が広がっていた。

「前もここで話してたら、十夜が割って入ってきたんだよな」

「そうでしたね」

　わざわざふたりきりになったということは、優愛さんに聞かれたらまずい内容でもあるのだろうか。

「篠宮さんの目には、十夜はどんな人間に映ってる？」

「えっと……ビジネスでの十夜はスマートで優しくて、完璧なデキる男って感じで。でもプライベートの十夜は、口が悪くて意地悪で……」

「うんうん。それで？」

　遠山さんは私を煽るように相槌を打つ。

「強引で俺様で、あげく、散々私を弄んで……！」

「うん、そうだね。十夜は本当にひどい男だ」

「あっ、でも優しい一面もあるんです！　私なんかのことを何度も助けて……くれたり……」

　いつの間にか十夜を擁護している自分に気がついてバツが悪くなり、眼下のネオンに視線を逃した。

「篠宮さんの言う通りだよ。十夜の中にはふたりの十夜がいる。だけど、一見完璧に見える表側の十夜は、いわばハリボテのニセモノで、中身は篠宮さんと同じ、感情を持った複雑な人間だよ」

　恐らく当たり前のことを言われているのだろう。しかし素直に呑み込めないのは、私には十夜がなにを考えているのか、いつでもさっぱり分からないからだ。

「十夜が優愛への愛情を押し殺して普通に接するようになってからも、ふとした瞬間に憂い顔を見せることがあったんだ。それは、殺しきれなかった本当の感情の一部なんだと思う」

　遠山さんは遠くの空を見据えて微笑んだ。

　あの十夜が殺しきれなかった感情だ。私ならば泣き叫びたくなるほどの苦しみと、独り闘っていたのだろう。

　当時の十夜の想いを想像しては、胸が締めつけられるように痛む。

「だけど俺と優愛が結婚して、十夜は仕事で忙しくなって、互いの日常を当たり前に過ごしていくうちに、気がつけば十夜は憂い顔をしなくなっていたんだ。それは十夜自身がそうしようとしたわけでも、誰かの手によってそうなったわけでもない。時間の流れの中で、十夜の想いは自然と美しい思い出に変わっていったんだと思う」

「……時が解決してくれた、ってことですか？」

「そういうことだね」

　しかし、それでは辻つじ褄つまが合わない。

「でも、十夜は『叶わない恋のなにが悪い』って、『優愛さんを思い続けることが唯一の幸せだ』って言ってました」

「それは暗示みたいなものだよ。もし他の誰かを好きになっても、また失恋するかもしれない。十夜の負った傷を考えたら、踏み出せない気持ちもよく分かるからね」

　そう言って、遠山さんは終わりのない曇天の夜空を見上げた。その横顔が、〝宝箱〟の話をしてくれた時の十夜と重なる。

　十夜は自分の中にホンモノの愛情はないと分かっていながらも、捨てることができなかった。本当に、私と同じだ。私もタカちゃんにホンモノの愛情がないと分かっていながらも、捨てることができなかった。

　そしてあの時、十夜は最後に言った。『もう宝箱はいらねーな』と。

「十夜の恋はとっくのとうに終わっていたんだ。そして、それを受け入れるきっかけを与えてくれたのは篠宮さんなんだよ」

　空から私に向けられた視線は、穏やかに私を諭す。

「私が……？」

　遠山さんは微笑んで、コクリと頷く。揺れる黒髪から覗くのは、弟を想う兄の顔だった。

「一ヶ月くらい前かな、優愛から篠宮さんの話を聞いた時は驚いたよ。社会人になって以来、十夜の女性関係の話はほとんど聞いていなかったから、俺も優愛も本当に嬉しかったんだ」

「いや、でも私は……」

「十夜が女性に興味を持った。それだけでも本当にすごいことなんだよ」

　優しくも有無を言わせない物言いが十夜の面影と重なって、私はグッと口を噤んだ。

「現に優愛の妊娠が発覚してからも、十夜は俺たちと普通に接してくれている。それは優愛以上に気にかかるなにかがあるということだよ」

　遠山さんは優しく微笑んだ後、再び天を仰ぐ。

「十夜にはこのまま前に進み続けてほしいと思った。だけど……」

　穏やかだった口調が、ふいに色を変えた。

　緊張がさざ波のように押し寄せて、手すりを掴む手がキュッと鳴る。

「昨日の十夜は終始、心ここにあらずな様子でさ。本人は普通にしていたつもりなんだろうけど。なにかあったのかと尋ねてみても、案の定『なにもねーよ』の一点張り。それでも、なにもないわけないと、しばらく様子を窺ってたら……」

　小さく息をついた遠山さんは、視線を天からネオンに向ける。そして改まった様子で私に向き直ると、射るような瞳を持って微笑んだ。

「ふとした瞬間に、〝憂い顔〟を見せたんだ。それですべてを理解したよ。十夜はまた、失恋をしたんだなって」

　心臓がドクンと鳴った。まるで、十夜が私に失恋したかのような言い方だ。

「じょ、冗談やめてください。ほら、仕事でなにか嫌なことがあったのかもしれないですし！」

「それはないよ。十夜はビジネスとプライベートを完全に分ける人間だから」

「でも、十夜は私のことをからかって遊んでるだけで、好きだとかそんな素振り、全然……」

　動揺が思考を鈍らせて、うまく舌が回らない。

「篠宮さん、前に俺が言ったこと覚えてる？」

　遠山さんは呼吸を置いて、からかうような笑みを浮かべた。

「十夜は好きな子をいじめちゃう、典型的な小学生タイプなんだよ。さらには極度の負けず嫌いで、プライドも高い。だから篠宮さんが彼氏さんに傾いてしまったことが、どうしても許せなかったんだろうね」

　心臓が痛い。狂ったように脈打っている。

「でも……ッ！　私は『絶対に俺を好きになるなよ』って言われてて……！」

「あえてそう言ったんだと思うよ。人は禁止されると逆にそうしたくなるものだからね」

「あっ！　それって〝カリギュラ効果〟ですか!?」

　いつか萌に教えてもらった言葉をぶつけると、遠山さんは少々の驚きを持って微笑む。

「うん、よく知ってるね。心理学を使うなんて、コンサルタントの十夜らしいだろ？」

「でも、本当にそうなら『別れたら付き合ってやる』って言ったほうがずっと簡単じゃないですか！」

「言えないんだよ、恥ずかしくて。それに、篠宮さんに浮気まがいなことをさせてしまうのを避けたかったんじゃないかな」

　喉が熱を帯びていく。遠山さんの言葉を理解しようとすればするほど、痛みにも似た高揚感が全身を襲った。

「十夜はなにかしらの方法で、篠宮さんに想いを伝えていたんだと思うよ。思い当たること、ない？」

　はっと思い浮かんだそれを、ポケットの中から取り出した。画面に光を灯し、意を決して遠山さんに向き直る。

「私、十夜にたくさんのことを教えてもらいました。もしかしたらその中に、なにかメッセージがあるのかもしれないと思ってて。……聞いてもらえますか？」

　知りたい。十夜が私に〝本当に伝えたかったこと〟を。

「もちろん。読み上げてもらってもいいかな」

「はい！」

　迷わずメモ帳のアプリをタップし、何度も読み返してほぼ暗記してしまった十夜の言葉たちを表示する。上擦りそうになる声を必死に抑えて、一つひとつ丁寧に、記憶を呼び起こしながら読み上げた。

　そしていよいよ、最後の一行に差しかかる。

「【何度も言わせんな。お前に話すことはもうなにもない】……以上です」

　そして顔を上げてみれば……。

「ククッ」

　またしても、必死に笑いを堪えている遠山さんがいた。

「な、なにか……!?」

「いや、ごめん、あまりにも……」

　そう言って、またもや吹き出す遠山さん。どうやら笑いのツボにはまってしまったらしい。

「ごめんね篠宮さん。十夜のヤツ、不器用だからさ。分かりづらいんだよ……」

「えっ、なにがですか!?」

　前のめりになる私に対し、ようやく笑いが落ち着いたらしい遠山さんは、ふぅと息を吐く。そして優しい笑みを浮かべると、身体ごと私に向き直った。

「本当に単純なことなんだ。十夜は最初から、篠宮さんに賭けていたんだよ」

「賭けて、いた……？」

　目を見開いたまま固まる私へ、遠山さんは言葉を続けた。

「ギャンブルが嫌いで、自分への利回りを第一に考える十夜が、無益な人のために動くわけがない。篠宮さんは自分にとって有益な人であると判断したから、自分を変えてくれると思ったから、十夜は大切なプライベートの時間を篠宮さんに費やした。つまり『俺を買え』って発言は、『俺を好きになれ』って意味だったんだよ」

　衝撃のあまり、言葉はなにも出なかった。グルグル回る感情と思考に、めまいを起こしそうになる。

　呆然とする私に、遠山さんはほんの少し身を屈めると、ダメ押しをするかのように語りかける。

「それからもうひとつ。この前十夜に邪魔されて言えなかった言葉の続きなんだけど。十夜はね、恥ずかしくて、好きな子の名前を呼ぶことができないんだ。だからずっと、優愛のことも『お前』って呼んでいたんだよ」

　湿った風がさらう黒髪の隙間に、意地の悪い笑みが浮かび上がる。

「篠宮さん。君はいつから名前で呼ばれなくなった？」

　全身の血流が熱を帯びて、目頭から熱い涙がひとつ落ちた。

「ごめんね、かわいくない弟で」

　遠山さんは申し訳なさそうに笑うと、私の頭をポンと撫でた。堰を切ったように、涙がボロボロと流れ落ちる。

「うぅーッ、そんなのッ……分かるわけない……！」

「そうだね。十夜はまだ優秀なコンサルタントとは言えないようだ。木崎に言っておくよ、十夜は減給でって」

「ぷっ……、また減給ですか」

　あの時の十夜の真っ青な顔を思い出して、思わず吹き出してしまう。

「自業自得だよ」

　そう言って、遠山さんは子供をあやすかのように、私の頭をポンポンと撫でた。

　しかしその優しさが余計に感傷を誘って、ぐちゃぐちゃに掻き乱された想いは怒りとなり、今にも爆発しそうなほどに膨れ上がる。

「十夜のバカ、バカバカ……ッ！」

　悔しくてたまらない。それなのに、どうしてこんなにも会いたいと思うのだろう。

「私、十夜のところに行きます」

　決意を持って涙を拭うと、遠山さんは一瞬目を見開き、やがて優しく微笑んだ。

「ありがとう、篠宮さん」

　遠山さんは再び兄の顔を見せると、ガラス戸に手をかけた。

「十夜の家の場所は知ってる？」

「あっ、知らないです……」

「なら、送っていくよ。十夜に会ったら思いきりぶん殴ってやって」

「あはは。全力で腹パンしますね！　ありがとうございます！」

　遠山さんの気遣いのおかげで、荒ぶった気持ちも薄れていく。

　十夜よりも少し広いその背中に続いて部屋の中へ戻ると、夕食の片付けをしていたらしい優愛さんが駆け寄ってきた。

「篠宮さん、大丈夫ですか？　涙の跡が……」

「大丈夫です。これは十夜への怒りの涙なんで」

「い、怒り……!?」

　優愛さんは慌てた様子で、遠山さんにアイコンタクトを飛ばす。遠山さんが笑みを返すと、優愛さんはホッとした様子で、もう一度私に向き直った。

「十夜くんは篠宮さんに冷たい態度をとったり、時にはひどいことも言ったりしたと思います。けれど決して本心ではないんです。照れ隠しだったり、わざと反対のことを言っていたり。相手への想いをなくすには、相手を突き放して嫌われることが、一番楽で効率的ですから……」

　楽で効率的。いかにも十夜らしい考え方だ。

「どうか、十夜くんを許してあげてください」

　優愛さんは瞳を微かに潤ませて、訴えた。

「大丈夫ですよ。遠山さんのお話を聞いて、十夜のそういう一面も理解できた気がしますから。それに、そもそもは私が悪いんで。お互い様ってことで！」

　私の言葉を聞くと、優愛さんは安堵の息をつき、嬉しそうに目尻を細めた。

　長年の想い人である優愛さん、そして兄である遠山さんにここまで大切に想ってもらえて、幸せを願ってもらえて、十夜は本当に幸せ者だ。

「そうそう、前に優愛さんに言われた『十夜をお願いします』ってやつなんですけど。ぶっちゃけ、なんで私なんだろうって思ってました。私は考えなしのおバカだし、特別かわいくもないし、優愛さんみたいな女子力もないし」

　はは、と自嘲的に笑ってみせてから、ひと呼吸置いて優愛さんを見据える。

「それでも、私が十夜になにかしてあげられることがあるとしたら……。それは、真正面からぶつかることなんだと思います」

　十夜は私に話してくれた。感情むき出しで考えなしでバカみたいに素直な私が、少しだけうらやましい、と。

「十夜だって本当は感情を殺すなんてこと、したくないんだと思います。だったら感情むき出しでぶつかって、感情を返さずにはいられない状態にしてやればいいんですよね！」

　貧相な脳みそが出せる結論なんて、所詮はこの程度だ。しかしこれが唯一私にできることで、十夜が私に賭けた〝理由〟だとしたら……。

「私は十夜を救いたい。感情を殺すだなんて絶対にさせない！」

「ははッ。篠宮さん、本当に最高だよ」

　遠山さんは、やけに嬉しそうに笑う。

「わっ、すみません！　つい……！」

　安いヒーロー漫画のようなセリフを吐いてしまった。途端に羞恥が全身を襲って、耳の先まで熱くなる。

「いや、十夜が好きになるのも分かるよ。人は、自分と正反対の人間に惹かれるものだから」

　そう言って、静かに見つめ合った遠山さんと優愛さん。私には優しくて温かい似た者同士に見える夫婦だけれど、ふたりにも正反対ななにかがあるのだろうか。

「さ、行こうか。もう十夜も帰宅してるだろうし」

　車のキーを揺らした遠山さんは、優愛さんに「行ってくるよ」と残し、リビングを出る。

　私は優愛さんに諸々のお礼を伝えると、遠山さんの後を追った。




　遠山さんの運転する車に乗って、十夜の家を目指す。

　突然家に押しかけるなんて、常識外れもいいところだ。しかし事前に連絡をしたところで、十夜は頑なに私を拒否するだろう。

　顔を合わせた瞬間、帰れと罵られるかもしれない。

　すれ違う車の数が増えていく度に緊張と怖さが募っていって、また逃げ出したい気持ちがやってくる。

　そんな〝今までの自分〟を追い払うように、拳を強く握りしめた。

「着いたよ」

　遠山さんは身体ごと振り向き、後部座席に座る私に到着を知らせた。

　着いた場所は、閑静な住宅街の一角にある低層マンションだった。打ちっ放しのコンクリートがなんともオシャレな外観で、いかにも十夜が好きそうなシンプルテイストだ。

「十夜の部屋は三階奥の角部屋だよ。車も停められないし、俺はこのまま帰るけど、トラブルが起きたらすぐに連絡して。優愛に電話くれれば飛んでいくから」

「ありがとうございます。門前払いされたらお願いします」

　へらっと笑いながら車を出て運転席へと回り、一礼すると、遠山さんはサイドウィンドウから顔を出す。

「篠宮さん。十夜をよろしくお願いします」

　その優しい表情は兄のようであり、不思議と父親のようにも見えた。

　遠山さんの車が見えなくなるまで見届けた後、ふぅと肩から大きく息を吐く。

「よしッ！」

　決戦に向け、気合い十分にコンクリートの階段を上っていく。

　ただでさえ蒸し暑い梅雨の夜に、極度の緊張が折り重なって、額にはじわりと汗が浮かぶ。口から心臓が飛び出そうとは、まさにこのことだろう。

「本当に会ってくれなかったらどうしよ……はは」

　独り言も震える。冷静でいるつもりでも、頭の中はひどく混乱していた。

　なにを言えばいいのかもさっぱり分からないけれど、とにかく会わなければなにも始まらない。

　そして辿り着いた三階奥の角部屋、ドアの前。ハンカチで汗を抑え、乱れた髪を手ぐしで整え、無駄に何度も深呼吸する。

「はぁー、ふぅー……よしッ！」

　最後に活を入れ、震える指でインターホンを押した。

　緊張感とは不釣り合いなベル音が鳴り響き、しばしの間の後……。

《――なんでお前がいるんだよ》

　至極不機嫌な声色が、耳を伝った。

「こっ、こんばんはぁ！　遠山さんに送ってもらったの！」

　第一声目の挨拶から、微妙に上擦ってしまった。

　しかし十夜はツッコミすらしてくれず、早速だんまりを決め込んでいる。

「いや、さっきまで遠山さんちにいてね！　それで、えっと……」

　落ち着け、落ち着けと頭の中で繰り返す。

「十夜に話があって。ドア、開けてほしいんだけど！」

　その先を見透かすように、カメラに向かってガンを飛ばす。

　しかし案の定、返ってくる返事はない。私を見下ろす冷ややかな表情と瞳が、まるでそこにあるかのように目に浮かぶ。

《……ハァ》

　微かに聞こえたのは、あからさまなため息の音だ。

《だから――》

「お前に話すことはもうなにもない、でしょ!?」

　インターホンの先で、グッと怯む音が聞こえた気がした。

「十夜にはなくてもねぇ、私にはあんの！」

　あんなにも分からなかった十夜の気持ちが、今なら手に取るように分かる。

　拒絶になど負けない。絶対にこの分厚い扉を破ってみせる。

「こっちは話したいって言ってんのに一方的に遮断するなんて、そんなの子供のすることじゃん！」

　おのずと呼吸が荒くなる。インターホン越しでなくても、この声は十夜に届いているだろう。

「十夜の言いたいこと、ちゃんと分かったよ。だけどさ、バカな私にあんなの分かるわけないじゃん！　優秀なコンサルタントのくせに、そんなのも分かんないの!?」

　これだけ言ってもだんまりな十夜に、ついに痺れを切らした私は……。

「私の名前も呼べないくせに！　本当は好きなくせに！　悔しかったら私の名前呼んでみろ！　バカッ！」

　最後の必殺技を繰り出した、その瞬間……。

「つーか、近所迷惑なんだよ！」

　音を立て、ドアが勢いよく開かれた。そこから伸びてきた腕に拘束されて、私は部屋の中へ雪な崩だれ込む。

「ったく、好き勝手言いやがって」

　背後のドアが閉まると同時に、十夜の腕の中に吸い込まれた。

　薄暗い玄関に、清涼な香りがふわりと舞う。

「だって、十夜が無視するから！」

「いきなり押しかけてきて、バカじゃねーの」

　十夜は私の後頭部を強く引き寄せて、私は十夜の背中をギュッと手繰り寄せる。こんなにも熱い抱擁を交わしているのに、どうして私たちはまた言い争いをしているのだろう。

「だって、連絡したら絶対拒否るじゃん！」

「だってだってうるせーな、お前は」

「お前じゃないもん！」

　私の言葉に、十夜の肩がピクリと震えた。

　沈黙が流れ、心臓の音だけが耳に痛く響く。

「……エン」

　聞き取るのがやっとの声量に相反して、心臓はドクンと大きく音を立てる。

「ち、違う。エンじゃないもん！　私の名前は――」

「まどか」

　その瞬間、息が詰まるような心拍の波に襲われた。

「まどかまどかまどかまどかッ」

「ちょッ……」

「これで満足かよ！」

　十夜は投げやりに声を荒らげて、より強く私を抱き寄せる。『絶対に顔は見せない』とでも言うかのように。

「十夜、離して」

「却下」

「離して！」

「ぜってー離さねぇ」

「ちゃんと顔見て言ってよ！」

「言わねーよ！」

　苦しいほどにあてがわれる体温と、額に感じる鼓動の震え。十夜の感情が、表情を見なくても伝わってくる。

「どーせ真っ赤になってんでしょ！」

「なってねぇ」

「心臓の音で分かるもん。本当は恥ずかしくて仕方がないんでしょ！」

「……相変わらず減らねー口だな」

　一瞬、私を拘束する力が解かれると、柔い熱が唇に押しつけられた。背中に壁がトンと当たったのを合図に、それは音を変えて私の中へと侵入してくる。

「――ッ！」

　あの雨の日と同じ。『もっと教えて』と言わせるような、強引で俺様なキス。降り注ぐ愛あい撫ぶは、目を開けることすら許してくれない。

　必死に与えられる熱を受け止めて、すがって、それでもすべての呼吸を奪われる。

　名残惜しげに唇が離されると、コツンと額に額を当てられた。

「円華」

　ゼロ距離から落とされる、痛いほどにまっすぐな瞳に、荒ぶる呼吸が一瞬、止まった。

「ま、待って……ッ。今のは反則！」

　本能が命の危険を感じ取り、ギュッと瞼を閉じた。覆い被さる体温を剥がそうとするけれど、華奢なはずの身体はビクともしない。

「お願い、離し――」

「円華」

　聞き慣れた低いトーンは、威圧感を纏っている。嫌な予感が頭をよぎり、恐る恐る目を開けてみると……。

「離さねぇって言ったよな？」

　そこにいたのは、〝いつもの〟十夜だった。

「あぁ、そうか。俺が近づくと心臓が止まるんだったな？」

　意地悪く上がる口角は、形勢逆転の合図だ。

「ちょッ……！」

「もう、限界？」

　密な低音ボイスが耳元に寄せられた。唇が首筋に触れた瞬間、全身に熱が走り、たまらず仰け反る。

「や、めッ……」

　熱い唇は震える私の喉をお構いなしに撫で、鎖骨を滑る。

「まだ話、終わってない、のに……」

　十夜は私の顎を掴み、浮かされた顔を覗き込む。

「前に教えたよな？　家でふたりきりになって抱かれなかったら、むしろ恥だと思え、と。お前はそれを分かった上で俺の家に来たんだろ？」

　私はどうやったって、彼には敵わないらしい。

「来いよ」

　十夜が私の手首を引く。

　慌てて脱いだパンプスが、カランと音を立てて転がった。

　部屋に入るや否や、照明を落とされて、見えないベッドに押し倒される。

「手加減しねーからな」

　甘美な囁きと共に、傍らの間接照明が灯された。

　暖色の光に照らされて、妖艶さを増した瞳がゆっくりと落ちてくる。

「ンッ……」

　再び熱を上げる、強引なキス。呼吸だけでなく、今度は体温をも奪うかのように繰り返されて、やがて首筋へと落ちていく。

　肌を這はう指の感触も、じくじくと疼く快楽も、すべてが久しぶりの感覚で、いたたまれなく恥ずかしい。私はひたすらに、彼の細い身体にしがみついた。

「まだ十夜の気持ち、聞いてない……」

　さえずるような声に、十夜はピタリと手を止めた。やがておもむろに顔を上げると、フッと笑う。それは恐ろしいほどにキレイで、妖艶な笑みだった。

「教えてやるよ、身体で。全力で受け止めろよ。円華」

　――私が買ったのは、強引で俺様で、口が悪くて意地悪で。オマケに不器用で分かりづらい、優秀な〝失恋〟コンサルタント。

　彼は私を救ってくれた。約束通り、私にとっての正しい幸せを教えてくれた。これで本当に、契約は終わり。




　ふたつの身体が、互いを欲しがり艶めく頃……。

「円華。愛されたいなら俺を買え」

　少し照れくさそうに、投げやりに、十夜は精いっぱいの想いを私にぶつける。そんな彼がかわいくて、とても愛おしい。

「……買う。一生の財産払って、十夜を買う！」

　私が笑うと、彼は眉間にシワを寄せる。そしてどこか不服そうに、しかし確かな幸せを含ませて、「契約成立だな」と囁いた。

　今日から彼は、私の〝専属〟コンサルタント。










無期限の契ヤク約ソクを




「篠宮！　早くしろ！」

「すみません！　今行きます！」

　厚手のチェスターコートを取り出し、後ろ手にバンとロッカーの扉を閉めた。

「今日は三店舗回るからな。腹は空かせてるな？」

「もちろんです！　もうぺっこぺこです！」

　すっかり見慣れた、上司である雪ゆき村むらさんの黒い背中を追ってオフィスを出る。通路に出た途端、ブルッと身震いする寒さに包まれて、慌ててマフラーを巻きつけた。

　私は、とあるコンサルタントの采配によって、人事部から商品開発部に異動となった。

　代わりに人事部は総務部と兼任する形で萌が着任し、かつての上司だった山内室長も、社長補佐の仕事を兼任することとなった。ちなみに経理部には、そのまま茅野さんが残っている。

「一件目の店はクリスマス施策のスイーツが当たって、相当集客を上げているらしい」

　雪村さんは、角が剥げ落ちた愛用のレザーファイルを開き、今日の予定を再確認する。

「私も女性誌で取り上げられてるの見て、おいしそうだなって思ってたんです！」

「おい、仕事だということを忘れるなよ」

「あはは。分かってます！」

　エレベーターを降りて外へ出る。アスファルトを滑る枯れ葉がカラカラと乾いた音を鳴らし、街路樹は今日も侘びし気に肩を並べている。

「篠宮が商品開発部に来てから、もうすぐ五ヶ月か。最初は篠宮のバカさ加減にどうなることかと思ったが、ようやくサマになってきたな」

「はは。褒め言葉として受け取っておきます……」

　雪村さんの毒舌は愛情の証だ。

「最初はなぜ篠宮がウチに、と思ったが。あの若いコンサルタントくんのやりたいことがようやく分かった気がするよ」

　話題を振られてドキリとし、返答に困った私は「そうですねー」と適当な相槌を打ち、正面を向いた。そして、息を呑む。

「おはようございます」

　漆黒のトレンチコートを纏ったスラリと細い身体のラインに、私は一瞬にして目を奪われる。彼が一歩ずつ近づいてくる度に、共鳴するように私の鼓動が高まっていく。

「おぉ、おはよう。君は確か……」

「株式会社ＲＡＰＡＣ、人事コンサルタントの片柳と申します」

　彼は今日も、完璧に仕立てた笑みを浮かべる。

「そうだ、片柳くんだったね。今ちょうど君の話をしていたんだよ。なぁ篠宮？」

「えっ!?」

　話を振られないよう、半歩引いて視線を逃していたというのに。

　いたし方なく顔を上げると、彼はまっすぐに私を見据え、緩やかな笑みを落とす。

「おはようございます、篠宮さん。お久しぶりですね」

「……ご無沙汰しております、片柳サン」

　営業スマイルを返しつつ、『なーにがお久しぶりだ』と心の中で悪態をつく。

　私たちは付き合い始めてから程なくして、同棲を始めた。

　というのも、タカちゃんがいなくなった二ＤＫの家はひとりで住むには寂しく、もう少し手頃な家に引っ越そうかと考えていることを十夜に話したところ、『今すぐ荷物まとめてウチに来い』となったわけだ。

「では片柳くん、私たちはこれから他店調査に行ってくるので、失礼するよ」

「はい。お気をつけて」

　片手を挙げてフランクな別れを告げた雪村さんに、十夜は丁寧な会釈を返す。

　私も不自然のないよう形だけの会釈をし、彼の横をすり抜けようとした瞬間、長い指が私の後ろ髪をすくった。

「またな」

　耳元に甘い囁きを落とし、意地の悪い笑顔を浮かべ、十夜は颯爽と去っていった。

『バカ十夜！』と心の叫びを細い背中にぶつけ、踵を返す。

　この真っ赤な顔を、雪村さんにどう説明すればいいのか。まったく、いつまで経っても彼の二重人格っぷりには敵わない。




　仕事を終えて帰宅すると、エプロンをつけてキッチンに向かう。

　同棲を始めてから知ったことは、十夜はとにかくハードワークだということだ。日が昇る前に家を出たかと思えば、帰りが終電になることもざらにある。

　そんな多忙を極める生活の中で、貴重なプライベートの時間を削り、私に失恋指導をしてくれていたのだ。

「ホント、かっこよすぎるでしょ」

　手を洗いながら、思い出し笑い……いや、思い出しニヤニヤをしていると、レシピを表示していたスマホが震える。

【二十一時には会社出る。今日の飯なに？】

　相変わらず業務的な文面に、緩んだ頬がさらに緩む。彼氏となった十夜は意外にもマメで、毎日こうして帰宅の時間を教えてくれるのだ。

　食事の準備を終えてひと息ついたところで、今日の他店調査のまとめをするべくノートパソコンを開く。

　商品開発部に異動になって以降、私の仕事環境は一変し、以前のような定時上がりはほとんどなくなっていた。しかし不思議なことに、あんなにも嫌いだったはずの残業を、今ではとても有意義に感じている。

　初めは仕事ができないゆえの異動だと思い、落ち込んだりもしたけれど、『適材適所にしたまでだ。いいから自分らしくやってみろ』というコンサルタントの言葉を信じ、この五ヶ月間がむしゃらにやってきた結果が、今の私だ。

　私同様、十夜の大胆な改革案には疑問を持つ者もいたけれど、結果が確立された今、是非を問う声はどこにもない。

「十夜って、失敗したことあるのかな……」

　ふと浮かんだ疑問を呟くと、まるで応えるかのように、玄関からガチャリと解錠の音がした。

「とーや！　お帰りっ！」

「おー」

　飼い犬の如く、帰宅した主人に飛びつく私を、嫌がるわけでも喜ぶわけでもなく、今日もサラリと受け止める十夜。

　その無表情を、下からじっと見つめた。

「十夜、お帰り！」

「……おー」

「お、か、え、り！」

　催促するようにまくし立てると、十夜は私から逃れるように顔を逸らし……。

「……ただいま」

　眉間にシワを寄せ、頬を淡く染め、少し不機嫌に呟いた。

　途端に胸がキュッと鳴って、嬉しさにたまらず背伸びをして十夜の頭をガシガシと撫でた。

「うん、うん！　よくできましたっ！　さ、ご飯にしよ！」

「……おー」

　それは、昨日の夜の話だ。いつまで経っても『ただいま』と言ってくれない十夜に少々の不満を感じて、私は『ただいまのひと言がそんなに恥ずかしい？』と吹っかけた。すると十夜は『ンなことねーよ』と反論し、今に至る。

　十夜は相変わらず言葉は少なく、感情表現も豊かであるとは言えない。しかしだからこそ、今のように恥ずかしい言葉を言わされている瞬間の十夜は、かわいくてたまらない。

　煽るような言葉をわざと向けて、自らそうするように仕向ける。これは私流〝十夜の攻略法〟だ。

「ゴーヤチャンプルーは初挑戦なんだけど、おいしくなかったらごめんね」

　コートを脱ぐ十夜の横を通り過ぎながら、ダイニングテーブルへ食事を運ぶ。

　十夜と同棲し始めてから本格的に料理をするようになり、最近になってようやくレパートリーが増えてきたけれど、まだまだ味には自信がない。

「それ持ってこい。味見する」

　十夜はネクタイを緩めながら私に言う。

「え？　今から食べるのに？」

「いいから」

　言われた通りにゴーヤチャンプルーの皿と箸を持っていくと、両手が塞がっている十夜は「ん」と口を開けて、食べさせるようにと促す。

「ど、どーぞっ」

　メインであるゴーヤをひと切れ摘み、口へと運んだ。

　十夜は私をじっと見下ろしながら、もぐもぐと口を動かす。

「……どう？」

　長い間に耐え切れず問うと、十夜はようやくごくんと飲み込む。そして次の瞬間、私の唇にチュッと軽いキスを落とした。

「苦い」

　そう言って、十夜はニヤリと笑う。

「ちょっ、いきなりなに……ッ」

「さっきの仕返しだ。ザマーミロ」

　してやったり顔が、なんとも小憎らしい。

　悔しくなった私は真っ赤な頬を見られまいと、ぐるんと勢いよくダイニングテーブルへと引き返した。

　せっかく負かしたと思ったのに、結局はこうして倍にして返されてしまう。十夜を完璧に攻略するには、まだまだ鍛錬が必要らしい。




「ねぇ十夜。優愛ちゃんの予定日、もうすぐだよね」

「あー、そうだな」

『苦い』と言われたゴーヤチャンプルーをふたりで摘みながら、テレビを流し見しつつ食事を進める。

　この半年間で、私と優愛ちゃんはすっかり友達になってしまった。ここまで料理が上達したのも、優愛ちゃんによる親切丁寧な料理指導のおかげだ。

「ついに十夜も〝おじさん〟になるんだね！」

「聞こえが悪ィな……」

　十夜は不服そうに目を細めた後、味噌汁をズズッとすすった。

「もう二十六だもんね。姪めいっ子や甥おいっ子がいても全然おかしくないよねー」

　先月、十夜は誕生日を迎え、早生まれの私よりもひと足先に、二十六歳になった。

　プレゼントにあげたジョルジオ・アルマーニのネクタイは、大事なプレゼンやミーティングの時に使ってくれている。

「優愛ちゃんと遠山さんの子供、絶対かわいいよね！」

「顔はな。ただ性格が兄貴に似たら最悪だ」

　十夜はなにかを思い出すように、眉間にシワを寄せる。

「遠山さん、優しくていい人じゃん！」

「だから騙されんなって。アイツの腹黒さと言ったらねぇよ」

　十夜は相変わらず遠山さんのことを悪く言うけれど、そこに悪意は感じない。恐らく、今さら仲よくなるのも、という一種の照れ隠しなのだろう。

「ごちそーサマ」

　意外にも律儀な十夜は、食事の後には必ず手を合わせてくれる。

「ごちそうさまでした！　ね、今日のご飯どうだった？」

「悪くない。味噌汁はちょい濃かったような気もする」

「そっかぁ。まだお味噌汁の味は定まらないんだよね。明日もがんばるっ！」

「おー」

　十夜はポンと私の頭に手を乗せて、重ねた食器をシンクへと運んでいった。

　この不器用で優しい〝頭ポン〟があるから、料理だってなんだって、毎日がんばれるのだ。




「エン」

　丑うし三みつ時どき、六畳の寝室。

　セミダブルのベッドに身体を潜らせて、十夜は「こっちに来い」とマットレスをポンポンと叩く。

「待って、ボディクリーム塗らなきゃ」

「そんなん適当でいいだろ」

「マッサージしながらじゃないとダメなのー」

　これもすべては十夜に釣り合う女になるためなんだから！　と心の中で呟くけれど、ふてくされる十夜がかわいくて、結局適当に済ませてしまう私は、やはり女子力に欠けている。

「お待たせっ！」

「おせーよ、エン」

　眉間には不機嫌なシワが寄っているのに、布団を持ち上げて「早く」と催促する十夜に、きゅんと胸が鳴る。

　十夜は私をまた『エン』と呼ぶようになった。理由を尋ねれば、単純に『呼びやすいから』だそうだ。

　マットレスに乗り上がると、布団ごとぐるりと包み込まれ、寒夜に凍えた身体は強引なぬくもりに抱かれる。おデコに当てられた淡い吐息が、くすぐったくて温かい。

「そういやエン、髪伸びたな」

「うん。寒いから伸ばしてるけど、もう切っちゃおうかなぁ」

　十夜は今朝と同じように、長い指で私の後ろ髪を弄ぶ。

「寒いなら伸ばしとけ。風邪引かれると面倒だからな」

「あはは。りょーかい！」

　恋人になっても、十夜は相変わらずの俺様だ。しかしこうして、分かりづらくも『伸ばしてほしい』という意思表示をしてくれるから、優柔不断な私にはちょうどいいのかもしれない。

「十夜、明日も早い？」

「あぁ。五時には起きねーと」

「そっかぁ。優秀なコンサルタントさんは大変――」

　そう言いかけて、ふと先ほどの疑問を思い出す。

「ねぇ、十夜って失敗したことってある？」

「なんだよ急に」

「十夜って、なんでもできるからさぁ。失敗とか挫折とかは無縁で、全部自分の思い通りになっちゃうんだろうなーって思って」

　骨ばった鎖骨から、もそもそと視線を持ち上げる。至近距離にある十夜の顔はやはり恐ろしいくらいにキレイで、私の心臓は一向に慣れてくれない。

「思い通りにならないことなんて、いくらでもあんだろ」

「え、意外！　例えば？」

　キラキラと目を輝かせる私に、十夜はなぜか視線を逸らして思案する。

「……言わねーよ」

「なんでっ！　聞きたい聞きたいっ！」

「……なら、ぜってー笑うなよ」

「うん、絶対笑わない！」

「お前は……」

「私は？」

　復唱する私を見下ろして、眉間にシワを寄せた十夜は、ボソリと呟く。

「迷わず俺のところにくると思ってた」

「……え？　それって、あの展覧会の時のこと？」

「他になにがあるんだよ」

　頬を淡く染めた十夜は、不機嫌に口を歪ませる。

「そっか。あの時はごめんね、十夜」

「お前のせいじゃねーよ」

　十夜は長い指を滑らせて、私の頬をそっと撫でる。

「俺はお前のすべてを理解してると思ってた。けど、違った。そりゃ、六年には勝てねーよな」

　フッと笑った十夜は、自嘲的な笑みを含みながらも、どこか晴れ晴れとした様子だった。

　あの頃に比べて、十夜は随分と丸くなったような気がする。そんな彼がかわいくて、思わず「ぷっ」と吹いてしまった。

「あ？」

「あっ、ごめん。でも十夜が負けを認めてるとこ初めて見たから……」

　素直な十夜が珍しくて、ふふっと肩を揺らしていると……。

「笑うなって……言ったよな？」

　威圧的な低い音が落とされる。

　歪に上がった口角を見て、慌てて「ごめん」と開いた口を、十夜は瞬時に塞いだ。

　そして長くて熱いキスの後、彼がニヤリと笑ったら……。

「今日はなにを教えてやろうか」

　夜の指導が、始まる。




「十夜って本当にドＳだよね」

　情事の火照りが残る布団の中で、彼の腕に抱かれる。先刻までの羞恥の記憶が頭をよぎるけれど、その手からは強引さが消えて、今は優しく私の頭を撫でてくれている。

「強気なお前が俺に屈服する瞬間は、最高に気分がイイ」

「うっ……」

　根っからのサディスト発言は少々悔しくもあるけれど、『気分がイイ』などと言われてしまったら、なにも言い返せない。

「十夜、明日は私も早く起きるね」

「別に合わせる必要ねーよ。エンは気にせず寝てろ」

「ううん。他店調査のまとめも終わってないし、早めに出社したいから」

　そう言うと、十夜はモゾリと身じろいで、私の顔を真上からじっと覗き込んだ。彼は私の言動がウソか本当かを見極める際に、言葉ではなく表情を見たがる。これはある種の職業病なのだろう。

「大丈夫。無理してないよっ！」

「ならいい」

　どうやら納得したらしく、十夜は再び私の頭を自分の胸の中へとうずめた。

　相変わらず分かりづらいけれど、十夜はなんだかんだでベタベタに優しい。私が無理して十夜の生活リズムに合わせているのではないかと、いつも気にしてくれている。

　確かに、タカちゃんと付き合っていた頃に比べると、私の生活は百八十度変わり、その分疲労もストレスも増えた。しかし代わりに、私は今まで一度も感じたことのなかった、生活の充実感を知ることができた。

　恋人の存在でここまで人が変わるだなんて、単純な私らしいと我ながら笑ってしまう。でも、これが萌の言う〝きちんと恋をする〟という意味なのだろう。

「次に住む家は駅近にしようね！」

「そうだな。つーか、そろそろ寝るぞ」

「はぁーい。おやすみ、十夜」

「オヤスミ」

　十夜は案の定、結婚を含めた将来の話などいっさいしてこない。しかしいつか話してくれるその日を夢見て、私はそっと瞼を下ろした。




　翌日、仕事終わりに萌と立ち寄ったのは、今宵もオシャレなワインバーだ。数ヶ月ぶりに訪れたけれど、店内は変わらずの賑わいを見せている。

「エン、仕事は慣れた？」

　萌は冬の乾燥にも負けない艶のあるふわふわパーマを掻き上げた。

「まだまだ覚えなきゃいけないことだらけだよ。萌こそ仕事キツくない？」

「前よりはね。でも今のところは許容範囲内だよ」

「さっすが萌！」

　私が異動して以降、こうして萌とゆっくり話す時間も取れていなかったので、久々の近況報告会に自然とワインが進む。

「で、どーなのよ。片柳さんとは」

　萌はワインの入ったグラスを回しながら、ニヤリと笑う。

「んふふ。えっとねぇー！」

「あ、やっぱいいわ。そのだらしない顔だけでお腹いっぱい」

　そう毒気を含ませて言うものの、萌の表情はにこやかだ。

「まったく、ちょっとはノロケさせてよねー！」

「はいはい。じゃあクリスマスも片柳さんとどこかに行くの？」

「ううん。二十四日も二十五日も仕事だからって、先に『悪いな』って謝られちゃった」

「そっか。せっかくの金・土なのに残念だね」

「うん。でも家で会えるし、ささやかにホームパーティーするよ。萌は彼氏とどこ行くの？」

　そう問いながら、私はお通しのサラダスティックに手を伸ばす。

「あぁ、別れた」

「そっかぁ……って、え!?」

　突如投下された爆弾に、握っていた人参スティックがポロリと落ちた。

　それに対して、萌は冷静に「落ちたよ」と拾って皿に戻す。

「えっ、なんで!?　うまくいってたよね!?」

「一昨日まではね。浮気が発覚したから別れた。ま、よくあるパターンだよ」

「ええぇっ!?」

　あまりにしれっと言われるから、事の重大さとのギャップに頭が混乱する。

「彼氏へのプレゼント買いに街に出たら、女と腕組んで歩いてるのを見かけて。こういうの、なんて言うんだっけ。……ヤグる？」

「で、でも腕組んでただけなら未遂かもよ！」

「見た瞬間に分かるもんだよ、ヤった距離感って。それに彼氏も認めたし」

　萌は見たままを語り、そこには感情を匂わせない。

「そんな……。ほら、一時の迷いかもしれないよ？」

「彼氏も言ってた。『過ちは一度きりで、あの日は君へのプレゼントを一緒に選んでもらってたんだ』って。でも、一度だろうが浮気は浮気。しかも浮気相手に選んでもらったプレゼントなんて、もらっても少しも嬉しくないわ」

　フッと笑った萌は、紅い唇に紅いワインを流し込む。

「エン、私はむしろラッキーなんだよ。結婚を決める前にその程度の男だって分かったんだから」

　そう言って萌は笑うけれど、普段よりもほんの少し華やかなメイクは、虚勢の表れなのかもしれない。

「萌で物足りないって、その彼氏どれだけ贅ぜい沢たくなの？　なんか腹立ってきた……」

「男の浮気は本能だからね、仕方ないよ。エンも気を抜かないほうがいいよ。片柳さんモテるだろうし、誘いなんていくらでもあるだろうから。現にエンだって一ひと目め惚ぼれだったでしょ」

「確かに……！」

　幸せボケに浸っていた脳みそを、現実という名のハンマーでガツンと殴られたような感覚だ。

「どうしよう。浮気だなんて考えたこともなかった……！」

　一度考え始めると、あれよあれよと負の妄想が膨らんでいく。

　毎日帰りが遅いのは女と会っているから？　クリスマスも仕事ではなく女と遊ぶから？

　終わりのないループに囚とらわれて、たまらずカウンターに突っ伏した。

「エン、待った。私は別に片柳さんが浮気してるとは言ってないよ」

「そうだけどさぁ、いつ飽きられて捨てられるか……！」

　そもそもなぜ十夜は私を選んでくれたのか、その理由は未だによく分からない。それどころか、私は今まで一度たりとも、彼から『好き』や『愛してる』などの明確な想いを告げられたことがないのだ。

「どうしよう、急に不安になってきた……」

　半べそになる私に、萌は諭すように目を細める。

「言っとくけど。『私のこと好き？』は典型的なウザい女だからやめときなよ」

「うッ……」

　毎度の如く、あっさりと心の中を読み取られてしまった。

「てか、私も余計なこと言わなきゃよかった。ごめんね、エン」

　肩をポンと叩かれて、はっとする。今の私がすべきことは、見えない相手への不安に頭を悩ませることではない。傷心している友人を慰めることだ。

「私こそごめん、萌。よしっ、今日はとことん飲もう！」

「潰れないでよー、面倒だから」

　言われたそばから、私は届いたばかりのサングリアをグイッと一気に半分飲み上げる。

　萌は「おバカ」と呆れるように笑ったけれど、その表情が少し晴れるのを感じて嬉しくなり、残りの半分も一気に流し込んだ。




　十二月も半ばに入り、深々と冷える空気に心地よさを感じながら、コンクリートの階段を上っていく。調子に乗って飲みすぎたせいか、頭が少しぼーっとする。

「ただいまぁー」

　玄関を開けてみれば、キレイに揃えられた黒の革靴が私を出迎えてくれた。

「十夜ー！　たっだいまぁ！」

「エン、遅かったな」

　十夜は洗面所から顔を出す。まだ帰宅して間もないのだろう、ネクタイは結ばれたままだ。

　私は煩わしいパンプスをポイポイと脱ぎ捨て、十夜の胸の中に飛び込む。

「んーっ！　十夜の香りがするぅー」

「お前、飲みすぎ」

「んふふ。萌と久々に話せて楽しかったぁ」

「よかったナ」

　十夜は呆れながらも、私の頭を撫でてくれる。

　この不器用な優しさがたまらなく好きだ、と再確認すると同時に、ふと先ほどの不安が頭をよぎる。

「ねぇ、十夜ってモテるよね？」

「は。なんだよ急に」

「だって。十夜ってば超イケメンだし、超デキる男だし、超スマートだし、意地悪だけど超優しいし、エッチだって超うま――」

「だーッ、落ち着け」

　顔だけモゾリと上げてみると、十夜は口元を手で覆い、不自然に視線を逸らしていた。

「ったく、いきなりなんなんだよ」

「十夜はどうして私なんかを選んでくれたのかなって、不安になっちゃって。実は他の女の子とも遊んでたらどうしようって思っちゃってぇ……」

　想像しただけで悲しくなり、そこにアルコールの力が加わって、早くも目には涙が浮かぶ。

「エン、なにか吹き込まれたな？」

　十夜はじっとりとした疑いの声を落とす。

「違うの。萌は私に現実を教えてくれただけ」

「……なるほどな」

　十夜はなにかを悟ったらしく、ふぅと小さく息をつく。そして私の頬を両手で掴み、無理やり顔を上げさせた。

「俺は女で遊ばないって言っただろ」

「言った」

「それがすべてだ」

　十夜は私を解放すると、頭をポンと撫でる。

　素直な心臓はきゅんと鳴るけれど、私が欲しい言葉はそれではない。

「じゃあ……今、十夜のスマホを見せてって言ったら、見せてくれる……？」

　この発言もなかなかにウザい女だとは思うけれど、なにもないという確信がどうしても欲しかった。

「見せられるわけねーだろ」

「ガーン!!」

　あまりの即答に、ショックがそのまま言葉となって出てしまった。

　そんな私に十夜は呆れたようにため息をつくと、ポケットからスマホを取り出す。

「あのなぁ。俺のこのスマホひとつに、どんだけの会社の機密情報が入ってると思ってんだよ」

「あ、そういうことかぁ！」と安心しかけたところで、違う違うと首を振る。

「本当は女の子と連絡取ってるんじゃないの？　だから見せられないんじゃないの？　私を選んだのは気まぐれなんでしょ？　飽きたら捨てちゃうんでしょ？」

『お願いだから捨てないで』と想いを込めて、十夜の背中を強く手繰り寄せる。

　こんなことを言いたいわけではないのに、アルコールのせいでストッパーが外れた感情は、次々と溢れて止まらない。

「私は十夜と違って経験豊富じゃないし、頭もよくないし、単純バカだしっ」

「おい、エン」

「やっぱり言葉にしてくれなくちゃ分かんない！　十夜の口からちゃんと好きって言ってほしい！」

　萌の忠告を守るどころか、『好き』を強要してしまった。

　訪れた沈黙にほんの少し冷静さを取り戻すけれど、後に引けず、ギュッと細い身体にしがみつく。

「っとにお前は……」

　ため息交じりに落とされた声には、明らかな不機嫌の色が滲んでいた。

　怒らせたかも、と慌てて顔を上げると、十夜は眉間にシワを寄せて私を見下ろす。

「俺がそういうの苦手だって分かってんだろ」

「で、でもっ」

「大体、なにが経験豊富だよ。お前のほうが俺よりずっと恋愛してきてんだろーが」

　バツが悪そうにガシガシと髪を掻いた十夜は、再び小さくため息をつくと、睨みつけるような視線を向ける。

「分かってんだよ、お前がどんな言葉を欲しがってるかってことくらい。でもなぁ、こっ恥ずかしくて言えねーんだよ。つーか仕方ねーだろ。初めてなんだよ、彼女っつー存在ができたのは」

　俺様な口調とは不釣り合いに、十夜は頬を赤く染めて言う。

　その姿に、不安も心配も一瞬でどこかへと吹き飛んで、代わりに狂おしいほどの愛おしさが込み上げる。

「十夜ァ……」

「つーか、こんなダセーこと言わせんな」

　そう言って、十夜は私の身体を強く引き寄せた。

　もう五ヶ月も一緒にいるというのに、私は彼のことをまったく理解していなかった。彼は私以上に、恋愛初心者だったのだ。

「ごめんね、十夜……」

「あー」

「でも、いつかは『好き』って聞かせてほしいな……」

　ねだるように言ってみると、十夜は押し黙ってしまう。

　また不機嫌にさせてしまっただろうかと思い、十夜の表情を窺おうとすると、勢いよく身体を引き剥がされた。そして驚く間もなく手首を引かれ、ベッドに押し倒される。

「一度しか言わねーからな」

　十夜は私を捕らえるように覆い被さる。逆光に翳る彼の表情は、羞恥に歪んでいる。

　初夜を思い出させるような緊張感に、私の鼓動の波はドクンドクンと音を立てて全身を駆け巡った。

「と、十夜、別に今じゃなくても……ッ」

「お前が聞かせろっつったんだろ」

　仰る通りなのだけれど、こうして『言うぞ、言うからな』とお膳立てされてしまうと、心臓がもたない。

「てゆーか、なんでベッド……」

「ここじゃねーとお前の名前を呼べねーんだよ」

　さらにはとんでもなくかわいいことを言って、追い打ちをかけてくる。

　訪れた沈黙の中、張りつめた緊張感は空気を伝って、私の心臓を震わせる。カチ、カチ、と普段ならば聞こえることのない時計の音が、余計に緊張を煽る。

「円華……」

　低い声が私を呼び、おもむろに瞳が落ちてくる。

　目を逸らしたくないけれど、直視はできない。私は瞼を半分落として視界を薄め、その時を待った。

　――ヴー、ヴー。

　聞き慣れた振動音が、空気を割って耳を伝った。嫌な予感がして薄めた目を開くと、十夜は無言で身体を起こす。

「十夜、電話……」

「分かってる」

「……出ないの？」

「……だーッ！」

　髪をガシガシと掻いた十夜は一瞬私を睨みつけると、チュッと不意打ちなキスを落とす。

「なッ」

「ったく、どこのどいつだ」

　十夜は慌てる私などお構いなしに荒々しくベッドを降りると、机の上のスマホを拾い上げ、すぐさま画面をタップする。

「てめー、狙ってんだろ……」

　その第一声に、電話の相手が遠山さんであることを知った。

　私は残念半分、安堵半分の複雑な心境に包まれるけれど、おかげで酔いも冷め、音を立てないようにベッドから降りた。

　すると、視線の先の十夜の表情がピタリと固まった。

「……そうか」

　低く威圧的だった声色が、静かなものへと変わる。

　ただならぬ空気を感じて歩み寄ると、十夜はこちらに目配せして、私の頭にポンと手を置いた。

「分かった。情けねー声出してんじゃねーよ、気持ちわりーな。……あぁ。じゃーな」

　十夜はスマホを下ろすと、暗くなった画面をしばし見つめ、おもむろに視線を上げる。

「産まれるってよ」

　そう言って、フッと笑った。それはとても穏やかで、涙が込み上げるほどに、優しい表情だった。

「……なんでお前が泣くんだよ」

「だ、だって……」

　俯いた拍子に涙がひとつフローリングに落ちて、慌てて手の甲で拭う。

　私も、この時を楽しみに待っていた。もちろん悲しいわけではない。ただ十夜の表情を見たら、急に胸が苦しく切なくなった。

　長年の想い人に子供が産まれる瞬間。十夜は今なにを想い、どんな感情を殺しているのだろう。

「お前は本当によく泣くな」

　十夜は私の顔を覗き込むと、いつものように少し乱暴な手つきで私の涙を拭う。呆れたように笑う彼の表情はやはりひどく優しくて、私は直視できずにギュッと強く瞼を閉じた。

「エン」

　その腕に引き寄せられると、清涼な香りが私を包む。

「どうして俺がお前を選んだのか、本当に分かんねーのか？」

　力強い腕の中で、小さく首を縦に振った。

「人として大切なモノが欠如している俺を、お前が補ってくれると思ったからだ」

「……？　ご、ごめん、もっと分かりやすく……」

「だーもー、お前は……」

　十夜は少し長く息をつき、やがて口を開く。

「お前は俺の分まで泣いて、笑ってくれるからだ」

　少し投げやりに言う十夜は、私をギュッと強く抱きしめた。

　彼の心音をいくつか聞いて、ようやくその言葉の意図が沁みていく。

〝人として大切なモノ〟とは、感情のことだろう。十夜は、殺すことしかできなくなってしまったホンモノの自分を、誰かに救ってほしかったのだ。

「十夜ぁー！」

　その名を呼んで背中を手繰り寄せて、溢れる涙を押しつける。

「泣きすぎ」

「だって、だってぇッ……」

　全身が震えるのは、嬉しさのあまりだ。

　私は彼に救われてばかりだと思っていた。私も彼を救いたいと願ったけれど、優秀な彼は自ら想いに決着をつけたから、結局私はなにもできていないと思っていた。

　しかし私の唯一の取り柄である素直さは、彼の足りない部分を補うことができるという。側にいることが結果的に彼を救うことになるならば、これ以上幸せなことはない。

「十夜ぁ、ありがとうッ」

「……そっくりそのまま返す」

　十夜はやはり照れくさそうに、視線を逸らしながら言う。

「私、これからもよく笑うし、よく泣くから！　十夜の分まで喜怒哀楽たくさん表現するから！」

「喜と楽だけでいい。怒るとめんどくせーし、泣くと止まんねーし」

「もうっ、本当にかわいくない！」

　彼の背中をバシッと叩くと、おもむろに身体を離される。そして……。

「エン、さっきの続きするぞ」

「えっ――」

　優しい力は瞬時に消えて、強引に口を塞がれる。思わずよろけそうになると、腰を強く引き寄せられ、さらに深く熱いキスに侵食される。

　その激しさにたまらず背中をどんどん叩くと、ようやく拘束が解かれた。

「言っとくけど、〝ホンモノの俺〟はこんなもんじゃねーから」

「……え」

　ニヤリと不敵に笑う彼は、先ほどと同様に私の手首を引いて、ベッドに押し倒す。

「今日はなにを教えてやろうか」

　いつか彼がホンモノを取り戻したら、私は彼の満足のために、毎日泣かされるのかもしれない。




　迎えた日曜日。青々と澄んだ冬空の下、淡いピンクのフラワーアレンジメントを手に、優愛さんが入院している病院へとやってきた。

　優愛さんの出産はなかなかに難産だったらしい。しかし無事に出産を終えた四日目の今日、母子共に健康だと聞き、私と十夜はお見舞い兼お祝いにやってきたのだ。

「遠山さんもいるんだよね？」

「あー。バカみてーにつきっきりだそうだ」

「あははっ。けど男の子でよかったね。女の子だったら『娘はやらん！』ってタイプのパパになりそう」

「考えただけでうぜー」

　十夜はいつも通り悪態をつきながらも、その口元は柔らかく弧を描く。

　驚くべきことに、お見舞いを提案してきたのは十夜なのだ。十夜の複雑な心境を想像し、提案するのをためらっている私に気づいたのだろう。『見舞いにでも行くか』と彼のほうから切り出してくれたのだ。

　病院の中に入ると、白とピンクを基調にしたメルヘンな空間に包まれる。

　重厚なカーテンやシャンデリアなど、まるでヨーロッパの王室のように華やかなロビーには、大きなクリスマスツリーが飾られていた。

　うっとりと辺りを眺める私とは対照的に、居心地が悪そうな十夜は足早に受付へと向かい、手続きを済ませた。

　ナース服の女性に案内されて病室の前までへやってくると、女性はコンコンと扉を叩く。

「十夜、篠宮さん。こんにちは」

　私たちを出迎えてくれた遠山さんは、にこやかに「どうぞ」と促してくれる。前を行く十夜の背中をギュッと掴み、恐る恐る病室の中へと入っていくと……。

「十夜くん！　円華ちゃん！」

「優愛ちゃん！」

　現れた天使の微笑みに、たまらずベッドに駆け寄ると、その傍らにある真っ白な膨らみを見て息を呑んだ。

「かわいいーッ！　ちっちゃーい！」

「えへへ。がんばりました」

　母になっても、優愛さんはかわいらしいままだ。そんな天使から産まれた小さな天使は、むにむにと手足を動かしている。

　小声で「十夜も来なよ！」と手招きすると、入り口で棒のように立ち尽くしていた彼は、しぶしぶこちらに歩み寄る。

「ほら、めちゃくちゃかわいいよね！」

　笑顔で話しかけるものの、直立のまま赤ちゃんを見下ろす十夜は、ただじっとその動きを見つめている。

　その様子に心臓がドキリと鳴って、たまらず「十夜」と声をかけると……。

「……ちっせーな」

　フッと笑った十夜は、赤ちゃんの手のひらに人差し指を静かに乗せる。

　応えるかのように、赤ちゃんはその指をキュッと掴んだ。

　じんと胸に込み上げる感覚は、私の目頭までも熱くさせる。

　優愛ちゃんと遠山さんは、どんな想いに包まれているのだろうか。振り向くことはできないけれど、きっと優しい表情で十夜を見つめているに違いない。




　その後、出産時の話などで盛り上がっていると、赤ちゃんがかわいらしい声を上げて泣き始める。授乳をするということで、男性陣は飲み物の買い出しに行くと称し、病室を出た。

「わ！　優愛ちゃん巨乳！」

「今だけだよ。全部吸われちゃうもん」

「あはは。がんばって飲んでるね。かわいいー！」

　ガールズトークに花を咲かせていると、優愛ちゃんは不意に「円華ちゃん」と改まる。

「今日は来てくれてありがとう」

『ありがとう』に含まれた意図を察し、こくんと大きく頷いた。

「実は今日のお見舞い、十夜から行こうって言ってくれたんだよ」

「えっ……」

「私もビックリした。けど、嬉しかった」

　えへへ、と笑うと、優愛ちゃんの表情は驚きから穏やかなものへと変わる。

「前の十夜くんだったら、絶対に来てくれなかったし、あんなに優しい表情見られなかったと思う。全部円華ちゃんのおかげだね。本当にありがとう」

　その微笑みに、『十夜くんをお願いします』と頭を下げられたあの日を思い出し、また目頭が熱くなった。

「そういえば……円華ちゃんに謝らなくちゃいけないことがあるの」

　赤ちゃんの背中をポンポンと叩きながら、優愛ちゃんは眉尻を下げる。

「この前、十夜くんがウチのお店に来てくれた時に、パティシエの女の子が十夜くんを合コンに誘ったらしくて……」

「えっ!?」

　穏やかだった鼓動が途端に乱れ始める。そういう類いの誘いはあるのだろうと思っていたけれど、いざ耳にすると動揺を隠せない。

「パティシエの子には注意したし、今後は誘うこともないと思うんだけど……」

「だ、だけど!?」

　前のめりになる私を見て、優愛ちゃんは「違うの」と笑う。

「その断り方がすごく格好よくてね。でも円華ちゃんに話したって知られたら絶対に怒るから、十夜くんには内緒ね」

　かわいらしく人差し指を立て、首を傾げる優愛ちゃん。

　期待と不安が入り混じる心臓は、ドクドクと鳴る。

「最初は『彼女がいるから』って断って。それだけでも格好いいんだけど、『絶対彼女よりかわいい子いるから！』って言われて、たぶんイラッとしたんだと思うの」

　ふふ、ともったいぶる優愛ちゃんは、今日一番の笑顔を見せる。

「『アイツに勝てる女なんかいねーよ』……だって」

　その瞬間、全身に熱が走り、心臓が大きく揺れる。

「えぇッ!?　そっ、それってつまり、私のことかわいいって――」

　そう言いかけたところで、コンコンと鳴る扉に私たちはビクッと肩を震わせる。

「ただいまー……と、どうした？」

　最初に入ってきた遠山さんの後ろから、続けて十夜が現れた。そして真っ赤に染まった私の顔を見た途端、眉間にシワを寄せる。

「お前ら、なに話してた？」

「えっ、なにも!?」

　コントのように声を重ねた私たちに、眉間のシワはさらに深く刻まれるのだった。




　赤と緑のネオンを横目に、白い息を纏わせながら出勤する。クリスマスイブの今日は一段と冷え込みが強く、街行くカップルもここぞとばかりに身を寄せ合っている。

　昨日までの私ならば、『いいなぁ』と口を尖らせただろう。しかし今の私には、「お熱いねぇ」とニヤつく余裕すらある。なぜなら……。

『――今日、やっぱメシでも行くか』

　今朝、いつものようにネクタイを締めながら、十夜はサラリと言った。詰まっていた仕事は昨日であらかた片付き、今日は早めに帰れるようになったらしい。

『お前のためにがんばったんだよ』なんて甘いセリフは絶対にくれないけれど、単純な私が十夜に飛びついたのは言うまでもない。

『じゃあ二十時に駅の前ねっ！　――』

　そんな朝のやりとりを思い出しながら、どこからか聞こえてくるジングルベルに合わせて軽やかにヒールを鳴らし、会社へと向かった。




　日中は久々に仕事が手につかない、ふわふわとした心地を味わった。

　そしてあっという間に定時を迎え、家族でパーティーをするという雪村さんを見送り、私も頃合いを見て会社を出た。

　しかし案の定、二十分も早く駅前ロータリーに着いてしまう。

「早く来ないかなぁ……」

　かじかむ手に息を吹きかけながら、そわそわと辺りを見渡す。こうして待ち合わせをしていると、付き合う前のことを思い出して、ふふっと笑みがこぼれる。

　金曜日のクリスマスイブということもあり、駅前は早くも賑わいを見せていた。既に千鳥足の学生団体を「あーあ」と見過ごしたその先に、見慣れた細いシルエットを見つける。

　俯き加減でやってくるその人は、こちらへ一歩ずつ近づくと、私の前で歩みを止めた。

「はえーよ、エン」

　いつかと同じセリフを落とし、十夜は小さく笑った。

「十夜ー！　会いたかったー！」

　雰囲気に浮かされた私は、嬉しさを抑えきれずにその腕に絡みつく。案の定クールにかわされるけれど、見上げた十夜の顔がほころんでいるのを見て、さらに強く引き寄せた。

「ね、なに食べる？　あ、先にイルミネーションとか見に行く？　金曜だし、きっとどこもいっぱいだよね！」

「もう手配してある」

「そうだよねー……って、え!?」

　驚く私をよそに十夜はタクシーを捕まえると、「行くぞ」と早々に乗り込み、運転手に行く先を告げている。

　訳が分からないままに私も乗り込むと、タクシーは街のネオンに向かってゆっくりと走り出した。

「えっ、えっ、どういうこと？　どこ行くの？」

「いいから黙ってついてこい」

　窓枠に腕を乗せ、十夜はお得意の、意地の悪い笑みを浮かべた。




　渋滞する街を滑り抜け、タクシーは目的地に到着する。

　イルミネーションが有名なスポットか、はたまた夜景のキレイなレストランか。華やかに膨らんだ幾多の妄想たちは、地に足をつけた瞬間、見事に崩れ去る。

「……ここ、どこ？」

　目の前には、見知らぬオシャレな高層マンション。横を見れば、イルミネーションと呼ぶには寂しい並木道。後ろを見れば、閑静な住宅街が並んでいる。

「行くぞ」

「えっ？　どこに……」

　私の問いに答える代わりに、十夜は、「掴まれ」と言わんばかりに左腕を上げた。素直に手を回すと、十夜は目の前のマンションに向かって歩き出す。

　あまりに迷いがないので、マンションではなくホテルなのかと一瞬疑ったけれど、自動ドアの向こうには各部屋の郵便受けらしき銀色の箱の群れが見受けられる。

「ちょ、ここ誰の家!?」

「ここの最上階にバーラウンジがあるんだよ」

「えっ!?　でもそれって部外者は使えないんじゃ……」

　慌てる私の横で、十夜はしれっとカードキーらしきものを取り出し、オートロックを解錠する。

　口をポカンと開けて固まると、十夜は不敵に笑った。

「行くぞ」

　ぐいっと腕を引き寄せて、足早にエントランスを横切り、私をエレベーターの前まで連れていく。

「エン、こっから目閉じとけ」

「なんで？」

「夜景は一瞬で視界に広がるほうがいい」

　見上げた十夜の表情には、イタズラを楽しむ少年のようなあどけなさが浮かんでいて、スマートな所作とのギャップに胸が鳴る。

　いつからこんな仕込みをしていたのか。誰からカードキーを借りたのか。聞きたいことは山ほどあるけれど、私は素直にギュッと強く目を閉じて、彼の腕にしがみついた。

「バーラウンジは何階なの？」

「三十三階。つーか目開けんなよ？」

「開けない！　絶対開けないっ！」

　おデコの辺りで、十夜がフッと笑うのを感じた。

　やがて足元に重力を感じると、「行くぞ」と腕を引かれた。十夜は私の腕に触れながら、ゆっくりとしたスピードで優しく導いてくれる。

　浮き立つ気持ちを抑えられずに、「なんだろー」とか「ひゃー」とか意味のない言葉を並べていると、十夜の歩みがおもむろに止まった。そして、ピッという機械音の後に、ドアが解錠される音を聞く。

「エン、ここに座れ」

　そう言って、十夜は私を椅子らしき物に座らせる。

「なに、着いたの!?」

「ドレスコードがあるんだよ。エン、足上げろ」

「え、足？」

　言われるがままに足を浮かせると、十夜は私の足首に手を添えてパンプスを脱がす。続けて新しい靴と思われるものに私の足を通すのだけれど……。

「ふわふわしてる……？」

「こっちも履き替えろ」

　案の定私の疑問には答えず、十夜はもう片方の靴も履き替えさせると、私の手を取り立ち上がらせた。

「こっちだ」

　王子が姫をエスコートするかの如く私の指先を握り、十夜は前へ前へと導く。

　今にも飛び出そうな心臓をコートの上からグッと押さえると、やがて歩みは止まり、「目を開けろ」と耳元で囁かれる。

　緊張がピークに達する中、固く結んだ目を静かに解く。段々と色濃くなっていく視界には、窓いっぱいに広がる夜景と、それから……。

「ホームパーティー、始めるぞ」

　見知らぬ部屋の中、見知らぬテーブルに並べられたワイングラス。そして見知った彼の、これ以上なく意地悪な笑み。

「……ホーム、パーティー？」

　まったくもって状況が理解できず、四方を見渡しては何度も瞬きをする。

　壁と天井は透き通るような純白だ。黒にも近いウォールナットのフローリングには、反射したオレンジライトの淡さが浮かび、天地を繋ぐ大きな窓には、天然石を散りばめたかのようなネオンが光る。

　その美しさには息を呑むのに、どこか違和感を感じるのは、この部屋があまりに殺風景だからだ。インテリアと呼べるものは、ダイニングテーブルとふたつのチェア、それ以外には見当たらない。

　これではまるで〝入居が決まったばかりの部屋〟だ。

「バーに行くんじゃなかったの？」

　積もりに積もった疑問の中から、最初に出てきた率直な質問に、十夜は待ってましたと言わんばかりにニヤリと笑う。

「バーに〝行く〟とはヒトコトも言ってねーけど？」

　悦に入って笑顔を浮かべながら、十夜は私の身長に合わせるように、細い上体を少し折る。

「お望み通り、徒歩三分の駅近だ」

　大きくも華奢な手のひらが、そっと私の左手を包み込む。

　手のひらに乗せられたのは、彼の名刺によく似た真っ白のカードキーだった。

「プレゼントはお気に召しましたか？　篠宮サン」

　視線を上げれば、端正な顔の緩やかな笑みが間近にある。ビジネス仕様はきっと、ある種の照れ隠しだ。

「……お気に召さないわけ、ないじゃんっ」

　すべてを理解して、一気に感情が雪崩れ込む。

　サプライズに驚いて、まんまと騙されたことは少し悔しくて。渡されたカードキーが嬉しくて、私のためにここまでしてくれたことがなによりも幸せで……。

「十夜のバカッ！　大好き！」

　いつかと真逆のセリフと一緒に、彼の胸に飛び込んだ。




　十夜がプレゼントしてくれた新居は、三十三階建てタワーマンションの二十階、一ＬＤＫ。施設はバーラウンジの他にも、屋上テラスやフィットネスがあるという。

　興奮気味に間取りを見て回り、大方満足したところで、敷地内にあるコンビニでつまみを買い、部屋へと戻る。

「メリークリスマス！」

「おー」

　キンと艷やかにグラスが重なる。

　ジョルジオ・アルマーニのネクタイをきっちりと締め、気品ある所作でワインを愉しむ十夜を正面に、私は緊張に似た鼓動の高鳴りを聞く。

「ここ、家賃高いよね……？」

「心配すんな」

　十夜が言うのだから、本当に心配はいらないのだろう。しかしこれだけのプレゼントを出されてしまったら、後攻の私には立つ瀬がない。

「実はね、私も十夜にプレゼントを用意したんだけど……」

　足元に置いた生成り色のトートバッグを、恐る恐る持ち上げた。

「つーかそれ、全然隠せてねーけど」

「う、うるさい！」

　確かに、トートバッグからは紙袋の持ち手部分が顔を出しているのだけれど、そもそもは家で渡す予定のものだったのだ。今朝急に外食が決まったものだから、隠しきれていないのは十夜のせいでもあるのに、と口を尖らせる。

「で、なにくれんの？」

　バカにするように、しかしどこか嬉しそうに笑う十夜は、よこせと言わんばかりに手のひらを差し出す。

「サイズは大丈夫だと思うんだけど……」

　そう言って差し出した紙袋に印字されたブランドロゴを見て、十夜は一瞬、狐きつねにつままれたような顔をする。

「……開けるぞ？」

「ドーゾ」

　緊張を悟られないよう、ぶっきらぼうに返事をした。

「……ニット？」

　独り言のように呟いた十夜は、赤色のギフトバッグからキレイに畳まれたそれを取り出す。顔の前に広げられたセーターは、カーテンのように彼の表情を隠した。

「十夜、スーツもカバンもポール・スミスだよね？　一応ブランドを合わせてみたんだ、けど……」

　ビジネスシーンで使えるようにと、シンプルなブラックを選んだのが面白味に欠けたのか。はたまた袖口に施されたブルーのアクセントカラーが気に入らないのか。十夜は固まったまま、なにも言わない。

「ご、ごめん！　お気に召しませんでしたか！」

　気まずい空気を笑ってごまかすと、十夜はおもむろに立ち上がり私に背を向けた。そしてニットに袖を通し、手早く頭から被ると、袖口と裾を正す。

「……こんなん、お気に召さないわけ、ねーだろ」

　振り向きざまにネクタイを締め直した十夜は、お得意の、頬を染めたかわいい顔で言う。

「つーか、なんで俺が買おうとしてたもんが分かったんだよ」

「えぇ、そうなの!?」

　十夜は驚く私の手を取り、椅子から立ち上がらせた勢いをそのままに、ギュッと私を抱き寄せる。

　強引な力はいつもと同じなのに、清涼な香りが移っていない無垢なニットのせいで、知らない人に抱かれているかのような緊張感だ。

「……十夜、似合ってるよ。サイズもぴったりでよかった」

「エン」

　十夜は私の後頭部を強く押さえたまま、モゾリと顔をずらし、耳元に唇を寄せる。そして、ためらうような呼吸の後……。

「……ありがとな」

　それは、吐息にも等しい声だった。

　全身の細胞が、足先からきゅうっと奮い立つ。じわりと胸に染みる感動が、同じように目頭を熱くさせた。

「どういたしましてっ！」

　奮発したカシミヤのニットが、早速涙で濡れてしまう。

　十夜もそれを分かっているはずなのに、私を抱く力は弱まらない。

「十夜が、『ありがとう』って、言ってくれた……！」

「大げさなんだよ」

「だって、嬉しくて。自分の気持ち言ってくれるの、本当に嬉しくて……！」

「だーもー。泣くなって」

　十夜は優しく拘束を解くと、チュッと目尻にキスを落とす。そのまま頬に、唇の端にと、滑るようなキスを落とし、おデコをくっつけたゼロ距離で私を見つめた。

　夜景をバックに、互いの心臓の音だけを聞く。

　とろんと甘いひと時を経て、唇に落とされるのは、無言の愛情。

　重なるだけの優しいキスは、アルコールの味がした。永く触れて、離れては、また触れて。官能的な熱はいっさいないのに、身体の芯が疼くような艶やかさに、身も心も溶けてしまいそうになる。

「この家も、気に入ってもらえるか正直不安だった。お前のバッグから紙袋が見えた時は、正直ニヤけた。このニットを見た瞬間は、息が詰まった」

　再び強く抱きしめられながら、耳元で囁かれる。その声色は不器用でたどたどしい。聞き取るのがやっとの本音に、視界いっぱいに広がる黒が滲んでいく。

「……嬉しかった」

　紡がれた彼の感情に、私はまたニットを濡らした。

「ッ……、今日の十夜、優しすぎる……」

「今日だけだからな」

　はーと吐き出された深い吐息に、今の十夜がいっぱいいっぱいであることを知る。恥じを忍び、苦手な感情を言葉にしてくれた十夜に、溢れる嬉しさが止まらない。

「私ばっかり、こんなに嬉しいもの、もらってごめん。ニットだけじゃ全然釣り合わないよねぇ……」

　すると、腕の力が不意に解かれた。顔を上げた先には〝いつもの十夜〟がいて、心臓が鳴るのと同時に涙が止む。

「なら、足りない分は身体で払ってもらおうか」

「なッ……!?」

　でも、この家ベッドないよね!?、と真っ赤な顔で辺りを見渡す私に、十夜はククッと意地悪く笑う。そして慌てる私の左手首を捕らえると、顔の前に持ち上げた。

「お前のここ、俺によこせ」

　俺様なことを言う唇は手の甲を滑り、薬指のつけ根にそっと口づけを落とす。

「俺もお前を買ってやる」

　そう言って彼はポケットに手を滑り込ませる。

　意地悪な笑みが企んでいることを考えては、いやいやさすがにそれはないと打ち消して、期待に跳ねる鼓動を必死に抑える。

　やがて彼は取り出した箱を器用に片手で開けた。

　サテンの真紅から覗く輝きに、私は息を呑む。

「ちょっ、待っ、心の準備がッ」

「残念ながら、お前に拒否権はナイ」

　ニヤリと笑う彼は、震える私の薬指へシルバーリングを滑らせた。

「契約成立だな」

　顔を上げると、端正な顔の意地悪な笑みが間近にある。

〝きゅん〟どころではなかった。心臓も呼吸も、血流までもが確実に一時停止した。……久々に、死ぬかと思った。

「十夜のバカッ！　かっこよすぎて死んじゃうよ！」

　どんどんと胸を叩き、涙を滲ませた真っ赤な顔で睨みつけるけれど……。

「はっ、なんだよソレ」

　返されたのは、少年のように無邪気な笑顔だった。

　反則技に撃ち抜かれた私は、もはやぐうの音も出ない。

「死んだら契約がパァになるぞ」

「やだ！　じゃあ死なない！」

「つーか、死ぬとか許さねーよ」

　彼は私の頬を強引な力で包み込み、無理やり顔を上げさせる。

「一生かけて指導してやるからな。覚悟しとけよ、エン」

「うんッ！」

　彼の新たな指導が〝幸せ〟であることを願って。私は落ちてくる契約の口づけを、そっと受け止めた。










私たちは愛を知る




「十夜、頭変じゃない？」

「安心しろ。いつも通り変だから」

「そうじゃなくてっ！」

　十夜はカラーシャツの襟を正しながら、「冗談だ」と言って笑う。

　私は頬を膨らませながら、頭の上の花冠にそっと触れた。

《皆さん、準備はよろしいですか!?》

　重厚な木製扉の向こうからは、マイクを通した女性の丁寧な声色が聞こえてくる。

「緊張するねっ！」

「コケんなよ」

　ぼんやりと聞こえていた喧騒が静まり、扉の前に立つ正装のスタッフに「間もなくです」と促される。

　ふーと息を吐き出すと、十夜は左腕をくの字に曲げ、こちらへ差し出した。

「行くぞ」

「うんっ！」

《それでは、新郎新婦の入場です！》

　右手には彼の腕を、左手にはシュガーカラーのブーケを持って、いざ、光と歓喜が満ち溢れるガーデンへ。

　ポップな『Wedding March―結婚行進曲』が、蒼天の彼方に響き渡る。

「エン、おめでとう！　超キレイ！」

　一番初めに出迎えてくれたのは、凛として美しい、私の自慢の親友だ。

「ありがとう、萌！　ブーケトス絶対取ってね！」

　続けて新郎側から、朗らかな声が飛んでくる。

「十夜、おめでとう！　くそー俺も結婚してー！」

「木崎さん、もう酔ってんスか？」

　壮大な拍手と皆の笑顔は、式を彩る最高の装飾だ。

「篠宮、おめでとう！」

　いつもは難しい顔をしている室長も、今日はにこやかな笑みを浮かべている。

「室長、ありがとうございます！」

「篠宮さんおめでとうございます。この度はお招きいただき誠にありが――」

「茅野さんも！　ありがとうございます！」

　真っ白なカーペットを、一歩一歩、大切に踏みしめる。

「ふたりとも、おめでとう！」

　すっかりパパの顔になった遠山さんに対し、十夜は「ドーモ」と、いつもよりも幾分か柔らかい返事を返す。

「円華ちゃん、本当にキレイ！」

　優愛ちゃんの周りには、今日もお花が飛んでいる。

「ありがとう！　……って、ちびスーツかわいすぎー！」

　腕の中で眠る小さなお客様を見届けて、私たちはメインテーブルの前に立った。

「本日は私たちふたりのウェディングパーティーにご出席いただきまして、誠にありがとうございます」

　今日も完璧な仕立てのビジネスボイスが、式の始まりを凛と奏でた。

　十夜の家庭が複雑な関係もあり、私たちは先日、親族のみで挙式を行った。そして今日は、友人や会社の関係者など親しい人たちをメインに招待した披露宴兼カジュアルなウェディングパーティーとなっている。

《それでは乾杯といたしましょう！　ご発声は、新郎の勤め先の上司でございます、木崎様にお願いいたします！》

　司会者から指名を受けた木崎さんは、周囲からの冷やかしを嬉しそうに受け止めながらやってくる。そして十夜と私に一礼すると、スタンドマイクの前に立ち、キュッと表情を引き締めた。

「十夜くん、円華さん、ご結婚おめでとうございます。ただ今ご紹介に預かりました、木崎と申します」

　賑やかだった会場は、しんと静まり返る。

「……と、堅苦しい挨拶はここまでにして。この場を借りて、少し昔話をさせていただいてもよろしいでしょうか」

　ニカッと笑った木崎さんに対し、ゲストからは「いいぞー！」などと、温かい声が飛ぶ。チラリと横を見てみれば、十夜の顔は複雑に歪んでいた。

「私が十夜くんの上司となり、早五年となります。入社したての十夜くんは、敬語もろくに使えやしない、頭と顔がいいだけの憎たらしいクソガキでした」

　ＴＰＯなどお構いなしのスピーチに、会場がどっと沸く。私も思わず「ぷ」と吹き出すと、十夜にじろりと睨まれた。

「しかしコンサルタントとしての素質はピカイチです。十夜くんを一人前に育て上げるため、私はスパルタで調教……いえ、教育をしました」

　小ボケに対して「お前はゲイか!?」などと野次が飛び、会場はさらに盛り上がる。

「結果、十夜くんは期待以上の優秀なコンサルタントとなってくれました。しかし完璧になりすぎたゆえに、十夜くんは憎たらしいクソガキの自分を失ってしまったのです」

　そう言って、木崎さんは身体ごとこちらに向き直った。

「すまなかったな、十夜」

　向けられた笑顔に込められた想いは、とても切ない。

　木崎さんのせいではないと、細められた十夜の目が訴えている。

「イケメンのくせに仕事ばかりで、彼女も作らず、やはり私が引き取るしかないのか、と心配していたのですが……」

　再び、どっと沸く会場。事情を知らない大多数から見れば、木崎さんのスピーチは漫談のように映っているのだろう。

「円華さんという女性に出会い、十夜くんは以前の自分を取り戻したようです。その証拠に……」

　木崎さんが司会の女性にアイコンタクトを送ると、メインテーブルの横に設置された巨大モニターに、一枚の写真が映し出された。

　その瞬間、わぁっと黄色い歓声が上がる。

「ほら、憎たらしい笑顔でしょう？」

　それは、先日行われた挙式の控え室でのヒトコマだ。十夜と私が互いに見つめ微笑み合う、なにげない幸せに満ちた一枚だった。

　とんだサプライズに、私は赤面。ゲストは一斉にモニターへとカメラを向ける。

「この写真は、十夜くんの兄であり私の親友でもある、春樹くんが撮ったものなのですが――」

　なおも話を続けようとする木崎さんから、十夜はマイクを奪い取る。

「木崎様のおしゃべりのせいで、せっかくのドリンクがぬるくなってしまいましたね。それでは、私たち夫婦の前途を祝して。乾杯！」

　わっと会場が沸くと共に、たくさんの陽気な「乾杯！」が響いた。

　要かなめの音頭を奪われた木崎さんは、「このやろう！」と満面の笑みで十夜の肩に腕を回し、それを面倒そうに引き剥がす十夜も、なんだかんだで顔がほころんでいる。

「ったく、あんな写真いつ撮ったんだ？」

「ねー！　全然気づかなかったね！」

　メインテーブルに帰ってきた十夜は乱れた髪を正し、私の手元にグラスを差し出す。

「乾杯」

「乾杯ッ！」

　キンと上品な音を聞いて、私たちは微笑み合った。




　立食と歓談の時間になると、メインテーブルには次々とゲストがやってくる。その度に十夜はワインやビールを飲まされ、賑わいが落ち着く頃には、その頬はほんのりと赤らんでいた。

「十夜、酔ってる？　大丈夫？」

「あー。こっちは空きっ腹だってのに、みんな容赦ねーよ」

　悪態をつく横顔は、やはりどこか嬉しそうだ。

「無理しないでね？　この後もいろいろ続くんだし――」

　そう言いかけたところで、司会の声が会場に響く。

《それでは皆様お待ちかね、ケーキ入刀にまいります！》

　スタッフに促され、私たちは三段のウェディングケーキが置かれたテーブルへと向かう。

　我先にとカメラやスマホを構えた女性陣が周りを囲み、そこから一歩引いた所に、男性陣が円を作った。

《こちらのウェディングケーキは、新郎の義理のお姉様でいらっしゃいます、遠山優愛様が経営されている洋菓子店『blancブラン amourアムール』様よりご提供いただきました！》

　紹介を受けた優愛ちゃんは、テーブルの横で大げさに頭を下げる。そしてスタッフからマイクを受け取ると、緊張した面持ちで口を開いた。

「十夜くん、円華ちゃん、ご結婚おめでとうございます。デザインはおまかせで、とのことでしたので、私なりにふたりをイメージして作りました」

　優愛ちゃんの手がケーキに向けられると、ゲストの視線もそちらに集中する。

「ベースの白に銀のアラザンを散らしたシンプルなデザインは、クールな十夜くんのイメージです。そこに添えた華やかな色合いのエディブルフラワー（食用花）は、感情豊かな円華ちゃんのイメージです」

　そう言うと優愛ちゃんはこちらを見て、優しく微笑む。

　事前に説明は受けていたけれど、こうして改めて聞くと、込み上げてくるものがある。

「初めての共同作業のお手伝いができて、私は幸せです。おふたりの末永い幸せを、心より願っています」

　最後に大きく頭を下げた優愛ちゃんへ、会場からは温かい拍手が送られた。

　いざケーキにナイフを入れると、わぁっと盛大な拍手に包まれ、至る所から「こっち向いてー！」と要求される。

　気恥ずかしさを感じながらも対応していると、《続けてファーストバイトを行います！》という司会の言葉に、女性陣から黄色い歓声が上がった。

《まずは新郎から新婦へ。一生食べるものには困らせない、という意味を込めて、お願いします！》

　周囲からは「うらやましい！」やら「私もされたい！」やら、酔ったアラサー女子たちの悲鳴が聞こえてくる。

「ほら、ありがたく食えよ」

　ひと口にしては明らかに大きなケーキを差し出し、十夜はニヤリと笑う。

　こんな時でも負けず嫌いな私は、恥など捨てて口をめいっぱい開く。浴びせられるシャッターの嵐に耐えながら、やっとの思いで大きなひと口を飲み込んだ。

《続いては新婦から新郎へ、一生おいしいご飯を作ります、という意味を込めて、お願いします！》

　すると「顔いっぱいにクリームを塗ってくれ！」「ぐちゃぐちゃにしてくれ！」と男性陣から野次が飛ぶ。

　ここぞとばかりに沸き起こるイケメンへのひがみに、これは応えるしかないと、私は溢れんばかりのケーキを盛った。

「十夜、いくよ？」

　お返しと言わんばかりにニヤリと笑ってみせると、十夜は眉間にシワを寄せた。

　しかしここは祝いの席。優秀なビジネスマンの十夜ならば、確実に空気を読むはずだ。追い打ちをかけるように「いけー！」「顔面クリーム！」などの野次が飛び、もはや逃げ場はない。

「……うっせーな」

　観念したのか、小さく息をついた十夜は、皿を持つ私の手首をガッと掴む。そして私の腕を強く引くと……。

「甘いんだよ」

　一瞬の隙をつき、私の唇の端についたクリームをペロリと舐なめ上げた。

「ごちそーサマ」

　一瞬の出来事に唖あ然ぜんとしていると、十夜は男性陣からの大ブーイングに「ザマーミロ」と笑ってみせる。

　女性陣からは、奇声にも近い悲鳴が轟とどろいた。

「ちょッ、十夜!?」

「今日は気分がイイからな。サービスだ」

　恐らく見た目よりも酔っているのだろう。意地悪く笑った十夜の顔は、普段よりもうんと幼く見える。

　おかげで心臓はまた止まりそうになるけれど、こんな幸せな日に死んでたまるかと、「十夜のバカッ！」と持っていた皿をその口元へと勢いよく押しつけた。

　べしゃという鈍い音の後、わぁっと歓声が上がる。やがてくっきりと刻まれた眉間のシワを見て我に返るけれど、時既に遅し。

「エン、覚えとけよ……」

　真っ白に塗られた口元は、恐ろしいほどにキレイな弧を描いていた。




　その後、挙式ＤＶＤの上映や友人たちによる余興やスピーチなどがあり、プログラムは順調に進んでいく。カジュアルなパーティーということもあり、私たちもゲストに混じってデザートビュッフェを楽しむことにした。

「エン、そのドレス、超かわいいね」

　スパークリングワインを片手にやってきた萌。

「ありがと！　萌のドレス姿も早く見たいなぁ。ね、いい人いないの？」

「相変わらず。でも、ちょーっと気になる人いるんだよね」

「え、誰々!?　もしかしてここにいる人――ッ!?」

　会話の途中で、突如背後からギュッと誰かに抱きしめられた。驚いて振り返ると、そこには……。

「優愛ちゃん!?」

「えへへ。円華ちゃん、かわいいー大好きぃー！」

　頬を淡いピンクに染めた優愛ちゃんが、タレ目をさらに緩ませ微笑んでいる。

「優愛！」

　すると、我が子を腕に抱いた遠山さんが慌ててこちらに向かってきた。

「ごめん、うっかり優愛に酒を……」

「やっぱり。酔ってますよね？」

「あぁ。ジュースと間違えて飲んじゃったみたいで」

　なおも私に抱きついたままの優愛ちゃんに、遠山さんは「離れな」と頭をポンポンと撫でるけれど、優愛さんは「やですぅ！」と頬を膨らませる。

　遠山さんに反抗する姿など、初めて見た。

「あれぇ？　円華ちゃんのお隣の方はぁ？」

　優愛ちゃんの標的は萌へと移る。

「会社の同僚で、笹川萌乃と申します」

「もえの、ちゃん……？」

　優愛ちゃんはキラキラと目を輝かせた後、今度は萌にガバッと抱きついた。

「萌乃ちゃん、かわいいー！」

　萌は一瞬目を丸くするも、「ありがとう」と微笑んで優愛ちゃんの頭を撫でた。

「ごめん。優愛は酔うと誰彼構わず抱きつく習性があって……」

「なるほど」

　十夜が『アイツに酒を飲ませたら俺が殺される』と言っていた理由が、よーく分かった。

「優愛、いい加減にしなさい」

「やですぅ！　萌乃ちゃんから離れたくないですぅ！」

　遠山さんは膨らむ優愛ちゃんの頬を器用に片手で掴み、顔を寄せる。

「ふーん？　じゃあ優愛が一番好きなのは誰だ？」

　意地悪く笑う遠山さん。その表情が十夜と酷似していて、不謹慎ながらも胸が鳴る。

「……今は萌乃ちゃんが一番好きですぅ」

「そ。なら俺たちはあっち行くな。バイバーイ」

　遠山さんは我が子の手を取り、ふりふりと振る。そして踵を返すと……。

「ごめんなさいぃー！　春樹さんとゆーくんが一番好きですぅー！」

　遠山さんに飛びつき、うるうるとした瞳で見上げる優愛ちゃん。

「よし」と満足そうに笑った遠山さんは、こちらに申し訳なさそうに頭を下げると、優愛ちゃんを控室へと連れていった。

「……絵に描いたような幸せ家族ね」

　独り身の萌は、苦笑いを落とす。

「アイツ酔っぱらってたな……」

　唐突に背後から現れた十夜。その苦笑いから察するに、遠くからこちらの様子を見ていたに違いない。

「酔うと大変って、このことだったんだね」

「あぁ。アイツ、兄貴の目の前で俺に飛びついてきたことがあって……」

　それから先はなにやら思い出したくない記憶らしく、十夜は眉間にシワを寄せて、持っていたワインをくいっと飲み上げた。

「片柳さんって、エンの前だと本当に違う人みたいですね」

　ふふ、と萌が意味深に笑う。

「これはこれは笹川さん、嫁がいつもお世話になっております」

「いえ、こちらこそ。いつもエンから片柳さんのお話、聞いていますよ」

「そうですか。お恥ずかしい限りです」

　互いに完璧な笑顔を浮かべての会話。ふたりは決して仲が悪いわけではないのだけれど、〝コンサルタントＶＳ女刑事（？）〟の会話には、なぜかいつも緊張感が漂っている。

「ところで片柳さん、木崎さんは今どちらに？」

　上品に微笑んだ萌は、辺りをキョロキョロと見渡した。

「酔いが回ってしまったようで、ゲストルームで休んでいますよ」

「そうですか。まだ挨拶もできていなかったので、お水を持って様子を見に行ってまいります」

「お心遣いありがとうございます。よろしくお願いします」

　萌は紅い唇を美しく結ぶと、「じゃあね、エン」と優雅に手を振って、ドリンクコーナーのほうへと去っていった。

　木崎さんのことにまで気が回る萌に、さすがだなぁと感心していると……。

「おい、なんで言わねぇんだよ。笹川さんが木崎さんを狙ってるだなんて聞いてねーぞ」

　十夜は私の耳元で、苦い声を落とす。

「え!?　ウソ、そうなの!?」

「どー考えても狙ってるだろ、あれは」

　小さくなっていく萌の背中を、十夜は苦笑いで見つめる。

「そういえばさっき、気になる人がいるって言ってた！　まさか木崎さんだったなんて……！」

「まぁ美人だし、木崎さんも願ったり叶ったりなんだろうが……」

　十夜が渋っている理由は、逆らえない人間がまたひとり増えてしまうことへの懸念だろう。萌にはニセモノの十夜が通用せず、さらに最強の木崎さんとタッグを組むとなれば、これ以上の脅威はない。

「十夜には悪いけど、私はふたりにうまくいってほしいなー！」

「別に、俺も嫌ってわけじゃねーけど」

　笑顔でため息を落とす十夜見て、ふふっと微笑む。

　今日の十夜は、本当によく笑ってくれている。私にはそれがなによりも嬉しい。

「おふたりとも、そろそろクライマックスです」

　背後からスタッフに声をかけられて、私たちは同時に「はい」と振り向く。

「行くぞ、エン」

「うんっ！」

　差し出された十夜の手を取り、私たちはメインテーブルへと向かった。




「本日はお忙しい中、私たちのウェディングパーティーにご列席いただきまして、誠にありがとうございました」

　凛とした声に、和やかな空気の中にもひと筋の緊張が通う。

「今日の日を迎えられたのも、皆様のお力添えがあったからこそです」

　テンプレートにあるような言葉だけれど、そこに込められた想いは深い。

　ゲストは皆、微笑みながら十夜の謝辞に耳を傾けている。

「お恥ずかしい話ですが、先ほど私の上司である木崎様が仰っていた通り、以前の私はどうしようもないクソガキでした」

　突然、予定とは違う内容のスピーチに切り替わり、「え？」と十夜の横顔を見つめた。しかし彼は気にする素振りも見せず、涼しい顔でスピーチを続ける。

「完璧な自分を演じ、他人には心を開かないと決めていた私の心の扉を、無理やりぶち破ってくれたのが、円華という女性です」

　なんとも複雑な紹介は、ツッコむべきか喜ぶべきか。周りの「ヒューヒュー！」という冷やかしに、とりあえず「あはは」と笑ってみせた。

「感情表現が苦手な私に呆れることなく、円華はいつも側で笑っていてくれます。それがどれだけ私の心の支えになっているのか、恐らく円華自身は気づいていないと思います」

　まさかの言葉に、鼻の奥がツンと熱くなるのを感じた。

「普段はどうも恥ずかしくて言えないのですが、皆様から応援をいただければ、どうにか感謝の想いを伝えることができそうです。どうか未熟な私に、お力添えをいただけないでしょうか」

　会場からはわぁっと拍手が上がり、なにが起きるのかと期待の眼差しが飛ぶ。

　無論、なにも聞かされていない私は「え、え？」とうろたえるばかり。

「皆様の温かいお気持ち、心より感謝を申し上げます。お言葉に甘えさせていただき、今この場で、円華に感謝の意を伝えさせていただきます」

　会場がざわめくと同時に、スタッフが一斉に動き出す。

　まるで最初から予定されていたかのように運ばれてきたのは、真っ白の布に覆われた謎の膨らみだった。

「まずはこの想いが形となるまでの過程を、どうぞご覧ください」

　十夜が左手を挙げると、巨大スクリーンに光が灯る。

　私は震える心臓に手を当てながら、その画面をまっすぐに見つめた。

【Dear Madoka and Enchan】

　白背景に浮かび上がったタイトルからフェードインして、映像が始まる。

　イーゼルやキャンバスが所狭しと並べられ、今にも絵の具の香りが漂ってきそうな一室が映し出される。そこへエプロンをつけたひとりの男性がやってきて、真っ白の布を床に広げると、男性はその中央に座り込む。後ろ姿で、その表情は確認できない。

　画面が切り替わると、その男性と思われる人物の手がアップで映し出される。

　右手には筆、左手には真っ白の布でできたバラ。赤い絵の具を蓄えた筆は、優しい所作で布を滑る。

　水彩ならではの淡い発色でバラを彩ると、男性は筆を置いた。

《赤は、情熱》

　穏やかで、頼りないほどに優しい声色が紡がれる。

　男性はおもむろに立ち上がり、赤に染まったバラを、そっと布の上に置いた。

《オレンジは、自由》

《黄色は、好奇心》

《ベージュは、淑やかさ》

《黄緑は、穏やかさ》

《緑は、自然》

《水色は、清純》

《青は、素直》

《紫は、魅力》

《ピンクは、乙女心》

《白は、美しさ》

　紡がれるセリフと共に、十一個の布のバラが男性の手によって彩りを添えられた。

　やがてカメラはズームアウトして、彼の後ろ姿を映し出していく。

《エンちゃんが一生、幸せでありますように》

　男性は振り返ることなく美しい声色だけを残して、画面は白くフェードアウトしていった――。

　溢れ続ける涙のせいで、目の前に立つ愛しい人の顔すらも捉えられない。

　私だけでなく、その男性の正体を知る人からも、知らない人からも、すすり泣く声が聞こえた。

「私は円華の大切な友人から想いを託されました。必ず叶えなくてはなりません」

　十夜が真っ白の布をスルリと持ち上げると、中からカラフルなバラの花束が現れた。

「十一本のバラには、特別な花言葉があります。それは……」

　花束を腕に抱いた彼は、まっすぐに私を見下ろす。

「最愛」

　そして、溢れる私の涙を少しだけ乱暴に拭い取った。

　会場からは、割れんばかりの拍手が沸き起こる。

　またしても彼のサプライズにしてやられた。しかし今回ばかりは悔しさなど少しも感じずに、ただ苦しいほどの幸せに涙が溢れる。

「円華、受け取れ」

　十夜は私の名前を呼んで、少しの恥じらいも見せずに花束を差し出す。

「ありがとう、十夜……ッ」

〝大切な友人〟の想いを受けたバラは、見た目よりも重く、映像で見るよりも優しい色をしていた。




　その後、結びの言葉をもってパーティーはお開きとなった。

　ゲストを見送り、新郎新婦用の控室へやってくると、十夜はソファに背中からバタリと倒れ込む。

「ッあー、終わった……」

「終わったねぇー……」

　私もドレスの裾などお構いなしに、ソファの横にへなへなと座り込んだ。すると事前に部屋に運ばれていたらしい、十夜からのサプライズプレゼントが視界に入る。

「十夜、バラありがとう……」

「あー」

　十夜は片腕で目元を隠しながら、ぶっきらぼうに答えた。

　もちろん、聞きたいことは山ほどある。しかしなんとなく、なにも知らないままのほうがいい気がして、それ以上はなにも触れなかった。

　十夜と付き合ってからは一度も会っていなかったけれど、その後彼がどうなったのか、内心気にしていた部分はあった。あの頃と変わらない、画家としての後ろ姿を見られたことを、本当に嬉しく思う。

「それにしても、まさか十夜があんなことを言ってくれるだなんて……」

　先ほどの記憶を噛みしめては、じんと目頭が熱くなる。

「今回もまんまと引っかかったな」

「十夜のサプライズは毎回完璧すぎるのー。だけど今日の十夜はいつもと違って余裕な感じだったよね！　名前も呼んでくれたし」

　すると彼は目元を隠す腕をずらし、細めた片目で私を捉えた。

「……余裕？　そう見えてんなら願ったり叶ったりだっつーの」

　睨みつけるような視線と、淡く染まった頬。続けて「はー」と深く吐き出された安堵のため息に、きゅうんと胸が苦しくなる。

「十夜」

　仰向けになる彼に真上から、触れるだけのキスを落とす。

　この日のために伸ばしてきたセミロングの髪が彼の額を掠めると、それを退けるように、彼の手が私の頬へと伸びてくる。

「お前からしてくるとか珍しいな」

「だって、十夜がかわいくて……」

　恥ずかしさに視線を逸らすと、十夜は頬に当てた手を後頭部へと滑らせて、強引に引き寄せたキスをする。

「ちょっと、誰か来たらどうするの」

「先にしてきたのはお前だろ」

　そう言って、また強引なキスをする。

　慣れない真逆のアングルが、私の思考を鈍らせて、正しい判断をさせてくれない。彼から与えられる熱に、心はどんどん溶かされていく。

「なにその目、誘ってんの？」

「さッ、誘ってない！」

「素直じゃねーな」

　何度も紡がれるキスは、互いの存在を確かめるように、永く、深い。

「……そういや、あの時はよくもやってくれたな」

「え、なんのこと？」

　十夜は上体を起こしてソファに深く腰かけると、私を抱きかかえるように持ち上げた。

「忘れたとは言わせねーよ」

　バランスを崩して、「わっ」と十夜に抱きつくように倒れ込むと、彼はすかさず私の腰を引き寄せる。

「ちょッ、ドレスがシワになっちゃう！」

「そうだな」

　同意の言葉とは反して、その唇は私の鎖骨に触れ、柔さを求めて下へと滑る。

「ダッ、ダメだよ！」

「覚えとけっつったろ。正当なお仕置きだ」

「なに言ッ――」

　反論しようと開いた口は、下から強引に塞がれる。

「花嫁を抱くのも、悪くねぇな」

　ニヤリと描かれた笑みに、馴ならされた身体はぞくりと震えた。

　開けた背中を撫でる手が、ドレスの中へと滑ってくる。ダメだと分かっているのに拒めないのは、理性を揺るがすアルコールと、私を見上げる瞳が妙に熱っぽいせいだ。

「お前の花嫁姿を一生忘れないように、この目に焼きつけねーとな」

　これも彼の計算なのか、極上に甘い〝飴〟のセリフに、わずかに残っていた理性はまんまと持っていかれてしまう。

「とーやァ……」

　もうどうにでもなれと、ギュッと彼にしがみついたその時……。

　コンコンと鳴るノック音が、私たちを現実に引き戻した。

「ふたりともお疲れさま……って、お邪魔だったかな？」

　お子さんを腕に抱いた遠山さんが、にこやかに現れる。続けて優愛さんが、その背中からひょっこりと顔を出した。

「てめー、やっぱ狙ってんだろ……」

「はは、なんのことやら？」

　首を傾げて笑う遠山さん。本当のところは分からないけれど、おかげで過ちは犯さずに済んだ。

　私は案の定シワの寄ってしまったドレスを慌てて正しながら、『ふしだらでゴメンナサイ』と何度も心の中で呟く。

「円華ちゃん、顔赤いけど大丈夫？」

　すっかりシラフに戻ったらしい優愛ちゃんは、心配そうに眉尻を下げた。

「優愛ちゃん！　うん、ちょっと飲みすぎたみたい、あはは！」

　心底恥ずかしい反面、彼女の笑顔に癒やされて、肩からどっと力が抜けていく。

「円華ちゃん、疲れたよね。ドレス苦しくない？」

「言われてみれば……」

　確かにと、お腹をポンと叩いた。ドレスの下でキツく締められたビスチェの存在を思い出し、急に苦しさが込み上げてくる。

「うっ……なんか気持ち悪くなってきた」

「大変！　隣の部屋でスタッフさんが待ってるから、一緒に行こ？」

「うん、ありがとう……」

『目に焼きつけないと』と言ってくれた十夜には悪いけれど、一刻も早く脱いでしまいたい。そうして一歩踏み出した瞬間、視界がぐるりと回転した。

「円華ッ!!」

　倒れそうになった私を、十夜の腕が間一髪で受け止めてくれた。

　しかし思うように力が入らず、そのまま体重を預けると、優愛ちゃんと遠山さんが心配そうに私の顔を覗き込む。

「円華、どうした」

　寄せられた十夜の顔には、焦りの色がありありと浮かんでいる。心配してくれて嬉しいはずなのに、正直今はそれどころではない。

「ぎもぢ、悪いぃ……」

「歩けるか？」

　十夜に背中を支えられて、どうにか洗面所までやってくると、蛇口を捻って洗面台に寄りかかった。しかし気持ち悪いばかりで、なにも出てこない。

「やっぱ飲みすぎたのかな、はは……」

「無理にしゃべんな。水飲むか？」

「ううん、水は飲みたくない……」

「円華ちゃん、大丈夫？」

　背中をさすってくれる優愛ちゃんの目は、うっすらと涙で揺れている。

「ありがと。なんか優愛ちゃんが倒れた時と似てるね。あの時は……」

　そう言いかけたところで、私を取り囲む皆の顔が一様に固まっていることに気がついた。

「えっ、なに？」と、慌てて問うと、優愛ちゃんが恐る恐る口を開く。

「円華ちゃん、まさか……」

　優愛ちゃんは頬を赤らめながら、私の耳元に口を寄せ、こそりと囁く。

「生理、きてる？」

「……は？」

「生理？」と下腹部を押さえると、じわりと焦燥感に襲われる。記憶を辿り、最近の記憶にはないことに気づいた途端、一気に吐き気が引いていった。

「……はは。デキてたりして？」

　その時の皆の顔は、きっと一生忘れない。




　私たちは着替えと諸々の片付けを済ませると、すぐに産婦人科へと向かった。

　検査の結果、妊娠二ヶ月目だということが分かり、夢見心地のままタクシーへと乗り込む。

「……本当にデキてたね」

「あぁ」

　こんな時でも、十夜は普段と変わらず冷静だ。妊娠を言い渡された時も表情ひとつ変えることなく、先生の話をまっすぐに聞いていた。

「気分が悪くなったらすぐ言えよ」

「うん、ありがとう」

「つーか、その体勢キツくねーか？　もっと足伸ばせよ」

「大丈夫だよ。ていうか、さっきまでドレス着てたし！」

「……そうだよな。先生は問題ねーっつってたけど……」

　十夜は窓に向かって、なにやらぶつぶつと唱える。私以上に私の身体を心配してくれているらしいその姿に、フッと笑みがこぼれる。

「だけど実感湧かないなぁ。ここにいるんだよね、赤ちゃん」

　お腹に触れても、それらしい膨らみもなければ、これといった変化も感じない。しかし撫でれば撫でるほどに、不思議と愛おしさが募っていって、ようやく現実という実感が沁みてくる。

「つーか、急すぎるだろ……」

「ね！　まさか式当日に発覚するなんてビックリ！」

　あはは、と笑い飛ばす私に、細められた彼の目が『呑気だな』と言っている。

「ねぇ十夜。赤ちゃんできたって分かった時、どう思った？」

　ストレートな質問に、十夜は真顔のまま固まると、やがて私のお腹へと視線を移す。

「正直、戸惑いが大きくてよく分かんねー」

「あはは、私も！　でも、ここに十夜と私の〝証明〟がいるんだって思ったら、単純に嬉しいなーって思ったよ」

　そう言って笑う私を、十夜はじっと見つめる。やがて、恐る恐る伸びてきた彼の手が、お腹に添えた私の手の上にそっと重ねられる。

「エンが感じてる〝嬉しい〟って気持ちは、具体的にどんな感覚なんだ？」

「感覚？　んーとね、『やったー！』みたいなはっきりとした感覚じゃなくて、ふわふわしてて曖昧で、じーんと胸が熱くなる感じかな。姿も見えないし実感もないけど、この子のためにもっとがんばらなくちゃって思ったよ」

　すると十夜は手を重ねたまま、言葉を紡ぐ。

「……そうか。俺はこれからすべきことを考えてた。俺は今まで以上に仕事して、早く幹部職に就いて。出産が近くなったらエンには仕事休むか辞めるかしてもらわねーとな。んで子供が産まれたら家を買って……」

　不意に言葉を止めた十夜は、やがてなにかを悟ったように、フッと優しい笑みを浮かべると……。

「どうやら俺も、〝嬉しい〟みたいだな」

　まるで他人事のように笑う。

「十夜、それめちゃくちゃ嬉しいって言うんだよ……！」

「そうみたいだな」

「ヤバい、感動して涙が……ッ」

「だー、泣くなっつーの。身体に響く」

　私の肩を抱き寄せた十夜は、涙を堪えて俯く私の頭をくしゃりと撫でる。触れ合った体温は、とても優しくて、頼もしい。

「赤ちゃん、もし男の子だったら十夜に似てほしいな。そしたらイケメン間違いなし！」

「女ならエンに似てもらわねーと困るな」

「どうして？」

「目つきの悪い女なんて嫌だろ」

　冗談なのか本気なのか、真顔で言う十夜に「ぷっ」と吹いてしまった。おかげで潤んでいた涙も流れずに、薄らいでいく。

「十夜に似て頭のいい子だったらいいなぁ。おバカな私に似ちゃったら大変！」

「……エン、採長補短って知ってるか？」

「サイチョーホタン？」

　聞き慣れない言葉にきょとんとすると、十夜は「だよな」と意地悪に笑う。

「人の長所を採り入れて、短所を補う。そのまんまの意味だ。前に、エンは俺の人として足りない部分を補ってくれるって話をしたのは、覚えてるか？」

「もちろん！」

　嬉しかったあの時を思い出して微笑むと、十夜は再び私の頭をくしゃりと撫でる。

「俺らが互いの長所で互いの短所を補うと、理論的かつ感情的で、理性で行動するけれど、本能のままによく笑う……ってところか」

　説くような言葉は私に聞かせるようでいて、見えない誰かに語りかけているようでもある。

「そんな子だったら、いいよな」

　そう言った十夜の慈愛に満ちた横顔に、治まっていた熱いものがぶり返す。

「欲張りな子だね……ッ」

「そうだな」

　私を抱き寄せる十夜の手は日を追うごとに優しくなり、その笑顔もまた、柔らかくなっている。

　それでも、まだ人並みの感情表現には至らないのかもしれない。しかし彼は、確実にホンモノの自分を取り戻しつつある。あるいは、まったくの新しい彼になっているのかもしれない。

「そういやエン、あの時の約束覚えてるか？」

　唐突な十夜の言葉に、「約束？」と返すと、彼はニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

「今日は気分がいいからな。叶えてやるよ」

「え、なに!?　なんのこと!?」

「いいから、耳貸せ」

　互いの失恋から始まった、私たちの関係。

　それはやがて、カタチを変えて……。

「好きだ」

　私たちは、愛を知る。
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　はじめまして、桜 未都と申します。私の書籍デビュー作であるこの本を手にとっていただき、ありがとうございます。

　この作品は、小説投稿サイト『エブリスタ』にて開催された恋愛小説賞で、ベリーズ文庫準大賞をいただいたものです。受賞のお知らせをいただいた瞬間、驚きや喜び、そして作品にかけた思いが込み上がって、涙が止まりませんでした。

　あまりの嬉しさに手の震えは一向に止まらず、落ち着かなければと思い立った私は、愛車の自転車をかっ飛ばし、某牛丼チェーン店松○に昼食を買いに行きました。あの時食べた牛丼の味は一生忘れません。（笑）




　この作品を世に出すにあたり、たくさんの方のお力添えをいただきました。

　私とベリーズ文庫を繋げてくださった、エブリスタの川崎様、小山様。すっとぼけな私に呆れず、優しくご指導してくださった、担当の倉持様を始めとする編集部の皆様。鼻血モノの素敵すぎる表紙を描いてくださった、イラストレーターのみくに紘真様。本当にありがとうございました。そして何より、この作品を愛してくださった読者様。叱咤激励をくださったクリエイター仲間の皆様。感謝という言葉では到底足りません。本当にありがとうございました。




『時は金なり』『失った財産は嘆いたって戻らない。だから、お前はこれから生まれる財産をより一層大事にしろ』、作中の十夜の言葉です。

　私は後悔ばかりの人生を歩んできました。しかしそれを嘆いたところで、今が変わることはありません。理不尽な世の中には、ツラいことも腹が立つこともたくさんありますが、笑い飛ばしたもん勝ちです。私はそう思って、無駄に明るく生きています。悩める全ての方に、少しでも十夜の言葉を受け入れていただけたら嬉しいです。




　皆様との出会いを大切にし、これからも愛していただける作品をお届けできるよう、精進してまいります。また、お会いできることを願って。
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